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●❶英語教室では、生徒が受講者に
マンツーマンで、道案内の仕方や
観光名所の名称など、観光案内で
用いることが多い英語表現を指
導。ESSの生徒も参加し、この日
の受講者13人に対応した。

●❷教材は、企画・運営役の生徒が ESSの協力を得ながら作成した。道案内や観
光案内といったシーン別に、役立つ表現や会話例を厳選。

●❸高齢者の目に留ま
るように、文字の大
きさや色を工夫して
チラシを作った。

●❺模擬観光案内では、基本的に、受講者が観光客
役のALTを案内し、生徒は受講者が分からない表
現や単語をフォロー。頼られる立場になることで、

「しっかりしなければ」と意識も自然と高まる。

●❹外国人に観光案内をする受講者をサポートするため
には、生徒自身も地域の歴史や文化を知る必要がある。

「もっと地域のことを勉強しなければ」と、生徒は言う。

●❻観光客役のALTは、「地域の人
と外国人が交流でき、生徒はALT
と話したり、受講者に英語を教え
たりすることで、英語力を伸ばせ
るという素晴らしい取り組み。私
自身も城や寺を巡り、日本文化を
勉強できた」と大満足。

●❼模擬観光案内の振り返りでは、
英語の学習意欲が高まったと話す
生徒が目立った。

生徒のインタビューは P.30

●●❹

●●❺

●●❻

●●❶

●●❷

●●❸

●●❼

＊全国の進学校の生徒を招いて、社会の諸問題についてプレゼンテーションを行う大会。鳥取県立倉吉東高校で毎年開催されている。

　
高
齢
化
が
進
む
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
自
分
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
。
島
根
県
立
松
江
北
高
校
の
２
年
生
５
人
が
考
え
た
の
は
、

外
国
人
に
英
語
で
観
光
案
内
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
高
齢
者
に
高

校
生
が
英
語
を
教
え
る
英
語
教
室
の
実
施
だ
っ
た
。
そ
の
実
践
報
告

を
「
国
際
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
倉
吉
２
０
１
５
」（
＊
）
で
行
っ

た
と
こ
ろ
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
生
徒
は
活
動
の
継
続
を
決
意
し
た
。

そ
し
て
、ほ
か
の
生
徒
も
巻
き
込
み
、全
５
回
の
英
語
教
室
を
開
催
。

最
終
回
に
は
、松
江
市
内
の
名
所
・
旧
跡
を
巡
る
、外
国
人
へ
の
模
擬

観
光
案
内
を
実
施
し
た
。
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
、
試
行
錯
誤
し
て
活
動
を
つ
く
り
上
げ
た
生
徒
た
ち
の
姿
を
追
う
。

Vo l .08

島
根
県
立
松
江
北
高
校

高
齢
者
向
け
英
語
教
室

高
齢
化
が
進
む
か
ら
こ
そ

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
つ
く
り

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い

「
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
！
」と

信
じ
た
こ
と
が
活
動
の
支
え
に
な
っ
た

目指すは、誰もが外国人に気軽に
話しかけることができる町づくり！

学校で学んだことを
地域の人々と外国人の橋渡しに
役立てるんだ
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現状把握 高大接続システム改革会議「最終報告」を読み解く
 どのような入試になろうとも「学力の３要素」に沿った力の育成を
分析 問題イメージ例から見える
 「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」で
 求められる力とその育成に必要な指導のあり方
 6 国語　9 数学　12 英語　15 物理　18 世界史

 AL の本質を理解する場として全校体制での研修を
 東京都立西高校　校長　宮本久也　

 理論や経験に裏づけされた研修の枠組みを構築する
 岡山県立和気閑谷高校　校長　香山真一　
分析 問題作成イメージから見える
 「高等学校基礎学力テスト（仮称）」で求められる力
 22 国語　24 数学　26 英語

 基礎学力の定着を図るPDCAサイクルの一環としての活用を
 文部科学省　初等中等教育局　高校教育改革 PT　総括リーダー　今井裕一　 　

高大接続改革における２つの新テストに見る

これからの高校教育で
育むべき力と求められる指導

C O N T E N T S

2

島根県立松江北高校　高齢者向け英語教室　メンバーが支え合い地域への思いをカタチにしていく

ハートをこがせ！30

特集

〈ビュー21〉

3年生夏休み　志望校別過去問研究

青森県立田名部高校
進路指導◎高い志を育む面談と若手教師の情熱で、学校を活性化

千葉県・私立昭和学院中学校・高校
進学実績向上◎英語の指導を軸に、難関私立大学の合格実績向上を図る

36 指導変革の軌跡

44 改良！　指導ツール　ビフォーアフター

1年次での体験型学習を充実させ、4年間を主体的に過ごすための気づきを促す
明治大学経営学部◎体験型学習の拡充

48 大学Evolution　大学が拓く新しい学び

教科学習外活動におけるアクティブ・ラーニング　─「ワールド・カフェ」の進め方と実践事例─

ポスター発表とプレゼンテーションに計27校が参加

近畿地区のＳＧＨ校・アソシエイト校が合同の課題研究発表会を開催

56 VIEW’S REPORT

72 Reader’s VIEW

仲間と普遍的な問いに向き合う中で知の統合化を図り、人間的な成長を実現する
日本史◎福岡県・私立明光学園中学校・高校　前川修一

授業を進化！　思考を深化！　実践　アクティブ・ラーニング32

こう やまわ け しずたに

ひさ や

◎２０１５年３月に始まった高大
接続システム改革会議では、
約１年にわたって、アクティブ・
ラーニングの充実や２つの新
テストの導入、個別大学にお
ける多面的・総合的評価に
よる入学者選抜の推進など、
様 な々論点での議論が行われ
てきました。それらはいずれも
指導・評価のための手段で
あり、目的はすべて「学力の３
要素」の育成にあります。それ
を念頭に置きながら、今号は２
つの新テストで求められる力
を具体的に考えます。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

すべては
「学力の3要素」

育成のために

今月の表紙メッセージ

た　　 な　  ぶ

愛媛県 アクティブ・ラーニングの視点に立った ICT 活用で、「心おどる学び合いの旅」へ生徒をいざなう
52 次代の教育を形づくる教委の一手新コーナー

ゆう いち

管理職
メッセージ

文部科学省
インタビュー
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◎ 「高等学校基礎学力テスト（仮称）」は高等学校教育改革、「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」
は大学入学者選抜改革の中に位置づけられる。すなわち、２つの新テストは、高等学校教育改革、大
学教育改革、大学入学者選抜改革の３つから成る高大接続システム改革の一部にすぎない。

◎「高等学校基礎学力テスト（仮称）」は、高等学校の基礎学力の定着度合いを把握することがねらい
であり、 「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」は、知識・技能を十分有しているかも見つつ、思考力・
判断力・表現力を中心に測定する。

◎２つの新テストは現段階では見通せない点も少なくないが、どのようなテストになったとしても、「学力
の３要素」に沿って、これからの時代に必要とされる資質・能力を育成し、高校教育を大学教育や社
会に接続することが求められる。

特

　集

２
０
１
５
年
12
月
、
そ
し
て
16
年
２
月
に
、
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
に
お
い
て

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
が
、

16
年
３
月
に
は
、「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
問
題
作
成
イ
メ
ー
ジ
の
例
が
公
表
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ス
ト
で
は
、
ど
の
よ
う
な
力
を
評
価
・
測
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
力
を
生
徒
に
育
む
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

現
場
の
教
師
と
進
研
模
試
の
教
科
編
集
者
の
分
析
か
ら
考
え
る
。

高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る

こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で

育
む
べ
き
力
と

求
め
ら
れ
る
指
導

本号のテーマ

２つの新テストの位置づけと、それぞれのテストで
求められる力、及びその育成に必要な指導のあり方を考える

高大接続システム改革会議「最終報告」の読み解きより
現状把握【P.4～5】

２つの新テストの導入・実施スケジュール

＊高大接続システム改革会議「最終報告」別添資料２（2016年 3月）を基に編集部で作成

位置づけ

国語◎複数の情報を基に推論しながら考えをまとめ、状況に応じて適切に表現する力
数学◎問題文や図形から必要な情報を読み取り、知識や技能を用いて表現する力
英語◎「聞く・読む」を通して得た知識を活用した、「話す・書く」の発信力
物理◎必要なデータを抽出して関係を見いだす力や仮説を立てる力
世界史◎資料の活用を通じ、歴史事象について論理的に捉える力

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の問題イメージ例の分析より

上記の力を育むために必要な指導に共通する、
アクティブ・ラーニング（ＡＬ）の視点を学校全体で共有する

分析【P.6～21】

国語◎国語の基本的な力と、状況・目的に応じて表現の工夫や課題解決の説明を考える力
数学◎生活と関連した問題、高校数学の基礎事項、義務教育領域に対応できる力
英語◎オーセンティックな題材への対応力

「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の問題作成イメージの例の分析より
分析【P.22～29】

求められる力と指導のあり方

「ＡＬの本質を理解する場として
全校体制での研修を」
東京都立西高校　校長　宮本久也

「基礎学力の定着を図る
ＰＤＣＡサイクルの一環としての活用を」
文部科学省　初等中等教育局　高校教育ＰＴ　総括リーダー　今井裕一

「理論や経験に裏づけされた
研修の枠組みを構築する」
岡山県立和気閑谷高校　校長　香山真一 2016年度

「
高
等
学
校
基
礎
学
力

テ
ス
ト（
仮
称
）」の
導
入

「
実
施
方
針
」の
策
定
・
公
表

（
２
０
１
７
年
度
初
頭
）

「
実
施
方
針
」の
策
定
・
公
表

（
２
０
１
７
年
度
初
頭
）

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
２
０
１
８
年
度
目
途
）

「
実
施
大
綱
」の
策
定
・
公
表

（
２
０
１
９
年
度
初
頭
目
途
）

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応

し
た「
実
施
大
綱
」の
予
告

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

「
実
施
大
綱
」の
策
定
・
公
表

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
２
０
１
７
年
度
目
途
）

「
実
施
大
綱
」の
検
討

（
新
テ
ス
ト
の
具
体
的
内
容
）

「
実
施
大
綱
」の
策
定
・
公
表

（
２
０
１
８
年
度
初
頭
）

「
実
施
方
針
」の
策
定
に

向
け
た
検
討

「
実
施
方
針
」の
策
定
に

向
け
た
検
討

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力

評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」の
実
施

新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た
テ
ス
ト
の
実
施

「
高
等
学
校
基
礎
学
力

テ
ス
ト（
仮
称
）」の
実
施

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力

評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」の
導
入

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の試行実施

新テストに係る実証的・専門的検討と準備・実施

ひさ や こう やまわ け しずたに

ゆう いち
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◎ 「高等学校基礎学力テスト（仮称）」は高校教育改革、「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」は
大学入学者選抜改革の中に位置づけられる。すなわち、２つの新テストは、高校教育改革、大学教
育改革、大学入学者選抜改革の３つから成る高大接続システム改革の一部にすぎない。

◎「高等学校基礎学力テスト（仮称）」は、高校の基礎学力の定着度合いを把握することがねらいであり、 
「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」は、知識・技能を十分有しているかも見つつ、思考力・判断力・
表現力を中心に測定する。

◎２つの新テストは現段階では見通せない点も少なくないが、どのようなテストになったとしても、「学力
の３要素」に沿って、これからの時代に必要とされる資質・能力を育成し、高校教育を大学教育や社
会に接続することが求められる。

特

　集

２
０
１
５
年
12
月
、
そ
し
て
16
年
２
月
に
、
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
に
お
い
て

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
が
、

16
年
３
月
に
は
、「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
問
題
作
成
イ
メ
ー
ジ
の
例
が
公
表
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ス
ト
で
は
、
ど
の
よ
う
な
力
を
評
価
・
測
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
力
を
生
徒
に
育
む
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

現
場
の
教
師
と
進
研
模
試
の
教
科
編
集
者
の
分
析
か
ら
考
え
る
。

高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る

こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で

育
む
べ
き
力
と

求
め
ら
れ
る
指
導

本号のテーマ

２つの新テストの位置づけと、それぞれのテストで
求められる力、及びその育成に必要な指導のあり方を考える

高大接続システム改革会議「最終報告」の読み解きより
現状把握【P.4～5】

２つの新テストの導入・実施スケジュール

＊高大接続システム改革会議「最終報告」別添資料２（2016年 3月）を基に編集部で作成

位置づけ

国語◎複数の情報を基に推論しながら考えをまとめ、状況に応じて適切に表現する力
数学◎問題文や図形から必要な情報を読み取り、知識や技能を用いて表現する力
英語◎「聞く」「読む」を通して得た知識を活用した、「話す」「書く」の発信力
物理◎必要なデータを抽出して関係を見いだす力や仮説を立てる力
世界史◎資料の活用を通じ、歴史事象について論理的に捉える力

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の問題イメージ例の分析より

上記の力を育むために必要な指導に共通する、
アクティブ・ラーニング（ＡＬ）の視点を学校全体で共有する

分析【P.6～21】

国語◎国語の基本的な力と、状況・目的に応じて表現の工夫や課題解決の説明を考える力
数学◎生活と関連した問題、高校数学の基礎事項、義務教育領域に対応できる力
英語◎オーセンティックな題材への対応力

「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の問題作成イメージの例の分析より
分析【P.22～29】

求められる力と指導のあり方

「高等学校基礎学力テスト（仮称

「ＡＬの本質を理解する場として
全校体制での研修を」
東京都立西高校　校長　宮本久也

「基礎学力の定着を図る
ＰＤＣＡサイクルの一環としての活用を」
文部科学省　初等中等教育局　高校教育改革ＰＴ　総括リーダー　今井裕一

）の視点を学校全体で共有する

の問題作成イメージの例の分析より

「理論や経験に裏づけされた
研修の枠組みを構築する」
岡山県立和気閑谷高校　校長　香山真一 2016年度

「
高
等
学
校
基
礎
学
力

テ
ス
ト（
仮
称
）」の
導
入

「
実
施
方
針
」の
策
定
・
公
表

（
２
０
１
７
年
度
初
頭
）

「
実
施
方
針
」の
策
定
・
公
表

（
２
０
１
７
年
度
初
頭
）

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
２
０
１
８
年
度
目
途
）

「
実
施
大
綱
」の
策
定
・
公
表

（
２
０
１
９
年
度
初
頭
目
途
）

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応

し
た「
実
施
大
綱
」の
予
告

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

「
実
施
大
綱
」の
策
定
・
公
表

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
２
０
１
７
年
度
目
途
）

「
実
施
大
綱
」の
検
討

（
新
テ
ス
ト
の
具
体
的
内
容
）

「
実
施
大
綱
」の
策
定
・
公
表

（
２
０
１
８
年
度
初
頭
）

「
実
施
方
針
」の
策
定
に

向
け
た
検
討

「
実
施
方
針
」の
策
定
に

向
け
た
検
討

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力

評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」の
実
施

新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た
テ
ス
ト
の
実
施

「
高
等
学
校
基
礎
学
力

テ
ス
ト（
仮
称
）」の
実
施

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力

評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」の
導
入

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の試行実施

新テストに係る実証的・専門的検討と準備・実施

ひさ や こう やまわ け しずたに

ゆう いち
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ま
た
、「
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
」
＝
「
大

学
入
試
改
革
」
で
は
な
い
。
両
者
は
同
義

で
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
１

点
刻
み
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
中
心
と
し

た
入
試
だ
け
で
は
な
く
、
高
校
時
代
の
活

動
や
志
望
理
由
、
入
学
後
の
学
修
計
画
な

ど
と
い
っ
た
多
様
な
資
料
を
用
い
て
、
そ

の
大
学
が
求
め
る
学
生
像
に
合
致
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
選
抜
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、「
最

終
報
告
」
の
全
体
構
成
を
見
て
も
分
か
る
。

Ⅰ
　
検
討
の
背
景
と
狙
い

Ⅱ
　
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
の
基
本
的

な
内
容

Ⅲ
　
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
の
実
現
の

た
め
の
具
体
的
方
策
　

　
１
．高
等
学
校
教
育
改
革
　
２
．大
学
教

育
改
革
　
３
．大
学
入
学
者
選
抜
改
革

Ⅳ
　
改
革
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
検
討

体
制
等

　
２
つ
の
新
し
い
テ
ス
ト
の
う
ち
、「
高
等

学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
は
高
校

教
育
改
革
に
か
か
わ
る
Ⅲ
の
１
に
、「
大
学

入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」

は
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
に
か
か
わ
る
Ⅲ

の
３
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

２
つ
の
テ
ス
ト
は
、
３
つ
の
改
革
の
う
ち

の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
る
「
大
学
入
学

希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
に
し

て
も
、
各
大
学
が
そ
の
成
績
だ
け
で
入
学

者
選
抜
を
行
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

個
別
大
学
の
入
学
者
選
抜
で
は
、「
大
学
入

学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
以

外
に
も
多
様
な
選
抜
資
料
を
用
い
て
、
多

面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
評
価
は
、
一

般
に
思
わ
れ
が
ち
な
人
物
評
価
と
い
っ
た

抽
象
的
な
も
の
で
は
な
い
。
各
大
学
が
定

め
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
入

学
者
受
け
入
れ
の
方
針
、
Ａ
Ｐ
）
に
沿
っ

た
方
法
で
選
抜
す
る
よ
う
に
「
最
終
報
告
」

で
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
の
「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト

（
仮
称
）」
は
、「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

と
同
様
に
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
指
導
改

善
を
目
指
す
も
の
だ
が
、
高
校
教
育
改
革

の
中
で
は
、
専
門
高
校
の
校
長
会
や
民
間

が
行
う
検
定
試
験
と
並
ん
で
、
多
様
な
学

習
成
果
を
測
定
す
る
ツ
ー
ル
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
テ
ス
ト
の
正
式
名

　
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
で
は
、
大
学

入
学
者
選
抜
改
革
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

し
か
し
、今
回
の「
最
終
報
告
」の
基
に
な
っ

た
２
０
１
４
年
12
月
の
中
央
教
育
審
議
会

答
申
は
、
そ
の
表
題
に
も
あ
る
通
り
、「
高

等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者

選
抜
の
一
体
的
改
革
」
を
目
指
し
て
い
た
。

「
最
終
報
告
」
で
は
、
こ
の
一
体
的
改
革
を

「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
」
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム

改
革
の
中
で
、
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
は

単
独
で
存
在
し
な
い
。
常
に
高
校
教
育
や

大
学
教
育
の
改
革
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現

状

把

握

高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
「
最
終
報
告
」を
読
み
解
く

ど
の
よ
う
な
入
試
に
な
ろ
う
と
も

「
学
力
の
３
要
素
」に
沿
っ
た
力
の
育
成
を

２
０
１
６
年
３
月
、
文
部
科
学
省
か
ら
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の
「
最
終
報
告
」
が
公
表
さ
れ
た
。
約
１
年
間
に
わ
た
る

議
論
に
よ
っ
て
、
高
大
接
続
改
革
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
会
議
の
経
過
と
報
告
書
の
内
容
か
ら
考
え
る
。

入
試
改
革
だ
け
で
は
な
い

三
位
一
体
の
改
革
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

称
は
、
そ
の
目
的
や
性
質
に
合
致
す
る
よ

う
、
17
年
度
初
頭
に
示
す
実
施
方
針
で
確

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革

で
は
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の
育
成

を
目
指
し
、
そ
れ
ら
を
大
学
入
学
者
選
抜

で
ど
う
測
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

「
最
終
報
告
」
で
は
、
学
力
に
つ
い
て
、
中

教
審
答
申
と
共
通
の
定
義
を
し
て
い
る
。

そ
の
定
義
と
は
、学
校
教
育
法
第
30
条
第
２

項
に
示
さ
れ
た「
学
力
の
３
要
素
」で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
社
会
で
自
立
し
て
活
動
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
力
と
捉
え
直
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
「
最
終
報
告
」
で
は
、
予

見
が
困
難
で
、
先
行
き
不
透
明
な
、「
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
向
け
た
教
育
改
革
を
進
め

る
に
当
た
り
、
身
に
付
け
る
べ
き
力
と
し

て
特
に
重
視
す
べ
き
は
、
⑴
十
分
な
知
識
・

技
能
、
⑵
そ
れ
ら
を
基
盤
に
し
て
答
え
が

一
つ
に
定
ま
ら
な
い
問
題
に
自
ら
解
を
見

い
だ
し
て
い
く
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
の
能
力
、
そ
し
て
⑶
こ
れ
ら
の
基
に

な
る
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協

働
し
て
学
ぶ
態
度
」
と
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
「
学
力
の
３
要
素
」
を
、
高
校

で
育
み
、
大
学
入
学
者
選
抜
で
適
正
に
測

定
し
、
そ
し
て
、
受
け
入
れ
た
大
学
で
は

さ
ら
に
伸
ば
し
て
社
会
に
送
り
出
す
、
と

い
う
流
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
２
つ
の
新
テ
ス
ト
と
個
別
大
学
の
入
学

者
選
抜
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
学
力
の
３
要
素
」

の
何
を
主
に
測
定
す
る
の
か
が
明
示
さ
れ

て
い
る
。「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト（
仮

称
）」
は
、
義
務
教
育
の
学
習
内
容
も
含
め

た
基
礎
学
力
の
定
着
と
、
学
習
意
欲
の
喚

起
に
向
け
て
、
高
校
段
階
の
基
礎
学
力
の

定
着
度
合
い
を
把
握
す
る
こ
と
が
ね
ら
い

だ
。
そ
れ
に
対
し
、「
大
学
入
学
希
望
者
学

力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
は
、
知
識
・
技

能
を
十
分
有
し
て
い
る
か
も
評
価
し
つ
つ
、

測
定
す
る
力
の
中
心
は
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
だ
。
そ
し
て
、
主
体
性
・
多
様
性
・

協
働
性
は
、
高
校
の
調
査
書
を
含
め
た
多

様
な
資
料
に
よ
り
、
個
別
大
学
の
入
学
者

選
抜
で
測
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
を
受
け
、
個
別
大
学
で
も
入
学
者

選
抜
の
改
革
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
今
や
Ａ

Ｐ
は
大
学
の
入
試
要
項
に
は
必
ず
記
載
さ

れ
、
受
験
生
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

抽
象
的
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
き
ら

い
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ず
各
大
学
で
、
社
会
に

送
り
出
す
べ
き
卒
業
者
像
を
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー
（
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
、

Ｄ
Ｐ
）
と
し
て
定
め
た
上
で
、
そ
う
し
た

卒
業
生
を
育
て
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方

針
、
Ｃ
Ｐ
）
を
考
え
、
そ
し
て
、
そ
の
教

育
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
持
っ

た
入
学
者
を
選
抜
す
る
た
め
の
方
針
を
示

す
Ａ
Ｐ
を
策
定
す
る
よ
う
に
大
学
に
求
め

て
い
る
。
大
学
教
育
改
革
、さ
ら
に
言
え
ば
、

組
織
運
営
も
含
め
た
大
学
改
革
自
体
は
、

そ
の
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
て
こ
に
進
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
18
歳
人
口
の
減

少
で
各
大
学
が
生
き
残
り
に
必
死
と
な
る

中
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
緊
密
に
関
係
づ

け
た
改
革
が
広
が
っ
て
い
く
の
は
必
至
で

あ
り
、
個
別
大
学
の
入
学
者
選
抜
も
併
せ

て
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　「
最
終
報
告
」
の
う
ち
、
新
テ
ス
ト
に
関

す
る
部
分
だ
け
に
着
目
す
れ
ば
、「
大
学
入

学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
で

の
、
複
数
の
情
報
を
統
合
し
構
造
化
し
て

新
し
い
考
え
を
ま
と
め
る
思
考
力
・
判
断

力
、
そ
の
過
程
や
結
果
を
表
現
す
る
力
を

評
価
す
る
た
め
の
記
述
式
問
題
の
導
入
、

ま
た
、「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮

称
）」
で
導
入
を
目
指
す
「
ア
イ
テ
ム
バ
ン

ク
」
方
式
（
＊
１
）
や
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
＊
２
）
方
式

な
ど
が
、
技
術
的
に
可
能
な
の
か
、
現
段

階
で
は
見
通
せ
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、
常
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
テ
ス
ト
の
改
革
は
高
大
接
続
シ
ス
テ

ム
改
革
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
だ
。
大

事
な
の
は
、
ど
の
よ
う
な
大
学
入
試
に
な
っ

た
と
し
て
も
、「
学
力
の
３
要
素
」
に
沿
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る

資
質
・
能
力
を
育
成
し
、
高
校
教
育
を
大

学
教
育
や
社
会
に
接
続
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
新
テ
ス
ト
の
開
始
が
、
高
大
接
続
改
革

の
終
わ
り
で
は
な
い
。「
最
終
報
告
」
は
、

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
先
に
新
た
な
教
育

の
仕
組
み
を
創
造
す
る
こ
と
は
、
長
期
に

わ
た
っ
て
『
答
え
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い

問
題
に
解
を
見
い
だ
し
て
い
く
』
活
動
で

あ
る
」

＊１　大量に蓄積した問題群から複数レベルの問題セットを提供し、いつでも、どこでも受検できる仕組み。　＊２　Computer-Based Testing の略称。
コンピューター上で実施する試験。

高
校
、入
学
者
選
抜
、大
学
を
通
し
て

「
学
力
の
３
要
素
」の
育
成
を
目
指
す

改
革
自
体
が
、答
え
が
１
つ
で
は

な
い
問
題
の
解
を
探
る
活
動
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＊ P.6、9、12、15、18 で提示している問題イメージ例は、今後、「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の問題作成に関する検討を深めていく際のたたき台とし
て用意されたものであり、あくまでも一例に過ぎません。そのため、今回提示された問題イメージ例をそのまま「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の問題とし
て使用することや、１回のテストで出される問題が全て今回のような形式になることを決定したものではありません。

分

析

問
題
イ
メ
ー
ジ
例
か
ら
見
え
る

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」で

求
め
ら
れ
る
力
と
そ
の
育
成
に
必
要
な
指
導
の
あ
り
方

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」に
つ
い
て
、文
部
科
学
省
よ
り
公
表
さ
れ
た

「
評
価
す
べ
き
能
力
と
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
」を
基
に
、同
テ
ス
ト
で
求
め
ら
れ
る
力
と
、

そ
れ
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
、進
研
模
試
の
教
科
編
集
者
の
分
析
と
現
場
の
声
か
ら
考
え
る
。

国語
問題イメージ〈例１〉

多様な見方や考え方が可能な題材に関する
複数の図表や文章を読み、情報を統合しながら、

考えを構成し表現する問題。

次の文章とグラフを読み，後の問いに答えよ。

　次に示すのは，警察庁事故統計資料に基づいて作成された交通事故の発生件
数，負傷者数，死者数のグラフと，この３つのグラフを見て，交通事故の死者数
が他よりも早く，平成２年（1990 年）以降減少傾向になっていることについて，
４人の高校生が行った話し合いの一部である。

Ｂさん：私は，この 30 年間で販売されてきた自動車の台数と安全性に関係があ
ると思います。

（ａ）つまり，自動車の台数は年々増加し続けているので事故件数と負傷
者数はなかなか減らなかったけれども，　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
いうことです。 
　例えば，最近 30 年間における，「車の総販売台数の推移が分かる資
料」と，「車の安全に関する装置の装備率の推移が分かる資料」があれば，
このことを裏付けることができると思います。

Cさん：私は，交通事故の死者数が平成２年（1990 年）以降減少傾向になって
いるのには，医療の進歩がかかわっていると思います。交通事故にあっ
て救急車で運ばれ一命を取り留めた人が，搬送先の病院で，「以前であ
れば助からなかった」と医師に言われたという話を聞いたことがありま
した。どういうことかというと，昔は事故にあって助からなかった命が助
かるようになってきたので，事故の数は増えても亡くなる人は減り続けて
きたのではないかと思います。 

 　その裏付けとなる資料として，例えば，交通事故における救急車の出
動回数の推移と救命率の推移が分かる資料が考えられます。その資料を
見れば，

のではないでしょうか。

問１　Ｂさんは，下線部（ａ）「つまり」以下で，どのような内容を述べることに
なるか。
空欄　　　　 に当てはまる適切な内容を 40 字以内で書きなさい（句読
点を含む。）。

問２　空欄　　　　 でＣさんはどのように発言したでしょうか。あなたが考える
内容を，80 字以上，100 字以内で書きなさい（句読点を含む。）。

国立教育政策研究所「特定の課題に関する調査（論理的な思考）」（平成 24 年 2 月実施）より一部改題

＊高大接続システム改革会議（第 9 回）配布資料の別紙３「『大学入学希望者学力評価テスト（仮称）』
で評価すべき能力と記述式問題イメージ例【たたき台】」を基に編集部で一部改編して作成。問題イ
メージ〈例２〉〈例３〉は、同資料の P.8、10 をそれぞれ参照

グラフ１：交通事故の発生件数 グラフ2：交通事故の負傷者数 グラフ3：交通事故の死者数
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

よ
り
、「
文
章
の
内
容
を
叙
述
に
即
し
て
的

確
に
読
み
取
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
要

約
や
詳
述
を
し
た
り
す
る
こ
と
」「
現
代
の

社
会
生
活
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
実
用
的

な
文
章
を
読
ん
で
内
容
を
理
解
し
、
自
分

の
考
え
を
も
っ
て
話
し
合
う
こ
と
」
に
即

し
た
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
で
あ
る
。

　
文
章
だ
け
で
な
く
、
図
表
・
グ
ラ
フ
を

含
め
た
多
様
な
テ
キ
ス
ト
か
ら
情
報
を
読

み
取
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

生
徒
の
発
言
の
論
理
構
造
を
把
握
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
生
徒
が
立
て
た
仮
説
や
論

証
に
必
要
な
情
報
な
ど
、
明
示
さ
れ
て
い

な
い
内
容
を
推
論
し
、
議
論
に
適
合
す
る

よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
文
章
に
限
ら
ず
、
文

章
と
関
連
す
る
図
表
（
例
え
ば
、
新
聞
報

道
に
使
わ
れ
る
グ
ラ
フ
）
な
ど
、
多
様
な

複
数
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
、
そ
れ
ら
を

関
連
づ
け
て
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
と
と
も
に
、
根
拠
を
論
理
的
に
考
え
さ

せ
、議
論
な
ど
を
通
じ
て
、自
分
の
考
え
を

言
葉
に
出
し
て
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
表

現
す
る
力
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
題
イ
メ
ー
ジ
〈
例
２
〉
３
つ
の
文
章
で

語
ら
れ
て
い
る
状
況
、
問
題
、
解
決
法
に

関
す
る
共
通
点
に
つ
い
て
考
察
し
、
選
択

式
と
記
述
式
で
構
成
・
表
現
す
る
問
題

　「
国
語
総
合
」
に
関
連
す
る
領
域
・
内

容
よ
り
、「
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か

め
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
評
価

し
た
り
、
書
き
手
の
意
図
を
と
ら
え
た
り

す
る
こ
と
」
に
即
し
た
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
。

　
示
さ
れ
た
３
つ
の
文
章
に
つ
い
て
、「
状

況
」「
問
題
」「
解
決
法
」
の
共
通
点
を
考

察
し
、
状
況
↓
問
題
↓
解
決
法
の
論
理
性

を
考
え
る
こ
と
を
求
め
た
「
連
動
型
複
数

選
択
＋
記
述
式
」
の
設
問
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
文
章
か
ら
読
み
取
っ
た
内
容
に
つ

い
て
比
較
・
分
析
し
、
論
理
を
組
み
立
て

て
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　
授
業
で
も
、
根
拠
か
ら
結
論
、
問
題
点

か
ら
解
決
法
な
ど
、
論
理
性
を
も
っ
て
考

え
、
論
理
的
な
解
答
を
創
り
出
す
姿
勢
を

大
切
に
し
た
い
。

問
題
イ
メ
ー
ジ
〈
例
３
〉
１
４
０
０
字
程

度
の
新
聞
記
事
を
、
一
定
の
目
的
に
沿
っ

て
読
み
取
り
、
得
ら
れ
た
情
報
を
取
捨
選

択
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
統
合
し
た

り
し
な
が
ら
、
新
た
な
考
え
に
ま
と
め
、

２
０
０
〜
３
０
０
字
で
表
現
す
る
問
題

　「
国
語
総
合
」
に
関
連
す
る
領
域
・
内
容

よ
り
、「
論
理
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
し
、

論
拠
に
基
づ
い
て
自
分
の
考
え
を
文
章
に

ま
と
め
る
こ
と
」「
文
字
、
音
声
、
画
像

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た

情
報
を
、
課
題
に
応
じ
て
読
み
取
り
、
取

捨
選
択
し
て
ま
と
め
る
こ
と
」
な
ど
に
即

し
た
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
で
あ
る
。

　
公
立
図
書
館
に
つ
い
て
書
か
れ
た
新
聞

記
事
を
読
み
、
今
後
の
公
立
図
書
館
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
、

３
つ
の
条
件
に
従
っ
て
表
現
す
る
こ
と
を

求
め
た
設
問
だ
。
読
み
取
っ
た
情
報
を
整

理
し
た
上
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
自
分
の

考
え
を
論
理
的
に
（
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
）
表
現
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
与
え
ら
れ
た
条
件
に
即
し
て
、

文
章
構
成
を
考
え
な
が
ら
記
述
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
た
。
普
段
か
ら
、目
的（
条
件
）

に
応
じ
た
表
現
様
式
で
自
分
の
考
え
を
表

現
す
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
た
い
。

　
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
で
必
要
と
さ
れ
る
力

に
は
、
主
に
次
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
多
様
な
複
数
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
取
る

力
　
文
章
だ
け
で
な
く
図
表
・
グ
ラ
フ
な

ど
を
読
み
取
る
力
や
、
複
数
の
文
章
を
比

較
・
分
析
す
る
力
。

②
論
理
構
造
を
把
握
す
る
力
・
論
理
的
な

思
考
力
　
テ
キ
ス
ト
の
論
理
構
造
を
把
握

し
、
根
拠
か
ら
結
論
、
問
題
点
か
ら
解
決

法
な
ど
、
論
理
性
を
考
え
る
力
。

③
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
表
現
す
る
力

論
理
性
を
も
っ
て
表
現
す
る
力
や
、
目
的

（
条
件
）
に
応
じ
た
表
現
様
式
で
自
分
の

考
え
を
表
現
す
る
力
。

　
各
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
の
具
体
的
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
次
の
通
り
。

問
題
イ
メ
ー
ジ
〈
例
１
〉
多
様
な
見
方
や

考
え
方
が
可
能
な
題
材
に
関
す
る
複
数
の

図
表
や
文
章
を
読
み
、
情
報
を
統
合
し
な

が
ら
、
考
え
を
構
成
し
表
現
す
る
問
題

　「
国
語
総
合
」
に
関
連
す
る
領
域
・
内
容

複
数
の
情
報
を
基
に
推
論
し
な
が
ら
考
え
を
ま
と
め
、

状
況
に
応
じ
て
適
切
に
表
現
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る

問
題
イ
メ
ー
ジ
例
・
分
析
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問
題
イ
メ
ー
ジ
例
の
特
徴
は
、
文
章
や

図
表
、
グ
ラ
フ
と
い
っ
た
複
数
の
情
報
か

ら
考
え
を
構
成
し
て
い
く
点
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
仮

説
を
立
て
て
検
証
す
る
力
、
論
証
の
プ
ロ

セ
ス
や
論
理
を
導
き
出
す
過
程
を
見
る
た

め
で
し
ょ
う
。
国
語
の
授
業
で
も
、
ベ
ン

図
や
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
、

複
数
の
情
報
を
使
っ
て
説
明
さ
せ
た
り
考

え
さ
せ
た
り
す
る
指
導
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
図
表
や
グ
ラ
フ
の
活
用
は
、
批
判
的
思

考
力
を
養
う
上
で
も
大
切
で
す
。
授
業
で

は
、
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
の
よ
う
に
、
単
に

与
え
ら
れ
た
情
報
を
読
み
取
ら
せ
る
だ
け

で
は
な
く
、
様
々
に
解
釈
で
き
る
デ
ー
タ

を
使
う
と
、
学
び
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
か
に
錯
誤
が
あ
る
デ
ー
タ
、多
様
な
見

方
が
で
き
る
グ
ラ
フ
を
あ
え
て
選
び
、
生

徒
に
批
判
さ
せ
た
り
、
別
の
デ
ー
タ
を
使
っ

て
反
証
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は

デ
ー
タ
を
う
の
み
に
す
る
こ
と
の
危
う
さ
、

解
析
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
で
し
ょ
う
。

　
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
の
例
２
と
例
３
は
、

本
文
が
な
い
た
め
分
析
が
難
し
い
の
で
す

が
、
例
２
は
、
一
見
、
ば
ら
ば
ら
に
見
え

る
複
数
の
情
報
か
ら
共
通
の
問
題
点
を
抽

出
し
て
、
そ
の
解
決
策
を
考
え
る
力
を
見

る
の
が
ね
ら
い
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例

３
は
、
情
報
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
力
を
見
る
問
題
で
す

が
、
個
別
学
力
検
査
の
小
論
文
を
採
点
し

や
す
く
し
た
問
題
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
は
否
定
的
な
意

見
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
複
数
の
情
報
を

編
集
す
る
力
の
土
台
は
国
語
科
に
置
く
と

い
う
方
針
は
伝
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
そ
の

必
要
性
も
よ
く
分
か
る
の
で
、
も
っ
と
評

価
し
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
複
数
の
情
報
を
用
い
て
説
明
す
る
力
や

批
判
的
思
考
力
な
ど
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
に
よ
っ
て

鍛
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｌ
を
取

り
入
れ
た
授
業
は
、
う
ま
く
で
き
れ
ば
こ

れ
ほ
ど
楽
し
い
授
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。
講

義
形
式
の
授
業
で
は
、「
今
日
は
よ
い
授
業

だ
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
の
は
教
師
だ
け

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｌ
で
は
、

生
徒
の
様
子
を
見
れ
ば
、
授
業
の
理
解
度

や
満
足
度
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
で
最
も
大
切
な
の
は
、
生
徒
の
質

問
力
を
高
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
質
問
力

は
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
言
語
活
動
の
根
幹
を

成
す
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
議

論
の
中
身
を
理
解
し
て
い
な
い
ま
ま
活
動

を
進
め
て
も
、
表
面
的
な
活
動
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
生
徒
は
、

む
や
み
に
質
問
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い

込
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
自

分
が
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
を
把
握
で
き

て
い
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
受
け
取
っ
た
情
報
を
語
ら
せ
て
み
る
、

詳
し
く
言
い
換
え
さ
せ
る
と
い
っ
た
手
順

を
踏
み
、
生
徒
に
分
か
ら
な
い
箇
所
を
自

覚
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｌ
で
は
、
教
師
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト

も
重
要
で
す
。
最
初
に
有
効
な
問
い
か
け

が
な
け
れ
ば
、
生
徒
は
動
機
づ
け
の
段
階

で
つ
ま
ず
き
、
目
的
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

授
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
活
動
は

低
調
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
適
切
な
発
問
や
声
か
け
を
行
う
た
め
に

は
、
活
動
に
至
る
ま
で
に
生
徒
は
何
が
で

き
て
い
て
、
何
が
で
き
て
い
な
い
の
か
、

何
を
知
っ
て
い
て
、
何
を
知
ら
な
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
教
師
が
十
分
把
握
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
学

習
歴
を
把
握
し
、「
最
近
習
っ
た
こ
れ
と
関

係
あ
る
の
で
は
？
」
と
投
げ
か
け
れ
ば
、

生
徒
は
自
然
と
身
を
乗
り
出
し
て
き
ま
す
。

生
徒
が
話
し
た
い
と
思
う
状
態
さ
え
つ
く

れ
ば
、
そ
の
後
は
最
低
限
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

ト
で
活
発
な
活
動
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
指
導
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る
教
材
の

選
別
や
提
示
の
仕
方
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
し
っ
か
り
生
徒
把
握
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

ほ
そ
だ
・
と
き
お

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
13
年
目
。

図
表
や
グ
ラ
フ
を
使
っ
て

批
判
的
思
考
力
を
高
め
る

活
動
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
す
る
た
め

生
徒
把
握
が
よ
り
重
要
に

「
質
問
力
」の
育
成
が

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
性
化
さ
せ
る

北
海
道
札
幌
旭あ

さ
ひ
が
お
か丘
高
校
　細
田
季
男

現
場
は
こ
う
見
る
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

数学問題イメージ〈例４〉
事象から問題解決に必要な情報や条件を抽出・収集したり、

仮定をおいて考えたりする問題。

次の問いに答えよ。

　伊藤さんは，「スーパームーン」に関する記事を読み，月が地
球から最も離れたときに見える満月と比べて，記事にあるような

「スーパームーン」はどのくらい大きく見えるのかを知りたくなり，
月の見かけ上の大きさについて調べた。

（１） 伊藤さんは，次の方法で満月を観測し，フィルムに円を描いて比べてみることにした。

（２） このとき，写し取られた四角形Ａ’Ｂ’Ｃ’Ｄ’（図３）が正方形になる場合，校庭に描かれた図形は，ＡＤ＞Ｂ
Ｃの等脚台形であるといえる。

 上の下線部の事柄が言えることの理由を説明しなさい。

（３） 校庭に描かれた四角形ＡＢＣＤにおける２辺のＡＤとＢＣの比はどのような式で表されるか。校庭から視点Ｐまで
の高さをｈ，フィルム上の正方形Ａ’Ｂ’Ｃ’Ｄ’の辺の長さをｄ，校庭から点Ｂ’までの高さをｇとして，ｈ，ｄ，
ｇを用いた式で示せ。

＊高大接続システム改革会議（第 9 回）配布資料の別紙３「『大学入学希望者学力評価テスト（仮称）』で評価すべき能力と記述式問題イメージ例【た
たき台】」を基に編集部で一部改編して作成

（１）の伊藤さんの方法は，校庭に文字や形を描くときにも応用できる。今，学校の屋上から校庭に描かれた四角形
を見ている。下の図１，図２のように，伊藤さんの視点Ｐに対し，校庭を一つの平面と考えた上で，この平面に垂直に
なるように透明なフィルムを置く。このフィルムを通して校庭を見ながら，校庭に描かれた四角形ＡＢＣＤを写し取るこ
ととした。ただし，視点Ｐは，線分Ｂ’Ｃ’の中点Ｍ’と，線分Ａ’Ｄ’の中点Ｎ’を含むフィルムに垂直な平面上に
あるものとする。

伊藤さんの方法でフィルムに写し取られる，視直径θ分（ふん）の月の直径は何㎜になるか。この直径を求める式を
三角比を用いて答えなさい。

夜空に浮かぶ大きな満月
「スーパームーン」

月が地球に最も近づくタイミ
ングと満月のタイミングが重な
るため，月が通常より大きく
見える。

（平成27年（2015年）9月28日　記事）

〈 伊藤さんの調べたこと 〉

○ 月の見かけ上の大きさは，見えている月を円と考えて，その直径の両端と視点とを結ぶ二等辺三角形の頂角で
ある「視直径」で表す。

○ 「スーパームーン」の視直径はおよそ 33 分（ふん），月が地球から最も離れたときの満月の視直径はおよそ 29
分である。ただし，１分は１°の　　である。

〈 伊藤さんの方法 〉

視点から月の中心に向かって 500㎜の位置に，月の中心と視点を結ぶ直線に対して垂直になるように透明なフィ
ルムを置く。そして，このフィルムを通して見える月をフィルムに写し取る。

1
60

図１　真横から見た様子 図２　真上から見た様子 図３　フィルム上の図
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こ
の
問
題
で
は
、「
視
直
径
」
と
い
う

見
慣
れ
な
い
用
語
に
つ
い
て
、
前
後
の
文

脈
か
ら
こ
の
用
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
も
の
な
の
か
を
把
握
す
る
な
ど
、
問

題
で
設
定
さ
れ
て
い
る
状
況
を
正
確
に
分

析
す
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
問
題
に
図
は
与
え
ら
れ
て
は
い

る
が
、
実
際
に
自
分
の
手
で
図
を
描
い
て

み
な
け
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
具
体

的
に
書
き
出
し
て
み
た
り
、
実
験
し
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
題
意
を
把
握
す
る
、

も
し
く
は
推
測
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

◎
数
量
化
・
図
形
化
・
記
号
化
な
ど
を
し

て
数
学
的
に
表
現
す
る

　
⑵
は
、
⑴
を
応
用
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
に

写
っ
た
図
形
（
正
方
形
）
か
ら
校
庭
に
描

か
れ
た
図
形
を
等
脚
台
形
と
予
想
し
て
、

そ
の
理
由
を
説
明
さ
せ
る
問
題
で
あ
っ

た
。
理
由
を
説
明
さ
せ
る
点
が
特
徴
的
で

あ
り
、
図
形
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
、

等
脚
台
形
に
な
る
こ
と
を
、
三
角
比
や
図

形
の
性
質
を
用
い
て
論
理
的
に
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
言
葉
だ
け
で
も
あ
る
程
度
の
説
明
は
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
言
葉
に
加
え
て

数
学
的
表
現
（
三
角
比
で
表
す
）
を
用
い

る
と
、
よ
り
正
確
で
簡
潔
な
説
明
と
な
る
。

同
様
に
、
図
を
用
い
て
視
覚
的
に
分
か
り

や
す
く
す
る
こ
と
な
ど
、
数
学
的
表
現
を

用
い
て
論
理
的
に
説
明
す
る
力
が
求
め
ら

れ
た
。

　
⑶
は
、
⑵
で
予
想
し
た
等
脚
台
形
に
つ

い
て
、
校
庭
か
ら
視
点
ま
で
の
高
さ
や
、

フ
ィ
ル
ム
上
の
正
方
形
の
辺
の
長
さ
な
ど

を
文
字
で
表
し
、
そ
の
文
字
を
用
い
て
等

脚
台
形
の
辺
の
比
を
表
す
問
題
で
あ
っ

た
。
⑵
で
考
察
し
た
こ
と
を
、「
数
量
化
・

図
形
化
・
記
号
化
な
ど
を
し
て
数
学
的
に

表
現
」
す
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。
問
題
を

解
く
た
め
に
は
、
必
要
な
辺
の
長
さ
を
自

分
で
設
定
し
、
平
行
線
の
性
質
を
上
手
に

利
用
し
て
、
求
め
る
辺
の
比
を
文
字
で
表

す
必
要
が
あ
る
。

　
た
だ
し
、
⑵
と
は
異
な
り
、
図
が
与
え

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
⑵
で
与
え
ら
れ
た

図
を
基
に
し
て
、
よ
り
状
況
が
把
握
し
や

す
い
図
を
描
け
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

で
あ
っ
た
。

◎
数
学
の
知
識
や
技
能
を
活
用
し
論
理
的

に
考
察
・
処
理
し
て
結
果
を
得
る

　
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
の
⑴
～
⑶
を
通
し

て
、
知
識
と
し
て
は
「
数
学
Ⅰ
」
の
「
図

形
と
計
量
」
と
、
中
学
校
段
階
ま
で
の
幾

何
の
知
識
が
あ
れ
ば
解
答
で
き
る
が
、
問

題
文
に
与
え
ら
れ
た
条
件
を
図
式
化
し

て
、
論
理
的
に
結
論
を
導
く
力
が
求
め
ら

れ
た
。

　
今
後
の
指
導
に
お
い
て
は
、
単
に
知

識
（
公
式
や
解
き
方
）
を
教
え
る
だ
け
で

な
く
、
公
式
の
意
味
や
成
り
立
ち
、
そ
の

分
野
を
学
ぶ
意
義
（
日
常
生
活
で
の
そ
の

知
識
の
活
用
場
面
や
数
学
史
的
な
背
景
）、

様
々
な
考
え
方
（
別
解
）
と
い
っ
た
数
学

の
有
用
性
と
柔
軟
な
思
考
力
を
育
成
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
今
回
の
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
で
扱
わ
れ
た

よ
う
な
「
月
の
見
か
け
上
の
大
き
さ
」「
学

校
の
屋
上
か
ら
見
た
図
形
」
の
問
題
に
つ

い
て
、
高
校
で
学
習
す
る
数
学
の
知
識
を

適
用
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も

思
考
の
多
様
性
を
育
み
、
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
に
筋
道
を
し
っ
か
り
立
て
て
表
現
す

る
力
を
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
授

業
の
中
で
は
、
分
野
を
超
え
て
身
近
な
問

題
を
数
学
的
に
考
察
す
る
機
会
や
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
に
自
分
の
考
え
を
説
明
す
る
場

面
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　
数
学
の
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
は
、「
事
象

か
ら
問
題
解
決
に
必
要
な
情
報
や
条
件
を

抽
出
・
収
集
し
た
り
、
仮
定
を
お
い
て
考

え
た
り
す
る
問
題
」
と
し
て
出
題
さ
れ
て

い
る
。
平
面
幾
何
、
三
角
比
の
知
識
を
活

用
し
て
日
常
的
な
こ
と
（
測
量
）
を
行
う

問
題
で
あ
り
、
⑴
は
、
題
材
と
し
て
近
年

話
題
の
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
⑵
は
、
事
実
を
挙
げ
た
上
で
そ
の

理
由
を
答
え
さ
せ
る
と
い
う
問
題
で
、
問

い
方
が
目
新
し
い
。
⑶
は
、
⑵
で
考
察
し

た
図
形
と
は
別
の
視
点
か
ら
、
生
徒
自
身

で
図
形
を
設
定
し
、
考
察
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

◎
問
題
文
・
図
形
等
の
事
象
や
そ
の
数
学

的
表
現
か
ら
情
報
を
読
み
取
る

　
⑴
は
、「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
」
に
関
す

る
事
象
か
ら
、
月
の
大
き
さ
を
調
べ
る
た

め
に
、
フ
ィ
ル
ム
に
写
っ
た
月
の
直
径
を

三
角
比
の
性
質
を
使
っ
て
調
べ
る
問
題
で

あ
り
、
問
題
解
決
に
必
要
な
情
報
を
正
し

く
抽
出
し
た
上
で
、
問
い
に
答
え
る
必
要

が
あ
る
。

問
題
文
や
図
形
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
り
、

知
識
や
技
能
を
用
い
て
表
現
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る

問
題
イ
メ
ー
ジ
例
・
分
析
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

　
今
回
公
表
さ
れ
た
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
は
、

問
題
自
体
は
よ
く
練
ら
れ
た
良
問
で
す
が
、

難
易
度
は
非
常
に
高
く
、
指
導
の
際
に
は

い
く
つ
か
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
１
つ

は
、
教
科
書
に
出
て
こ
な
い
単
位
の
扱
い

で
す
。
設
問
に
定
義
が
書
い
て
あ
る
の
で
、

60
分
を°
１
に
変
換
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

解
答
へ
の
分
か
れ
目
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
角
比
の
平
面
・
空
間
図
形
へ

の
応
用
も
、
注
意
が
必
要
で
す
。
授
業
で

は
、縦
か
ら
見
た
図
、横
か
ら
見
た
図
な
ど
、

様
々
な
図
を
用
い
、
切
り
口
や
見
る
方
向

の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
、空
間
図
形
を
き

ち
ん
と
認
識
さ
せ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
難
易
度
に
つ
い
て
課
題
は
あ
る
も
の
の
、

問
わ
れ
て
い
る
力
は
非
常
に
重
要
で
す
。

問
題
イ
メ
ー
ジ
例
か
ら
読
み
取
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
１
つ
は
、
知
識
を
融
合
し
て
課

題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、「
三
角
比
を

平
面
図
形
や
空
間
図
形
の
考
察
に
活
用
す

る
力
」
に
加
え
て
、
中
学
校
で
学
ん
だ
「
相

似
」
の
知
識
を
思
い
出
せ
る
か
ど
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
異
な
る
単
元
の

知
識
を
組
み
合
わ
せ
た
融
合
問
題
に
対
処

で
き
る
力
が
、
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
１
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
日
常
生

活
の
体
験
や
実
感
と
結
び
つ
け
る
重
要
性

で
す
。
問
題
に
示
さ
れ
た
現
象
は
、
教
室

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
写
し
た
正
方
形
が

歪
ん
で
見
え
る
の
と
同
じ
原
理
で
、
こ
う

し
た
日
常
的
な
事
象
と
結
び
つ
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
私
の
授
業
で
も
、
実
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。「
数
学
Ⅰ
」
の
「
デ
ー
タ
の
分
析
」

で
あ
れ
ば
、
企
業
で
の
デ
ー
タ
の
活
用
法

を
交
え
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

靴
屋
で
小
さ
い
サ
イ
ズ
ば
か
り
余
っ
た
場

合
、
そ
の
原
因
は
、
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り

取
ら
ず
販
売
予
測
を
誤
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。き
ち
ん
と
デ
ー
タ
を
取
り
分
析

し
て
い
れ
ば
、
余
剰
在
庫
を
減
ら
し
て
社

員
の
給
与
を
増
や
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
生
徒
に
「
数
学
を
一
生
懸
命
に
学
習
す

る
こ
と
で
人
々
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
も
で

き
る
」
と
伝
え
れ
ば
、
授
業
の
取
り
組
み

方
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
学
力
の
要
素
と
し
て
、
知
識
・
技
能
に

加
え
て
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育

成
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、

一
見
、
新
し
い
力
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

数
学
で
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
問
題
の
意
味
を
自
分
な
り
に
把

握
す
る
力
が
思
考
力
、
そ
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
ど
の
単
元
の
知
識
を
使
う
べ

き
か
を
選
ぶ
力
が
判
断
力
、
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
場
合
分
け
し
た
り
、
解
答
を

記
述
し
た
り
す
る
力
が
表
現
力
で
す
。

　
ま
た
、
計
算
力
も
、
表
現
力
の
手
段
の

１
つ
だ
と
、
私
は
考
え
ま
す
。
計
算
が
得

意
な
生
徒
は
、
先
を
見
越
す
力
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
式
は
、
こ
の
先

ど
う
な
る
の
か
と
い
う
見
通
し
を
立
て
て

問
題
に
取
り
組
め
る
た
め
、
途
中
で
つ
ま

ず
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
基
礎
・
基
本
と
し
て
の
「
計

算
力
の
向
上
」
は
、
引
き
続
き
重
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、
数
学
が
得
意

な
生
徒
で
も
、
単
純
な
計
算
ミ
ス
を
す
る

と
い
い
ま
す
。
発
展
問
題
に
取
り
組
む
前

に
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
の
徹
底
が
何
よ

り
大
事
で
す
。
計
算
が
苦
手
な
生
徒
は
、

式
を
立
て
て
も
最
後
ま
で
解
け
ず
、
そ
の

結
果
、
数
学
が
嫌
い
に
な
り
、
数
字
を
見

る
の
も
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
１
人
で
沈
思
黙
考
し
、
計
算
と
格
闘
す

る
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
表
現
の
場
と
し

て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
よ
り

深
い
思
考
の
場
と
な
り
、
生
徒
の
数
学
活

動
が
よ
り
主
体
的
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

異
な
る
単
元
の
知
識
を

関
連
づ
け
る
力
が
必
要

計
算
力
も
表
現
力
の
１
つ

基
礎
・
基
本
の
徹
底
を

日
常
的
な
事
象
と
数
学
的
思
考
と
を

結
び
つ
け
ら
れ
る
力
を
育
成
し
た
い

北
海
道
札
幌
清き

よ

田た

高
校
　角
　

智
幸

現
場
は
こ
う
見
るか

ど
・
と
も
ゆ
き

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
２
年
目
。
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※ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）の略称。語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教
材の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001 年に欧州評議会が発表。Ａ（基礎段階の言語使用者）、Ｂ（自
立した言語使用者）、Ｃ（熟達した言語使用者）ごとに 2 レベル、計６レベルが設定されている。

英語
～ Speaking ～（主な受験者層としてCEFR レベル A1～ B1［※］を想定）

与えられた社会的なトピックに対して，個人の考えや経験に基づいて意見を述べる

英語力調査事業では面接形式で実施したが，「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」における実施形式（面接／ＣＢＴ等）
については検討中

【問題】
Here is a statement:

   Students in Japan should travel abroad. Do you agree or disagree with this statement? 
Give one or more reasons why you think so.
   You will have one minute to prepare. Then, you will have two minutes to speak.

<60 seconds>

【解答例】（評価３となる解答例）

(Affi rmative)
   I agree with the statement. Students (in Japan) should travel abroad because 
traveling is one way to learn. By visiting new places, it is possible to learn about things 
such as the food eaten there or the language spoken there. Going abroad is the best 
way to study.

(Negative)
   I disagree with this statement. Students (in Japan) do not need to travel abroad. 
These days it is easy to get information about foreign countries on the internet or 
television. There are a lot of programs and videos made by people who travel all over 
the world, so it is not important to go there yourself.
平成26年度　英語教育改善のための英語力調査事業　報告書　P.84　より

高等学校学習指導要領「コミュニケーション英語Ⅰ」に関連する領域・内容
●「コミュニケーション英語Ⅰ」2．内容（１）
　ウ　聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり

意見の交換をしたりする。

●「コミュニケーション英語Ⅰ」2．内容（２）
　ア　リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり

話したりすること。
　ウ　事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。

＊高大接続システム改革会議（第 9 回）配布資料の別紙３「『大学入学希望者学力評価テスト（仮称）』で評価すべき能力と記述式問題イメージ例【たたき台】」
を基に編集部で一部改編して作成。参考資料～ Writing ～は、同資料の P.21を参照

英語参考資料
社会的なテーマについて自らの考えや意見を、

論理的に英語で表現する問題。
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

　
採
点
基
準
に
は
、
内
容
に
関
す
る
採
点

の
観
点
と
し
て
、「
意
見
（
＝
課
題
に
対
す

る
自
分
の
意
見
や
立
場
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
）」
と
「
理
由
（
＝
自
分
の
意

見
や
立
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
理
由
や
具
体

例
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
）」

の
２
つ
と
、
表
現
に
お
け
る
採
点
の
観
点

と
し
て
、「
語
彙
」「
文
法
」「
構
成
」
の
３

つ
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
５
つ
の
観
点
か
ら

評
価
が
行
わ
れ
る
。

　
内
容
面
の
採
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

要
素
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
の
２
段
階

の
判
定
で
あ
る
一
方
、
表
現
面
の
採
点
に

お
い
て
は
、
０
〜
４
の
各
５
段
階
で
の
判

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
解
答
時
間
は
20
分
と
決
し
て
長
く
は
な

い
。
イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
、
書
く
べ
き
ア

イ
デ
ア
を
素
早
く
決
め
て
書
き
始
め
、
最

後
に
読
み
直
し
て
推す

い

敲こ
う

す
る
時
間
の
余
裕

が
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

【
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
】
与
え
ら
れ
た
社
会
的

な
ト
ピ
ッ
ク
に
対
し
て
、
個
人
の
考
え
や

経
験
に
基
づ
い
て
意
見
を
述
べ
る

　
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
参
考
資
料
問
題
も
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
」
の
内
容

よ
り
、「
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
に
基
づ
き
、

情
報
や
考
え
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ

た
り
意
見
の
交
換
を
し
た
り
す
る
」
や
「
事

実
と
意
見
な
ど
を
区
別
し
て
、
理
解
し
た

り
伝
え
た
り
す
る
こ
と
」
な
ど
に
即
し
た

内
容
だ
。
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て

話
す
内
容
を
考
え
る
時
間
が
１
分
で
、
解

答
時
間
は
２
分
と
な
る
。
最
初
に
自
分
の

意
見
と
、
そ
う
考
え
る
理
由
を
明
確
に
し

た
上
で
、
時
間
内
に
理
由
の
具
体
例
を
挙

げ
る
な
ど
し
て
説
明
を
肉
づ
け
し
て
い
く
。

最
初
の
意
見
と
の
論
旨
の
ね
じ
れ
が
生
じ

な
い
こ
と
、
解
答
中
に
不
自
然
な
ポ
ー
ズ

を
何
度
も
は
さ
ま
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

　
採
点
基
準
で
は
、
次
の
２
つ
が
採
点
の

観
点
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
１
つ
は「
内
容
、

構
成
の
評
価
」、
も
う
１
つ
は
「
文
法
、
表

現
の
評
価
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
０
〜
３

点
の
全
４
段
階
刻
み
と
な
っ
て
い
る
。
最

初
の
意
見
と
の
論
旨
の
ね
じ
れ
が
生
じ
た

解
答
で
あ
れ
ば
、「
内
容
、
構
成
の
評
価
」

に
お
い
て
、
０
点
に
相
当
す
る
「
与
え
ら

れ
た
質
問
に
対
応
し
た
内
容
に
な
っ
て
い

な
い
、
あ
る
い
は
内
容
が
量
的
に
ほ
と
ん

ど
な
い
か
断
片
的
で
あ
る
」
と
見
な
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
ポ
ー
ズ
を
何
度
も
は
さ
ん
だ
解

答
の
場
合
、
各
ポ
ー
ズ
が
数
秒
程
度
で
あ

れ
ば
、
３
点
満
点
の
「
自
分
の
言
葉
で
十

数
語
以
上
は
話
し
て
、
適
切
な
文
法
や
表

現
を
用
い
て
い
る
。
誤
り
が
あ
っ
て
も
理

解
に
は
影
響
し
な
い
」
と
判
定
さ
れ
る
可

能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。た
だ
し
、
聞

き
手
に
と
っ
て
不
自
然
に
長
い
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
数
十
秒
に
及
ぶ
ポ
ー
ズ
が
繰

り
返
さ
れ
た
場
合
、
文
法
や
表
現
に
さ
し

た
る
誤
り
は
な
く
と
も
減
点
対
象
と
な
り
、

２
点
止
ま
り
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
下
と

判
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
解
答
し
始
め
る
前
の
考
え
る
時
間
内
に

考
え
が
ま
と
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、

多
少
、
解
答
時
間
内
で
の
話
し
始
め
が
遅

れ
て
も
よ
い
。
早
口
に
な
る
こ
と
な
く
落

ち
着
い
て
、言
葉
を
選
び
つ
つ
も
、
し
っ
か

り
ペ
ー
ス
を
保
っ
た
ま
ま
、
自
分
の
考
え

を
伝
え
き
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

【
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
】
社
会
的
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
個
人
の
経
験
な
ど
を
基
に
、
自

分
の
意
見
と
理
由
を
論
理
的
に
書
い
て
述

べ
る

　

　
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
」
の
内
容
よ
り
、「
聞
い
た

り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
や

経
験
し
た
こ
と
に
基
づ
き
、
情
報
や
考
え

な
ど
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
書
く
」
や
「
事

実
と
意
見
な
ど
を
区
別
し
て
、
理
解
し
た

り
伝
え
た
り
す
る
こ
と
」
な
ど
に
即
し
た

参
考
資
料
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
シ
ョ
ー
ト
エ
ッ
セ
イ
・
ス
タ
イ
ル
の
意

見
文
を
書
く
タ
ス
ク
に
対
し
て
は
、
自
分

の
意
見
と
、
そ
の
根
拠
と
な
る
事
例
や
説

明
を
論
旨
の
ね
じ
れ
な
く
ま
と
め
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
解
答
例
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
要
素
ご
と
に
段
落
分

け
を
し
た
り
、
相
互
の
つ
な
が
り
を
示
す

discourse m
arkers

を
使
用
し
た
り
す
る

こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

「
聞
く
」「
読
む
」を
通
し
て
得
た
知
識
を
活
用
し
、

「
話
す
」「
書
く
」の
発
信
力
が
ま
す
ま
す
必
要
に

参
考
資
料
問
題
・
分
析
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経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に

よ
る
２
０
０
３
年
、
06
年
の
「
生
徒
の
学

習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）」
で
は
、
日

本
は
読
解
力
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど

の
分
野
で
大
き
く
順
位
を
下
げ
ま
し
た
。

こ
の
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
シ
ョ
ッ
ク
」
が
現
在
の

教
育
改
革
の
背
景
の
１
つ
に
あ
る
以
上
、

大
学
入
試
改
革
に
お
い
て
も
、「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」
の
育
成
を
重
視
す
る

と
い
う
方
向
性
は
当
然
で
す
。
で
す
か
ら
、

今
回
の
参
考
資
料
問
題
に
対
し
て
も
、
私

は
違
和
感
を
抱
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
生
徒
の
思
考
力
、
創
造
性
を
見

る
問
題
を
目
指
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
英
語
の
指
導
が
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」
を
な
い
が
し
ろ
に
し

て
き
た
と
は
、
私
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
指
導
は
、
今
ま
で
の

指
導
で
潜
在
化
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
、
よ
り
顕

在
化
さ
せ
た
教
え
方
、
評
価
の
仕
方
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
、
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
場
面
を
想
定
す
る
と
、
英

語
４
技
能
の
う
ち
、
ど
れ
か
１
つ
で
も
技

能
が
欠
け
て
い
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

実
践
的
な
運
用
場
面
を
考
え
る
と
、
英
語

４
技
能
を
統
合
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
言
っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
今
後
の
英
語
指
導
で

ま
ず
重
要
に
な
る
の
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
に
実
践
的
な
運
用
場
面
を
具
体
的
に

ど
う
組
み
込
ん
で
い
く
か
だ
と
、
私
は
思

い
ま
す
。
英
語
の
授
業
に
限
ら
ず
、例
え
ば
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
学
校
設
定
教

科
・
科
目
を
使
っ
て
課
題
解
決
型
の
授
業

を
設
定
し
、
英
語
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
発
表
す
る
の
も
そ
の
１
つ
で
し
ょ
う
。

教
科
の
枠
内
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
全
体

の
活
動
の
中
に
英
語
を
ど
う
位
置
づ
け
る

の
か
と
い
っ
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
が
ま
ず
は
必
要
で
す
。

　
そ
の
上
で
、も
う
１
つ
重
要
な
の
が
、「
文

法
」
の
扱
い
で
す
。「
文
法
」
は
、
英
語
の

実
践
的
な
運
用
と
通
常
の
授
業
を
連
携
さ

せ
る
際
の
鍵
に
な
り
ま
す
。

　
文
法
で
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
知
識
を

定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
様
々
な
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
活
動
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
例
え
ば
、
50
語
ぴ
っ
た
り
で
英
文

ミ
ニ
・
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
コ
ン
テ
ス
ト

「Extrem
ely Short Story Com

petition

」

は
私
が
注
目
し
て
い
る
活
動
の
１
つ
で
す
。

ま
た
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
学
校

設
定
教
科
・
科
目
の
テ
ー
マ
と
連
携
し
て
、

「
仮
定
法
を
必
ず
１
か
所
は
使
い
、
50
語
で

○
○
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
こ
う
」
な
ど

と
い
っ
た
活
動
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

自
分
が
書
い
た
英
文
を
校
正
、
添
削
す
る

こ
と
で
、
実
践
的
な
運
用
能
力
が
強
化
さ

れ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
英
語
教
師
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力

だ
と
思
い
ま
す
。「
英
語
で
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
」「
も
っ
と
深
く
考

え
た
い
」
と
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
よ
う
な
授
業
を
実
現
す
る
に
は
、

Parliam
entary D

ebate

（
即
興
的
に
行

わ
れ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
。
入
念
な
事
前
準
備

を
必
要
と
し
な
い
タ
イ
プ
）
な
ど
を
取
り

入
れ
、
学
習
内
容
を
深
め
さ
せ
た
り
、
ほ

か
の
生
徒
と
の
協
働
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
教
え

込
む
力
だ
け
で
な
く
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
主
体
的
な
学
び
を
促
進
さ
せ
る
仕
か
け

が
、
授
業
で
よ
り
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
そ
う
し
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

の
仕
か
け
は
、
英
語
や
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
は
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
教
科
・

科
目
で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
育
む
た
め

に
、英
語
と
い
う
教
科
が
「
学
び
の
ツ
ー
ル
」

と
し
て
全
教
科
と
つ
な
が
る
こ
と
が
理
想

で
す
。
そ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
自
校

に
組
み
上
が
っ
た
時
、
き
っ
と
生
徒
に
も
、

様
々
な
言
語
、
文
化
、
価
値
観
の
人
た
ち

と
協
働
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

イ
ン
ド
が
身
に
つ
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
つ
し
た
・
か
つ
ゆ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
６
年
目
。

実
践
的
な
運
用
場
面
を

教
科
を
超
え
て
つ
く
る

「
運
用
」
と
「
知
識
」
を

つ
な
ぐ
文
法
学
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら

英
語
を
学
校
活
動
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
る

熊
本
県
・
私
立
真
和
中
学
・
高
校
　松
下
勝
之

現
場
は
こ
う
見
る
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

物理
二人はさらに探究を続けることにした。
カズエ： この日射量計を使って，何とかして太陽定数の大きさを求めることはできないかな？
ヒロシ： いろいろな太陽高度のときに日射量計を太陽に向けて直達日射量を測定し，グラフを描いて考えてみたらどう
だろう。下のような図を使って説明すると，太陽高度がθのとき，太陽光が大気中を通過した距離は，大気の厚さを１
とすると，１/sin θとなるね。ここでは，仮に，太陽光のエネルギーは大気を通過した距離に比例して減衰するとして
考えてみよう。

表１  測定から得られたデータ

※時刻 ※
太陽高度θ １/sin θ 気温 直達日射量

単位：kW/m2

12:20 69° 1.07 21.5℃ 0.92
13:57 58° 1.18 23.0℃ 0.89
14:30 52° 1.27 23.0℃ 0.87
15:02 46° 1.39 22.5℃ 0.84

図４  ヒロシさんが使った説明図
※時刻と太陽高度θ
は，日射量計で水温
の変化を読み取った
４分間の中央値を示
す。

　二人は，快晴の日に，いろいろな太陽高度で直達日射量を測定し，得られたデータを表
１にまとめた。そして，このデータからグラフを作成して太陽定数を推定することにした。

問５　表１から必要なデータを抽出してグラフを作成し，ヒロシさんが考えたような仮定に
基づいて推定される太陽定数を有効数字２桁で表すとき，次式の　　  ～  　　の中
に入る数字として最も適当なものを，下の①～⑬のうちからそれぞれ一つずつ選べ。

推定される太陽定数＝　  　． 　 ×10 　  　kW ／m2

① 1　② 2　③ 3　④ 4　⑤ 5　⑥ 6　⑦ 7　⑧ 8　⑨ 9　⑩ 0　⑪－1　⑫－2　⑬－3

12 14

12 13 14

　Ａ高校の理科部は，文化祭のブースで，図１に示すようなタイプの温度計を展示することになった。この温度計は，
次のような仕組みとなっている。ガラス円筒の液体中に，ガラス製の密封された質量の異なるいくつかの浮きが入れら
れている。温度変化に伴って，それらの浮きが浮いたり沈んだりすることによって，大まかな温度を示す。なお，この
商品の品質表示ラベルには図２のように記載されている。

図２  この温度計に付いていた品質表示ラベル図１  実験ブースに展示する温度計

　理科部のヒロシさんは，温度変化によって浮きが上下に移動するしく
みを解説するため，図３に示すようなパネルを作成した。

問２　上の説明文の（イ）～（エ）に入れるべき文章として最も適当な
ものを，下の文章①～⑧の中からそれぞれ一つずつ選べ。

（イ） 　　　（ウ） 　　　（エ）　　　　　４ ５ ６

文章：①浮きにはたらく重力のほうが浮力よりも大きくなります
②浮きにはたらく浮力のほうが重力よりも大きくなります
③浮きにはたらく重力が大きくなります
④浮きにはたらく重力が小さくなります

⑤円筒中の液体の密度が大きくなります
⑥円筒中の液体の密度が小さくなります
⑦浮きにはたらく浮力が大きくなります
⑧浮きにはたらく浮力が小さくなります

〈 品質表示 〉
円筒内の液体：パラフィンオイル
ガラス球内の液体：メタノール
　　　　　　　　　（アルカリ性色素入り）
タグプレート・リング：真鍮（しんちゅう）

図３  ヒロシさんが作成したパネル

温度計の解説

　温度が高くなると，浮きのガラス球の体
積変化によって，浮きにはたらく浮力が変
化します。しかし，パラフィンオイルの体
積膨張率はガラスの体積膨張率の（ア）倍
なので，ガラス球の体積変化が浮き沈みに
及ぼす効果は，液体の密度変化による効果
と比べるときわめて小さいといえます。
　温度が高くなると，（イ）。その結果，（ウ）。
その結果，（エ）。よって，浮きは下に沈み
やすくなります。

問題イメージ〈例１〉
与えられたデータから考察に必要な情報を抽出し、

グラフの作成を通して関係を見いだす問題。

問題イメージ〈例２〉
温度や浮きの状態など、問題文で与えられた状況
からガリレオ温度計の仕組みを思考する問題。

＊高大接続システム改革会議（第 11 回）配布資料の資料３－２「『大学入学希望者学力評価テスト（仮称）』で評価すべき能力とマークシート式
の問題イメージ例【たたき台】」を基に編集部で一部改編して作成。問題イメージ〈例１〉の問 1 ～ 4 は、同資料の P.11 ～ 14 を参照、問題イメー
ジ〈例２〉の問１、問３は、同資料のそれぞれ P.20、21 を参照
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な
い
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
を

描
く
か
は
自
分
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
既
存
の
問
題
と
は
異
な
る
観
点
の

「
ど
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
を
描
く
か
を
自
分
で

判
断
し
、
作
成
し
た
グ
ラ
フ
を
外
挿
し
て

正
解
を
読
み
取
る
」
が
扱
わ
れ
た
問
題
で

あ
り
、
ま
た
、
観
察
・
実
験
を
通
じ
た
探

究
活
動
が
意
識
さ
れ
た
問
題
と
も
言
え
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
グ
ラ
フ
を
利
用
し
た
解

答
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
問
題
文
か
ら
、

１
／
ｓ
ｉ
ｎ
θ
と
直
達
日
射
量
の
関
係
を

１
次
関
数
と
考
え
、
直
達
日
射
量
と
１
／

ｓ
ｉ
ｎ
θ
の
関
係
式
を
立
式
し
て
１
／
ｓ

ｉ
ｎ
θ
に
ゼ
ロ
を
代
入
す
れ
ば
、
グ
ラ
フ

を
作
成
せ
ず
に
解
答
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
解
答
を
推
定
す
る
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
様
々
な
方
法
を
考
察
す
る
こ

と
は
、「
仮
説
を
確
か
め
る
た
め
の
方
法
を

立
案
し
実
践
す
る
力
」
の
育
成
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

　
第
１
問
を
通
し
て
、
太
陽
定
数
や
直
達

日
射
量
、
日
射
量
計
な
ど
、
物
理
で
は
見

慣
れ
な
い
用
語
や
実
験
器
具
が
多
く
扱
わ

れ
、
ま
た
、
太
陽
電
池
や
電
気
自
動
車
の

よ
う
な
社
会
と
関
連
の
深
い
テ
ー
マ
が
出

題
さ
れ
た
。
実
際
の
テ
ス
ト
で
も
、
物
理

に
関
連
す
る
多
様
な
テ
ー
マ
が
出
題
さ
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
。
日
常
生
活
や
社
会
で

見
ら
れ
る
科
学
・
技
術
、
そ
し
て
他
の
教
科
・

科
目
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
て
お
く
こ

と
が
大
切
だ
。

【
例
２
　

第
２
問
　

問
２
】

　
第
２
問
の
問
２
は
、
温
度
や
浮
き
の
状

態
な
ど
、
問
題
文
で
与
え
ら
れ
た
状
況
か

ら
ガ
リ
レ
オ
温
度
計
の
仕
組
み
を
思
考
し
、

そ
の
仕
組
み
を
正
し
く
説
明
し
た
文
章
を

選
択
す
る
問
題
だ
。「
温
度
計
の
仕
組
み
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ネ
ル
の
作
成
」

が
出
題
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
観
察
・

実
験
を
通
じ
た
探
究
活
動
が
意
識
さ
れ
た

問
題
と
言
え
る
。

　
解
答
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
説
明
文

の
「
温
度
が
高
く
な
る
と
」
か
ら
、
温
度

が
高
く
な
っ
た
場
合
に
、
重
力
・
浮
力
・

密
度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、
仮
説

を
立
て
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
温
度
が
高
く
な

る
と
円
筒
中
の
液
体
の
密
度
が
小
さ
く
な

る
こ
と
、
浮
き
に
は
た
ら
く
重
力
や
浮
力

に
温
度
は
直
接
影
響
し
な
い
こ
と
に
気
づ

け
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
次
に
、
液
体
の
密
度
が
小
さ
く
な
っ
た

場
合
の
、
浮
き
に
は
た
ら
く
重
力
や
浮
力

の
変
化
を
思
考
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
を
理
解
し
て
い
れ

ば
、
浮
力
が
小
さ
く
な
る
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
問
題
で
あ
り
、
物
理
法
則
や

原
理
に
基
づ
い
て
思
考
す
る
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
浮

力
が
小
さ
く
な
る
こ
と
と
、
説
明
文
の
「
浮

き
は
下
に
沈
み
や
す
く
な
り
ま
す
」
か
ら
、

重
力
と
浮
力
の
大
小
関
係
を
思
考
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
問
題
イ
メ
ー
ジ

例
で
は
、「
温
度
が
高
く
な
る
と
、
円
筒
中

の
液
体
の
密
度
が
小
さ
く
な
る
」「
液
体
の

密
度
が
小
さ
く
な
る
と
、
浮
き
に
は
た
ら

く
浮
力
が
小
さ
く
な
る
」
と
い
っ
た
仮
説

を
立
て
、
そ
の
仮
説
が
正
し
い
か
を
原
理

に
基
づ
い
て
思
考
す
る
ス
テ
ッ
プ
が
複
数

扱
わ
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
、
仮
説
を
立
て

る
力
を
見
る
問
題
と
し
て
、
観
察
さ
れ
た

現
象
や
測
定
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
論
理
的

に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
仮
説
を
選
択
す

る
問
題
な
ど
の
出
題
も
考
え
ら
れ
る
。
観

察
・
実
験
を
通
じ
た
探
究
活
動
に
お
い
て
、

与
え
ら
れ
た
状
況
の
中
か
ら
必
要
な
情
報

を
抽
出
・
収
集
し
、
仮
説
を
立
て
る
力
を

養
う
こ
と
が
、
よ
り
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

【
例
１
　

第
１
問
　

問
５
】

　
第
１
問
の
問
５
は
、
表
１
の
デ
ー
タ
を

用
い
て
推
定
さ
れ
る
太
陽
定
数
を
求
め
る

問
題
だ
。
問
４
に
出
さ
れ
た
太
陽
定
数
の

定
義
と
、
問
題
文
の
２
人
の
会
話
か
ら
、

１
／
ｓ
ｉ
ｎ
θ
が
ゼ
ロ
の
時
の
直
達
日
射

量
が
推
定
さ
れ
る
太
陽
定
数
で
あ
る
こ
と

を
見
抜
く
必
要
が
あ
る
。「
評
価
す
べ
き
具

体
的
な
能
力
（
案
）」
の
「
与
え
ら
れ
た
状

況
の
中
か
ら
、
必
要
な
デ
ー
タ
や
条
件
を

抽
出
・
収
集
す
る
力
」「
仮
説
を
立
て
る
力
」

が
問
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
与
え
ら
れ
た

状
況
の
中
か
ら
、
必
要
な
デ
ー
タ
や
条
件

を
抽
出
・
収
集
す
る
力
」
を
見
る
問
題
は
、

第
１
問
の
問
５
だ
け
で
な
く
、
今
回
の
問

題
イ
メ
ー
ジ
例
全
体
に
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
実
際
の
テ
ス
ト
で
も
出
題
さ
れ
る
と

予
想
さ
れ
る
。

　
太
陽
定
数
の
推
定
方
法
を
見
極
め
た
後

は
、
１
／
ｓ
ｉ
ｎ
θ
と
直
達
日
射
量
の
値

を
与
え
ら
れ
た
グ
ラ
フ
用
紙
に
プ
ロ
ッ
ト

し
、
２
つ
の
関
係
を
見
い
だ
す
必
要
が
あ

る
。
こ
の
グ
ラ
フ
用
紙
に
軸
や
目
盛
り
が

必
要
な
デ
ー
タ
を
抽
出
し
て
関
係
を
見
い
だ
す
力
や

仮
説
を
立
て
る
力
が
求
め
ら
れ
る

問
題
イ
メ
ー
ジ
例
・
分
析
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

　
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
で
最
も
注
目
す
べ
き

点
は
、例
１
、
例
２
と
も
に
実
験
が
題
材
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
そ

う
し
た
入
試
問
題
は
数
多
く
出
題
さ
れ
て

い
ま
す
が
、実
際
に
実
験
を
し
て
い
な
く
て

も
、
理
論
を
知
っ
て
い
れ
ば
解
け
る
よ
う

な
問
題
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。し
か
し
、今

回
の
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
は
、
実
験
の
処
理

に
沿
っ
た
内
容
で
あ
り
、生
徒
が
自
分
で
手

を
動
か
し
て
実
験
を
し
た
経
験
が
な
い
と
、

分
か
り
に
く
い
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
例
１
の
手
順
Ⅱ
に
「
太
陽
光

が
容
器
の
断
面
に
対
し
て
常
に
垂
直
に
当

た
る
」
と
あ
る
こ
と
も
、
ど
う
す
れ
ば
実

現
す
る
の
か
、
意
外
と
分
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
で
装
置
を
セ
ッ
ト
し
て
こ

そ
、理
解
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

例
２
で
は
、
与
え
ら
れ
た
表
か
ら
使
う
デ
ー

タ
を
抽
出
し
、
線
膨
張
率
と
の
違
い
に
も

留
意
し
て
体
積
膨
張
率
を
比
べ
ま
す
が
、

こ
れ
は
実
験
で
実
際
に
使
う
手
法
で
す
。

　「
評
価
す
べ
き
具
体
的
な
能
力（
案
）」に
、

知
識
・
技
能
・
思
考
力
・
判
断
力
に
加
え
、

探
究
活
動
を
想
定
し
た
７
つ
の
力
が
示
さ

れ
、
そ
の
う
ち
４
つ
の
力
が
問
題
イ
メ
ー

ジ
例
の
２
例
に
共
通
し
て
測
れ
る
よ
う
に

問
題
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
も
実
験
の
重
要
性
が
う
か
が
え
ま
す
し
、

私
は
、「
理
科
課
題
研
究
」
を
テ
ス
ト
に
し

た
よ
う
な
問
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
既
存
の
問
題
と
異
な
る
点
で
は
、
与
え

ら
れ
た
条
件
か
ら
必
要
な
情
報
を
選
ん
で

答
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意

が
必
要
で
す
。
解
答
に
必
要
な
条
件
し
か

問
題
文
に
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
れ
ま

で
と
は
、大
き
く
違
い
ま
す
。
ま
た
、
例
１

は
地
学
に
関
連
す
る
問
題
で
し
た
。
実
験

を
題
材
と
し
た
問
題
が
中
心
に
な
る
と
す

れ
ば
、
物
理
学
の
応
用
学
問
で
あ
る
地
学

関
連
の
問
題
が
多
く
な
る
と
推
測
し
ま
す
。

　
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
を
見
る
限
り
、
実
験

の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
演
示
実

験
を
し
て
い
て
も
、
生
徒
が
実
際
に
行
う

実
験
が
必
要
で
す
。
演
示
実
験
は
理
論
理

解
を
助
け
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、

生
徒
が
行
う
実
験
と
は
目
的
が
異
な
る
か

ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
理
科
の
教

科
書
に
あ
る
全
て
の
実
験
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
ほ
か
の
実
験
に
も
応

用
で
き
る
よ
う
な
手
法
を
用
い
る
実
験
を

選
ん
で
行
い
、
授
業
で
適
宜
、
知
識
を
補

足
す
る
の
が
現
実
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　
実
験
で
得
た
デ
ー
タ
か
ら
必
要
な
情
報

を
抽
出
し
、
結
論
を
導
く
過
程
で
は
、
計

算
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
例
１
の
問
３
で

は
「
㎠
」
を
「
㎡
」
に
換
算
し
て
解
答
し

ま
す
し
、
例
２
の
問
１
で
は
負
の
指
数
を

含
む
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
一
連
の
計
算
は
、
普
段
か
ら
実

験
を
行
い
、
得
た
数
値
の
デ
ー
タ
処
理
を

す
る
こ
と
で
慣
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

例
１
の
問
５
で
は
グ
ラ
フ
用
紙
に
目
盛
り

や
軸
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
分
で
描
く

グ
ラ
フ
を
判
断
す
る
力
が
必
要
で
す
。
そ

う
し
た
力
も
、
実
験
を
行
い
、
得
ら
れ
た

結
果
を
グ
ラ
フ
化
す
る
と
い
う
作
業
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
身
に
つ
い
て
い
き

ま
す
。

　
今
回
の
２
つ
の
問
題
イ
メ
ー
ジ
例
か
ら

は
、「
仮
説
を
立
て
る
力
」
の
重
要
性
が
う

か
が
え
ま
す
。
生
徒
に
問
い
を
投
げ
か
け
、

生
徒
か
ら
出
て
き
た
仮
説
を
グ
ル
ー
プ
で

議
論
さ
せ
て
、
１
つ
の
仮
説
に
ま
と
め
る
。

い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

積
み
重
ね
て
、
仮
説
を
立
て
る
考
え
方
を

鍛
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
現
行
の
教
育
課
程
で
は
物
理
の
学
習
内

容
が
増
え
、
厳
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

授
業
内
容
を
工
夫
し
て
、
実
験
や
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
時
間
を
確
保
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
　

実
際
の
実
験
を
通
し
て

身
に
つ
く
力
が
求
め
ら
れ
る

生
徒
同
士
の
議
論
に
よ
っ
て

仮
説
を
立
て
る
力
を
鍛
え
る

汎
用
性
の
あ
る
手
法
を
用
い
る
実
験
を
選
ん
で
行
い

探
究
活
動
で
身
に
つ
く
力
を
効
率
的
に
育
む

大
阪
大
学
　全
学
教
育
推
進
機
構
高
大
接
続
オ
フ
ィ
ス
　特
任
教
授
　川
内
　

正

現
場
は
こ
う
見
るか

わ
う
ち
・
た
だ
し

大
阪
教
育
大
学
附
属
高
校

平
野
校
舎
、
四
天
王
寺
高

校
な
ど
に
勤
務
。
大
阪
府

高
等
学
校
理
化
教
育
研
究

会
顧
問
。
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第１問

　次の図は，『経済統計で見る世界経済 2000 年史』（アンガス・マディ
ソン著）に掲載されている数値をグラフ化したものである。日本・中国・
西欧・旧ソヴィエト連邦（旧ソ連）にあたる各地域の経済規模（ＧＤＰ）
の長期的な傾向を把握するために，16世紀までさかのぼって推計してい
る。グラフと注を読んだうえで，Ⅰ，Ⅱの問いに答えよ。
注１　「西欧」，「旧ソ連」というまとめ方は，マディソンの著書によっている。
注２　ＧＤＰ数値は，主として一人あたり産出額に人口規模を掛け合わせて算出した概

算値を用いている。また，国際ドルとは，異なる通貨単位を計量するために使わ
れる単位である。

Ⅰ　16世紀に４地域中で最大の経済規模をもっていたＡ地域のＧＤＰは，17世紀の落ち込みののち，18世紀に増加している。
それらの背景となる政治・経済・社会の動きについて，下の問いに答えよ。

問１　次の①～⑧のうち，Ａ地域の変動について述べた文として適切なものをすべて選べ。
① 16 世紀にはこの地域の人々がアメリカ大陸を含む世界各地に進出し，世界の貿易・商業を活発化させた。
② 16 世紀には日本やシベリアなどの銀が大量に流入して経済が活性化したが，遊牧民や海賊の侵攻に苦しんだ。
③ 17 世紀には大規模な農民反乱や，東北から侵攻した異民族王朝への抵抗戦争などによって，人口が減少したと考えら

れる。
④ 17 世紀には，宗教対立や王位継承紛争もからんで各地で不況や戦乱・社会的迫害が生じた。その背景には地球の寒

冷化もあった。
⑤ 18 世紀には急激な人口増に農業集約化や商工業の発展が追いつかず，辺境部の開発や海外への移民が活発化した。
⑥ 18 世紀には租税が銀納化される一方，人頭税が廃止され，経済成長にもつながった。
⑦ 18 世紀には輸出が低迷するが，その一方で国内の商業・手工業が発展し輸入品の国産化にも成功したので，全体とし

て外国貿易に依存しない経済の仕組みが成立した。
⑧ 18 世紀には農業技術が向上して大規模な農業生産・経営が可能になったため，競争に敗れ土地を失った農民は都市

に流入して，工場労働者となった。

Ⅱ　グラフ中の「旧ソ連地域」を示す折れ線に関する次の会話文を読んで，下の問いに答えよ。

（教　員） 旧ソ連地域のＧＤＰは 18 世紀には上昇傾向を示していますね。この理由は何だと思いますか。皆さんで仮説を立て
て話し合ってみましょう。

（生徒１）  18 世紀に中央アジアや極東でロシア帝国がどんどん勢力を拡大していたことと，関係あるのでしょうか。
（生徒２）  いや，ロシア帝国も工業化が進んだのではないかな。北方戦争に勝ったことは，軍事力が向上したことの一つの証し

とも言えますよね。
（生徒３）  18 世紀にイギリス以外の国で工業化が進んだというのはおかしいと思います。
（生徒４）  私は，穀倉地帯をもつウクライナやポーランドなどを占領したことが影響していると思います。当時のロシアは農産

物輸出で富を築いたのではないでしょうか。

問４　生徒２が自分の仮説を統計データを用いて裏付けようとした場合，明らかに役に立たないと思われるものはどれか。次の
①～⑤のうちからすべて選べ。
① 18 世紀ロシアの品目別輸出額の変動
② 18 世紀ロシアの産業別人口の変動
③ 18 世紀ロシアの地域別農奴数の変動
④ 18 世紀ロシアの年次別戦死者数の変動
⑤ 18 世紀ロシアの職業別納税者と納税額の変動

＊高大接続システム改革会議（第 11 回）配布資料の資料３－２「『大学入学希望者学力評価テスト（仮称）』で評価すべき能力とマークシート式の問題イメー
ジ例【たたき台】」を基に編集部で一部改編して作成。問題イメージ〈例３〉の問２、問３は、同資料の P.30、31 をそれぞれ参照

世界史問題イメージ〈例３〉
歴史資料を読み解き、複数の歴史事象を関連づけながら、

多面的・多角的に考察して仮説を設定し、
論拠に基づいてその適否を判断する問題。

B地域
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

て
減
少
し
て
い
る
。
Ａ
地
域
の
「
１
８
２
０

年
以
降
の
減
少
は
何
が
原
因
か
」
と
い
う

疑
問
か
ら
思
考
を
巡
ら
せ
、
ア
ヘ
ン
戦
争

な
ど
の
列
強
進
出
を
想
起
し
て
、
Ａ
地
域

を
中
国
と
判
別
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
様
々
な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、「
な

ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
」
と
い
う
因
果
関
係

を
考
え
て
い
く
と
、
グ
ラ
フ
の
変
化
と
連

動
し
て
理
解
で
き
、「
評
価
す
べ
き
具
体
的

な
能
力
（
案
）」
に
あ
る
「
歴
史
資
料
を
よ

み
と
き
、
歴
史
に
関
す
る
重
要
な
情
報
を

取
り
出
す
力
」
及
び
「
歴
史
上
の
出
来
事

や
事
象
の
因
果
関
係
、
歴
史
上
の
出
来
事

と
現
在
と
の
関
係
を
多
面
的
・
多
角
的
に

考
察
す
る
力
」
に
か
な
う
。
資
料
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
変
化
の
特
徴
や
差
異
に
注

目
し
、
そ
の
因
果
関
係
を
歴
史
事
象
と
関

連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

◎
論
理
的
思
考
力
と
仮
説
や
推
論
を
立
て

る
力

　
問
４
で
は
、
旧
ソ
連
地
域
を
示
す
折
れ

線
グ
ラ
フ
を
題
材
に
、
同
地
域
に
お
け
る

18
世
紀
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
昇
傾
向
を
示
す
理

由
が
扱
わ
れ
た
。
先
生
と
生
徒
４
人
の
会

話
文
を
読
み
、
生
徒
２
の
「
工
業
化
が
進

ん
だ
」
と
い
う
仮
説
の
裏
づ
け
に
あ
た
り
、

不
適
切
な
デ
ー
タ
を
判
別
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
。正
答
に
至
る
た
め
に
は
、
直
接

的
に
世
界
史
事
項
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
れ

ま
で
の
テ
ス
ト
と
異
な
り
、
世
界
史
の
基

礎
事
項
を
基
に
会
話
文
を
理
解
し
、
ロ
シ

ア
の
工
業
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
設
問
だ
。

　
工
業
化
の
判
断
に
際
し
て
は
、
農
奴
数

や
戦
死
者
数
の
デ
ー
タ
は
直
接
か
か
わ
り

が
な
い
た
め
、
ほ
か
の
３
つ
の
デ
ー
タ
と

区
別
さ
れ
る
。
本
問
で
は
、
仮
説
を
裏
づ

け
る
論
拠
が
問
わ
れ
て
い
る
点
が
目
新
し

く
、
先
に
も
触
れ
た
「
評
価
す
べ
き
具
体

的
な
能
力
（
案
）」
の
「
資
料
と
歴
史
上
の

事
象
と
の
関
わ
り
を
推
論
す
る
力
」「
資
料

等
の
根
拠
に
基
づ
い
て
、
論
理
的
に
表
現

す
る
力
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
は
会
話
文
と
い
う
形
式

が
用
い
ら
れ
、４
人
の
生
徒
の
意
見
（
仮
説
）

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
重
視
す
べ
き
学
習

の
プ
ロ
セ
ス
（
案
）」
に
は
、
論
拠
に
基
づ

い
て
情
報
を
整
理
し
、
多
面
的
・
多
角
的

な
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
個
々
の
意

見
に
つ
い
て
「
な
ぜ
、
そ
う
言
え
る
の
か
」

と
い
っ
た
論
拠
を
も
っ
て
議
論
し
、
理
解

す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
　

◎
基
礎
・
基
本
事
項
の
知
識
・
理
解
は
必
須

　
上
記
で
触
れ
た
「
重
視
す
べ
き
学
習
の

プ
ロ
セ
ス
（
案
）」
や
「
評
価
す
べ
き
具
体

的
な
能
力
（
案
）」
で
は
、
ほ
か
に
「
日
本

を
含
む
世
界
の
歴
史
の
複
合
性
や
関
連
性

を
理
解
す
る
力
」
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
も
含
め
て
各
種
能
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
世
界
史

の
学
習
に
お
け
る
基
礎
・
基
本
の
定
着
の

必
要
性
が
各
設
問
か
ら
う
か
が
え
る
。
細

か
い
知
識
の
定
着
に
労
力
を
割
く
必
要
は

な
い
が
、
必
要
最
低
限
の
知
識
を
し
っ
か

り
と
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　
こ
れ
ま
で
は
知
識
そ
の
も
の
が
求
め
ら

れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
今
回
の
設
問

で
は
、
知
識
を
活
用
し
て
、
正
答
へ
の
多

面
的
・
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
視
さ

れ
る
。
正
答
が
１
つ
と
は
限
ら
な
い
形
式

の
設
問
で
は
、
な
お
さ
ら
だ
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
相
互
の
関
連
性
も
踏
ま
え
た
基

本
事
項
の
着
実
な
理
解
を
目
指
し
た
い
。

◎
歴
史
に
関
す
る
重
要
情
報
を
資
料
か
ら

取
り
出
し
、
考
察
す
る
力

　
問
１
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
長
期
変
動
を
示
し

た
グ
ラ
フ
を
基
に
、
複
数
地
域
に
お
け
る

グ
ラ
フ
の
変
化
の
背
景
を
考
え
る
問
題
だ
。

各
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
該
当
地
域
は
１
つ
を

除
き
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
グ
ラ
フ

や
設
問
文
に
糸
口
を
見
い
だ
し
な
が
ら
各

地
域
を
判
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
受
験

生
に
と
っ
て
初
見
で
あ
ろ
う
こ
の
グ
ラ
フ

か
ら
、
ど
の
情
報
を
取
り
出
し
て
考
察
す

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。時
期
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
多

寡
や
推
移
か
ら
、
Ｂ
地
域
は
産
業
革
命
か

ら
帝
国
主
義
の
時
代
に
向
か
っ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
伸
び
が
著
し
い
西
欧
、
人
口
や
地
域
規

模
か
ら
ほ
か
の
２
つ
の
地
域
と
比
べ
て
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
小
さ
い
こ
と
が
予
想
で
き
る
Ｃ
地

域
が
日
本
、
残
る
Ａ
地
域
が
中
国
と
な
る
。

　
ま
た
、
グ
ラ
フ
は
、
い
ず
れ
も
時
代
が

進
む
に
つ
れ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
Ａ

地
域
だ
け
１
８
２
０
年
か
ら
70
年
に
か
け

資
料
の
活
用
を
通
じ
、
歴
史
事
象
に
つ
い
て

論
理
的
に
捉
え
る
力
が
求
め
ら
れ
る

問
題
イ
メ
ー
ジ
例
・
分
析
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私
は
以
前
、
戦
後
の
60
年
間
で
世
界
史

の
教
科
書
の
巻
末
の
索
引
数
が
、
ど
れ
ぐ

ら
い
増
え
た
か
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
結
果
は
１
３
０
０
か
ら
３
８
０
０
に

ま
で
激
増
し
て
い
ま
し
た
。
膨
大
な
歴
史

用
語
を
生
徒
に
覚
え
さ
せ
る
こ
と
に
汲

き
ゅ
う
き
ゅ
う々

と
し
て
い
る
の
が
、教
師
の
現
状
で
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
中
央
教
育
審
議
会
で
世
界

史
や
日
本
史
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
る
の
は
、
知
識
詰
め
込
み
型
の
指

導
か
ら
脱
却
し
、
生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
世
界
史
や

日
本
史
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
巡
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
と
、
私
は
捉
え
て
い
ま
す
。

　
次
期
学
習
指
導
要
領
で
導
入
予
定
の
必

修
科
目
「
歴
史
総
合
」（
仮
称
）
で
は
、
歴

史
の
転
換
点
に
お
け
る「
継
続
と
変
化
」「
原

因
と
結
果
」「
類
似
と
差
異
」
に
つ
い
て
、

資
料
の
読
み
取
り
や
議
論
を
通
じ
て
、
考

察
を
深
め
る
活
動
を
重
視
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。「
歴
史
総
合
」
の
み
な
ら

ず
、
世
界
史
や
日
本
史
で
も
、
こ
の
延
長

線
上
で
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
歴
史
用
語
の

扱
い
に
つ
い
て
は
、「
研
究
者
と
教
員
と
の

対
話
を
通
じ
て
、
歴
史
を
考
察
す
る
手
立

て
に
着
目
す
る
な
ど
し
て
構
造
化
を
図
る
」

こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
習
得
す

る
歴
史
用
語
を
精
選
し
た
上
で
、「
覚
え
る

授
業
」
か
ら
「
考
え
る
授
業
」
へ
の
転
換

を
図
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
観
点
で
今
回
の
問
題
イ

メ
ー
ジ
例
を
分
析
す
る
と
、
世
界
史
や
日

本
史
の
今
後
の
方
向
性
と
求
め
ら
れ
る
指

導
が
、
よ
り
明
確
に
見
え
て
き
ま
す
。

　
今
回
の
問
題
は
、
資
料
を
読
み
込
む
力

が
な
い
と
、
絶
対
に
解
け
な
い
も
の
で
す
。

し
か
も
、
日
本
、
中
国
、
西
欧
、
旧
ソ
連

と
い
う
異
な
る
地
域
の
数
世
紀
に
わ
た
る

政
治
・
経
済
・
社
会
の
変
動
を
理
解
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
歴
史

の
継
続
と
変
化
を
読
み
取
る
力
や
、
地
域

間
の
類
似
と
差
異
を
比
較
す
る
力
が
問
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
問
題
文
中
に
出
て
く
る

歴
史
用
語
か
ら
は
、
詳
細
な
知
識
よ
り
も
、

歴
史
を
考
察
す
る
力
を
測
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
感
じ
取
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
授
業
で
は
、「（
　
）

の
中
に
入
る
語
句
は
何
か
」「
～
を
説
明
し

な
さ
い
」
と
い
っ
た
問
題
に
対
応
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
は
そ
う

は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
一
般
に

は
１
７
８
９
年
の
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
襲

撃
が
革
命
の
勃
発
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

見
方
を
変
え
れ
ば
違
う
答
え
を
導
き
出
す

こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
起
き
た
年
号
で
は
な
く
、

「
あ
な
た
は
何
を
も
っ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

始
ま
り
と
す
る
か
」
と
問
う
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
様
々
な
資
料
を

基
に
、
根
拠
を
挙
げ
な
が
ら
自
分
な
り
の

答
え
を
導
き
出
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
す

る
の
で
す
。
そ
の
過
程
で
、
生
徒
は
、
歴

史
を
考
察
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
視
点

や
方
法
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
指
導
を
行
う
た
め
に
は
、
授

業
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
基
礎
的
な
知
識

の
習
得
は
不
可
欠
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

授
業
を
終
わ
ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私

の
授
業
で
は
、
知
識
解
説
は
１
コ
マ
の
前

半
で
効
率
よ
く
ま
と
め
、
後
半
は
生
徒
に

問
い
を
発
す
る
こ
と
に
充
て
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
の
人
権
宣
言

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
に
、
そ
の
対
象
に
女

性
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
ほ
か
の
西
欧
諸
国
と
比
べ
て

女
性
参
政
権
の
実
現
が
遅
れ
た
こ
と
を
示

し
て
、「
な
ぜ
だ
と
思
う
？
」
と
生
徒
に
問

い
か
け
ま
す
。
そ
し
て
、
資
料
を
調
べ
さ

せ
た
り
、
討
論
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
当

時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
権
の
概
念
や

内
実
を
よ
り
深
く
考
え
さ
せ
る
わ
け
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
指
導
で
は
、
生
徒
の
思
考

を
揺
さ
ぶ
る
効
果
的
な
問
い
を
い
か
に
発

し
て
い
け
る
か
が
、
教
師
に
求
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

お
が
わ
・
こ
う
じ

教
職
歴
27
年
。
教
頭
と
し

て
同
校
に
赴
任
し
て
２
年

目
。

資
料
を
読
み
込
む
力
が
な
い
と

解
け
な
い
問
題

生
徒
を
揺
さ
ぶ
る
問
い
を

授
業
の
中
で
発
し
て
い
く

「
覚
え
る
授
業
」か
ら「
考
え
る
授
業
」
へ

授
業
の
あ
り
方
の
根
本
的
な
転
換
が
必
要

長
野
県
長
野
高
校
　教
頭
　小
川
幸
司

現
場
は
こ
う
見
る
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

　「
学
力
」
と
は
、
知
識
や
技
能
、
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
統
合
し
た
り
組
み
合
わ
せ
た
り
す

る
思
考
力
や
判
断
力
、
自
分
で
学
び
を
継
続

さ
せ
て
い
く
力
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
に
含
む
力

だ
と
言
え
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
大
切
な
の

は
、
学
び
の
意
欲
だ
と
考
え
ま
す
。
生
徒
に

主
体
的
な
学
習
意
欲
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
、

学
力
向
上
を
図
る
上
で
何
よ
り
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
受
験
学
力
も
伸
び
な
い
こ

と
は
、
多
く
の
先
生
が
実
感
し
て
い
る
は
ず

で
す
。

　
そ
う
し
た
学
力
を
育
む
た
め
に
、
Ａ
Ｌ
が

推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。

授
業
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
共

通
理
解
は
、
本
校
で
も
急
速
に
進
ん
で
お
り
、

多
く
の
教
師
が
授
業
に
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　
た
だ
、
生
徒
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、
知
識
が
定
着
し
て
い
な
い

授
業
も
あ
り
ま
す
。「
グ
ル
ー
プ
学
習
」＝「
Ａ

Ｌ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
が
上
手
な
教

師
で
あ
れ
ば
、
た
だ
座
っ
て
聞
い
て
い
る
だ

け
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
深
い
思
考
活
動
を
し
て
お
り
、
誰
も
が
発

言
し
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。
Ａ
Ｌ
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
ど

こ
か
、
ど
う
い
っ
た
点
に
弱
点
が
あ
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
し
た
上
で
、

授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
効
果
的
な
Ａ
Ｌ
を
行
う
た
め
に
、
今
後
、

よ
り
重
要
と
な
る
の
が
校
内
研
修
で
す
。
高

校
に
は
学
校
全
体
で
研
修
を
行
う
と
い
っ
た

風
土
が
、
小
・
中
学
校
に
比
べ
て
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た

文
化
が
学
校
に
定
着
す
れ
ば
、
先
生
自
体
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
の
で
す
か
ら
、
授

業
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
授
業
で
鍵
と
な
る
の
は
、「
活

用
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
習
得
し
た
知

識
を
活
用
す
れ
ば
、
そ
の
知
識
が
は
が
れ
落

ち
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
最
た
る
例
が
教

師
で
、
生
徒
に
毎
日
教
え
て
い
る
か
ら
、
知

識
は
深
ま
り
、
は
が
れ
落
ち
ま
せ
ん
。
同
様

の
状
態
に
生
徒
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
、

Ａ
Ｌ
の
ね
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、

公
式
自
体
を
証
明
す
る
、
自
ら
法
則
性
を
見

い
だ
し
て
解
答
を
導
く
な
ど
、
教
科
・
科
目

の
本
質
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
よ
り
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
他
者
と
協
働
す
る
中
で
、

新
た
な
考
え
方
や
切
り
口
が
見
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
学
び
の
場
と
し
て

も
、
Ａ
Ｌ
は
有
効
で
す
。

　
Ａ
Ｌ
で
重
要
な
の
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
自
分
の
言
葉
で
語
る
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
さ
え
担
保
で
き
れ

ば
、
教
師
が
話
す
時
間
の
多
い
授
業
で
も
、

生
徒
の
頭
の
中
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
り
、
知

識
が
は
が
れ
落
ち
に
く
く
な
る
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
授
業
を
行
う
た
め
に
は
、
学
力

の
３
要
素
を
分
析
的
に
捉
え
、
そ
れ
ら
の
力

を
生
徒
に
つ
け
る
た
め
に
効
果
的
な
指
導
や

教
材
、
声
か
け
を
、
教
師
間
で
蓄
積
・
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
学
び
が
本
当

に
効
果
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
、
学
習
者

自
ら
の
言
葉
で
語
っ
て
も
ら
い
、
授
業
改
善

に
反
映
す
る
と
い
う
手
法
も
有
効
だ
と
思
い

ま
す
。
理
論
や
経
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
研
修

の
枠
組
み
を
構
築
し
、
教
師
全
体
の
質
を
高

め
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
様
々
な
授
業

の
動
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
質
の
高

い
授
業
を
視
聴
で
き
る
環
境
が
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
な
お
学
校
に
行
き
、
受
け
た
く
な

る
授
業
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、教
師
一
人
ひ

と
り
が
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

管
理
職
メ
ッ
セ
ー
ジ

問
題
イ
メ
ー
ジ
例
の
分
析
か
ら
分
か
っ
た
、各
教
科
で
求
め
ら
れ
る
力
と
そ
の
育
成
に
向
け
て
必
要
な
指
導
の
共
通
点
、す
な
わ
ち
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
以
下
、Ａ
Ｌ
）
を
学
校
全
体
で
行
う
上
で
必
要
な
こ
と
は
何
か
。
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
に
委
員
と
し
て
参
加
し
た
２
人
の
公
立
高
校
校
長
に
聞
い
た
。

Ａ
Ｌ
の
本
質
を
理
解
す
る
場
と
し
て
全
校
体
制
で
の
研
修
を

東
京
都
立
西
高
校

　校
長

　宮
本
久ひ

さ

也や

理
論
や
経
験
に
裏
づ
け
さ
れ
た
研
修
の
枠
組
み
を
構
築
す
る

岡
山
県
立
和わ

気け

閑し
ず

谷た
に

高
校

　校
長

　香こ
う

山や
ま

真
一

み
や
も
と
・
ひ
さ
や

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
東
京
都
教
育
庁
指

導
部
指
導
企
画
課
長
等
を
経

て
、
現
職
。

こ
う
や
ま
・
し
ん
い
ち

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
岡
山
県
立
岡
山
操

山
高
校
教
諭
等
を
経
て
、現
職
。
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分

析

問
題
作
成
イ
メ
ー
ジ
か
ら
見
え
る

「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト（
仮
称
）」

で
求
め
ら
れ
る
力

「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
で
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
文
部
科
学
省
よ
り
公
表
さ
れ
た

「
問
題
作
成
イ
メ
ー
ジ
の
例
等
」
を
基
に
、
同
テ
ス
ト
で
求
め
ら
れ
る
力
に
つい
て
、
進
研
模
試
の
教
科
編
集
者
が
分
析
し
た
。

↘題として使用することや、１回のテストで出される問題が全て今回のような形式になることを決定したものではありません。また、実際の「高等学校基礎学力テスト（仮
称）」において出題される問題の難易度やその設定、出題範囲等に関しては、高校生の実態や各教科・科目の特性を踏まえつつ、2016 年度以降予定している試行・
準備作業等を通じてさらに検討を行うこととしています。

国語
問題例１

生活とのかかわりをより意識した出題のイメージを
示すための問題例

問１　空欄Ａに入れるのに適当な言葉を漢字２字で書きなさい。

問２　文例２の内容や表現について述べたものとして適切なものを，次のア～オ
から１つ選んで記号で答えなさい。
ア　薬の特徴として，その効果だけでなく色や形についても説明している。
イ　専門用語を使わず，幼い子供にも理解できるようにしている。
ウ　記号を用いて，特に注意を喚起すべき情報に着目しやすいようにしている。
エ　薬の価格の安さや飲みやすさなどの利点を効果的に説明している。
オ　利用者の声を敬体を用いて紹介し，薬の効果を親しみやすく訴えている。

問３　文例１と文例２の共通点について述べたものとして最も適当なものを，次
のア～オから１つ選んで記号で答えなさい。
ア　自らの主張の根拠となる情報を引用によって示し，説得力を高めようとして

いる。
イ　読み手から提出された疑問点に対して説明し，不明な点をなくそうとしてい

る。
ウ　今後予定されている出来事の内容と留意点を伝えようとしている。
エ　必要な情報を読み手に正確に伝え，適切な行動を促そうとしている。
オ　内容のメリットとデメリットを対照的に示し，正確な理解を求めようとしてい

る。

＊高大接続システム改革会議（第13 回）配布資料の資料２「『高等学校基礎学力テスト（仮称）』の
問題作成イメージの例等」を基に編集部で一部改編して作成。問題例１の問４、問題例２～４は、
同資料の P.10 ～19をそれぞれ参照

次の文例１及び文例２を読んで，後の問い（問１～問４）に答
えなさい。

問題

第25回学校祭のＰＴＡバザー企画について
謹啓
　初秋の風がそよぐ季節となりました。日頃，保護者の皆さまには格別の御協力を賜り，厚
くお礼申し上げます。
　さて，標記の件につきまして下記の予定で出品募集をすることとしましたので御案内いた
します。よろしく御協力のほど，お願いいたします。
　末筆ながら皆様の御健勝をお祈り申し上げます。

記
１．募集日時：平成 28 年 9 月 24 日（土）9 時～ 16 時
２．募集場所：虎ノ門高校東館３階会議室
３．募集品目：日用品，書籍，文具，衣類（必ずクリーニングをしてください）等
４．注意事項：植物や食品，売れ残った後の処理に困るものは受け付けません。

（その他詳しいことはクラスのPTA役員にお尋ねください。）

総合感冒薬　説明書
特徴
•頭痛，のどの痛み，鼻水などにすぐれた効果をあらわす総合感冒薬です。
•当社が開発したα×××フェンをはじめ，７種の有効成分がかぜの諸症状を緩和します。
•胃粘膜を保護する成分を配合しており，胃にやさしいかぜ薬です。
•小型の錠剤で飲みやすい薬です。

！　使用上の注意　！
１．次の人は服用しないこと

(1) 本剤による過敏症状（発疹，かゆみ等）を起こしたことがある人。
(2) かぜ薬や解熱鎮痛剤を服用してぜんそくを起こしたことがある人。

２．本剤服用中は次の医薬品を服用しないこと
他のかぜ薬，解熱鎮痛剤，鎮静薬，抗ヒスタミン剤を含有する内服薬，‥（以下略）‥

平成 28 年 9月5日
虎ノ門高等学校

PTA 会長　伊藤　進

保護者各位

■文例１

■文例２

出典／大修館書店「高等学校現代文」（平成１８年）に掲載の文例を参考に作成

Ａ
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

　
大
修
館
書
店
『
高
等
学
校
現
代
文
』（
平

成
18
年
）
掲
載
の
文
例
を
参
考
に
作
成
さ

れ
た
問
題
。
生
徒
が
日
常
的
に
目
に
す
る

身
近
な
文
章
の
例
と
し
て
、
学
校
祭
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
企
画
に
関
す
る
案
内
文
書
と

薬
の
取
扱
説
明
書
を
素
材
と
し
て
い
る
。

問
１
・
問
２
は
、
基
礎
的
な
「
知
識
・
技
能
」

を
直
接
問
う
設
問
、
問
３
は
、
２
つ
の
文

例
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
表

現
の
特
色
や
書
き
手
の
意
図
に
つ
い
て
考

え
る
設
問
、
問
４
は
、「
読
み
手
に
内
容
が

よ
り
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
」
非
連
続
型

テ
キ
ス
ト
の
効
果
を
考
え
、
表
現
の
工
夫

に
つ
い
て
、自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
制
限

字
数
内
で
記
述
す
る
設
問
だ
。

　
個
々
の
テ
キ
ス
ト
は
簡
潔
か
つ
平
易
な

も
の
だ
が
、
設
問
内
容
を
踏
ま
え
て
各
テ

キ
ス
ト
か
ら
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
出
し
、

比
較
・
関
連
し
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

ま
た
、
読
み
取
っ
た
情
報
を
統
合
し
な
が

ら
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
自
分
の
考
え

を
構
成
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
問
題
例
２
】
文
章
を
読
ん
で
設
問
に
解
答

す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形
式
の
イ
メ
ー
ジ

　「
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
　

平
成
27
年

度
　

国
語
　

第
一
回
」
の
小
説
読
解
の
問
題
。

漢
字
の
読
み
取
り
、
登
場
人
物
の
心
情
の

理
解
、
場
面
・
情
景
の
理
解
、
傍
線
部
の

表
現
に
関
す
る
生
徒
の
話
し
合
い
の
様
子

を
読
ん
で
登
場
人
物
の
心
情
に
つ
い
て
考

え
る
問
題
と
い
う
、
い
ず
れ
も
多
肢
選
択

式
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
設
問
構
成
だ
。

　
最
終
設
問
は
、
本
文
に
関
す
る
生
徒
の

討
論
の
様
子
を
読
ん
で
答
え
る
問
い
だ
が
、

複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
情
報
を
統
合
し
て
考

え
る
力
と
い
う
よ
り
も
、
言
語
活
動
の
場

面
に
即
し
て
本
文
の
内
容
の
理
解
を
促
す

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
各
設
問
を
通
じ
て
、

小
説
の
読
解
に
関
す
る
基
本
的
な
力
を
確

認
す
る
設
問
構
成
だ
と
言
え
る
。

【
問
題
例
３
】
義
務
教
育
段
階
の
学
び
直

し
の
観
点
か
ら
、
高
等
学
校
段
階
で
も
確

認
が
必
要
な
事
項
の
イ
メ
ー
ジ

　
文
部
科
学
省
「
平
成
27
年
度
　

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
　

中
学
校
第
三
学
年
　

国
語

Ａ
」
の
文
学
的
文
章
読
解
問
題
だ
。
表
現

技
法
に
つ
い
て
の
知
識
、
登
場
人
物
の
様

子
の
理
解
、
傍
線
部
に
示
さ
れ
た
場
面
・

情
景
の
説
明
に
関
す
る
、い
ず
れ
も
多
肢
選

択
式
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
設
問
で
あ
る
。

義
務
教
育
範
囲
で
習
得
す
べ
き
基
礎
的
な

「
知
識
・
技
能
」
に
つ
い
て
の
学
び
直
し
と
、

そ
の
定
着
状
況
の
確
認
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
問
題
例
４
】
義
務
教
育
段
階
で
の
正
答

率
か
ら
、
高
等
学
校
段
階
で
も
引
き
続
き

指
導
が
必
要
な
事
項
の
イ
メ
ー
ジ

　
文
部
科
学
省
「
平
成
26
年
度
　

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
　

中
学
校
第
三
学
年
　

国
語

Ｂ
」
の
問
題
。
説
明
的
文
章
と
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
引
用
し
た
本
文
の
内
容
に
関

連
す
る
情
報
を
、
組
み
合
わ
せ
て
考
え
る

こ
と
を
求
め
る
問
い
で
あ
り
、
複
数
の
資

料
を
比
較
し
、
必
要
な
情
報
を
読
み
取
っ

た
り
要
旨
を
捉
え
た
り
す
る
力
が
必
要
だ
。

　
最
終
設
問
で
は
、あ
る
課
題
解
決
の
方
法

に
つ
い
て
、読
み
取
っ
た
情
報
を
ま
と
め
て

論
理
的
に
表
現
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。各
設
問
と
も
、
平
成
26
年
度
中
学
校
第

３
学
年
の
調
査
で
は
正
答
率
が
30
〜
60
％

程
度
と
、
や
や
低
い
結
果
だ
っ
た
。
高
校

段
階
で
も
引
き
続
き
指
導
が
必
要
な
事
項

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
問
題
例
は
、「
義
務
教
育
範
囲
」
及
び

「
国
語
総
合
」
の
範
囲
か
ら
出
題
さ
れ
た
。

説
明
的
文
章
・
文
学
的
文
章
か
ら
の
出
題
、

及
び
生
徒
が
日
常
的
に
目
に
す
る
よ
う
な

身
近
な
文
章
を
素
材
と
し
、
全
体
と
し
て

主
に
基
礎
的
な
「
知
識
・
技
能
」
に
関
す

る
設
問
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
社
会
の
中

で
出
合
う
様
々
な
場
面
で
「
知
識
・
技
能
」

を
活
用
す
る
力
や
、
課
題
解
決
の
た
め
の

基
礎
的
な
力
を
問
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
文
に
関
す
る
生
徒
の
討
論
の

様
子
を
読
ん
で
答
え
る
問
題
や
、
本
文
に

関
連
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
引
用
し
た

情
報
を
読
み
取
っ
て
答
え
る
問
題
な
ど
、

複
数
の
テ
キ
ス
ト
を
素
材
と
し
た
問
題
も

あ
っ
た
。
国
語
の
基
本
的
な
力
の
確
実
な

定
着
と
、
身
に
つ
け
た
「
知
識
・
技
能
」

を
状
況
に
応
じ
て
活
用
し
、
課
題
解
決
の

道
筋
を
考
え
る
力
を
育
む
こ
と
が
重
要
だ
。

【
問
題
例
１
】
生
活
と
の
か
か
わ
り
を
よ

り
意
識
し
た
出
題
の
イ
メ
ー
ジ

国
語
の
基
本
的
な
力
の
定
着
と
、状
況
・
目
的
に
応
じ
て

表
現
の
工
夫
や
課
題
解
決
の
説
明
を
考
え
る
力
が
求
め
ら
れ
る

問
題
例
・
分
析

＊P.22、24、26で提示している問題作成イメージは、今後、「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の問題作成に関する検討を深めていく際のたたき台として用
意されたものであり、あくまで一例に過ぎないものです。そのため、今回提示された問題作成イメージをそのまま「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の問↗
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＊高大接続システム改革会議（第 13 回）配布資料の資料２「『高等学校基礎学力テスト（仮称）』の問題作成イメージの例等」を基に編集部で一部改編して作
成。問題例２は同資料の P.23、問題例４は同資料の P.25、26 を参照

数学
問題 ある電気店で下のような広告があった。

この広告の空所を埋めてⅰ）何年使用すると食器洗い機の方が ⅱ）いくら安くなるのかを伝える広告を
完成させなさい。

食器洗い機　価格 40,000円（税込）
食器洗い機は手洗いに比べて，食器洗いにかかる費用が 20％少なくてすみます。手洗いの場合，
１年間の費用は 22,000 円

つまり，（ⅰ）年使えば食器洗い機の方が，（ⅱ）円安くなる !!

※食器洗い機にかかる費用には，光熱費，水道代，洗剤代等食器洗いに必要な金額すべてとその金額にかかる消費税を含んでいます。

「平成 26 年度和歌山県高等学校入学者選抜学力検査問題」より一部改題

問題例３
義務教育段階の「学び直し」の観点から、

高校段階でも確認が必要な事項のイメージを示すための問題例

問題

証明

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）ひし形ＡＢＣＤにおいて，ＡＣ⊥ＢＤが成り立ちます。
上の下線部が表しているものを，下のアからオまでの中から１つ選びなさい。

ア　４つの辺はすべて等しい。
イ　向かい合う辺は平行である。
ウ　向かい合う角は等しい。
エ　対角線は垂直に交わる。
オ　対角線はそれぞれの中点で交わる。

（２）ＡＢ＝ＡＣである二等辺三角形ＡＢＣがあります。∠Ａの二等分線
をひき，底辺ＢＣとの交点をＭとします。
このとき，ＢＭ＝ＣＭであることを次のように証明しました。

△ＡＢＭと△ＡＣＭにおいて，
仮定から，　 ＡＢ＝ＡＣ …①
 ∠ＢＡＭ＝∠ＣＡＭ …②
共通な辺だから， ＡＭ＝ＡＭ …③

①，②，③より，　　　　　　　　　　　　がそれぞれ等しいから，

 △ＡＢＭ≡△ＡＣＭ
合同な図形の対応する辺は等しいから，
 ＢＭ＝ＣＭ

上の証明の　　　　　　　　　　 　に当てはまる言葉を書きなさい。

「平成 27 年度全国学力・学習状況調査」（中学校第３学年　数学Ａ　問７）より

7

問題例１
日常生活とのかかわりをより意識させる出題のイメージを

示すための問題例
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

た
場
合
と
手
洗
い
の
場
合
と
の
費
用
の
差

額
を
答
え
さ
せ
て
お
り
、
文
章
中
の
数
値

を
用
い
て
計
算
で
き
る
の
か
を
見
て
い
た
。

　
今
回
の
問
題
例
で
は
、
食
器
洗
い
機
の

方
が
安
く
な
る
使
用
年
数
も
自
分
で
考
え

る
必
要
が
あ
り
、
文
章
の
情
報
か
ら
１
次

不
等
式
を
立
式
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
る

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
問
題
で
は

電
気
店
の
広
告
と
い
う
身
近
な
題
材
を
取

り
上
げ
て
お
り
、
自
分
の
身
の
回
り
の
事

象
や
課
題
を
、
数
学
を
用
い
て
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
見
て
い
る
。

【
問
題
例
２
】

　
小
問
形
式
で
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を

問
う
問
題
。
小
問
形
式
だ
が
、
⑴
〜
⑶
は

記
述
式
で
あ
り
、
知
識
・
技
能
の
定
着
を

確
実
に
測
る
た
め
の
出
題
方
式
だ
と
言
え

る
。
⑷
は
、
平
成
25
年
度
、
高
校
２
年
生

を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
神
奈
川
県
学
習
状

況
調
査
の
問
題
だ
。
い
ず
れ
も
高
校
数
学

の
基
礎
的
な
内
容
か
ら
の
出
題
で
、
高
校

２
年
生
対
象
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
、「
高

等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
と
近

い
内
容
と
対
象
学
年
だ
と
言
え
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
本
テ
ス
ト
実
施
の
際
も
、
こ

の
よ
う
な
出
題
が
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。

【
問
題
例
３
】

　「
平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
か
ら
、義
務
教
育
段
階
の
「
学
び
直
し
」

の
観
点
で
出
題
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
で

あ
る
。
ひ
し
形
の
２
本
の
対
角
線
の
性
質

や
、
２
つ
の
三
角
形
が
合
同
に
な
る
条
件

を
確
認
す
る
問
題
で
あ
り
、
実
施
時
の
正

答
率
は
い
ず
れ
も
約
76
％
だ
っ
た
。
中
学

校
で
学
習
す
る
図
形
の
性
質
の
中
で
も
基

本
的
な
内
容
で
、
高
校
段
階
で
も
確
実
な

定
着
が
必
要
な
事
項
と
し
て
、
今
回
の
問

題
例
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
問
題
例
４
】

　【
問
題
例
３
】
と
同
じ
く
、「
平
成
27
年

度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
か
ら
の

出
題
で
あ
る
。
相
似
な
三
角
形
同
士
の
性

質
や
平
行
四
辺
形
の
性
質
な
ど
を
用
い
て
、

図
形
の
性
質
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
問

題
で
、
こ
の
問
題
の
実
施
時
の
正
答
率
は

40
〜
50
％
程
度
と
、
や
や
低
い
結
果
だ
っ

た
。
高
校
段
階
で
も
引
き
続
き
指
導
が
必

要
な
事
項
と
し
て
、
知
識
を
活
用
し
て
発

展
的
に
考
え
る
力
を
測
る
問
題
を
挙
げ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
４
つ
の
問
題
例
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

●

身
近
な
題
材
を
用
い
て
文
章
か
ら
情
報

を
読
み
取
る
問
題
が
示
さ
れ
た
（
問
題
例

１
）。

●

高
校
段
階
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
は
、

小
問
形
式
に
よ
る
問
題
が
示
さ
れ
た
（
問

題
例
２
）。

●

義
務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
に
つ
い
て

は
、「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
問

題
の
う
ち
、
実
施
時
の
正
答
率
が
や
や
低

く
、
高
校
段
階
で
も
指
導
や
確
認
が
必
要

な
内
容
が
引
用
さ
れ
た
（
問
題
例
３
・
４
）。

　
今
後
の
指
導
で
は
、
高
校
段
階
の
学
習

内
容
に
つ
い
て
は
、
基
礎
の
定
着
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、【
問
題
例
１
】

の
よ
う
に
、
身
近
な
題
材
を
用
い
て
文
章

か
ら
情
報
を
読
み
取
り
、
立
式
さ
せ
る
問

題
に
も
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

ま
た
、
義
務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
に
つ

い
て
は
、「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

の
実
施
結
果
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

指
導
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　【
問
題
例
１
】
は
生
活
と
の
か
か
わ
り

を
意
識
さ
せ
る
問
題
、【
問
題
例
２
】
は
小

問
形
式
で
高
校
数
学
の
基
礎
的
な
知
識
・

技
能
を
問
う
問
題
、【
問
題
例
３
】
は
義

務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
か
ら
「
学
び
直

し
」
の
観
点
で
出
題
さ
れ
た
問
題
、【
問
題

例
４
】
は
義
務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
で

高
校
段
階
で
も
引
き
続
き
指
導
が
必
要
な

事
項
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
た
め
の
問
題
だ
。

い
ず
れ
も
、
高
校
入
試
や
文
部
科
学
省
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
な
ど
の
問
題
、

ま
た
は
そ
れ
を
基
に
し
た
改
題
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
問
題
の
イ
メ
ー
ジ
例
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

【
問
題
例
１
】

　
電
気
店
の
広
告
を
題
材
に
、
食
器
洗
い

機
を
何
年
使
え
ば
手
洗
い
を
続
け
た
場
合

よ
り
安
く
な
る
か
を
問
う
問
題
で
、「
平
成

26
年
度
和
歌
山
県
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

学
力
検
査
問
題
」
の
改
題
だ
。
元
の
問
題

で
は
、
10
年
間
、
食
器
洗
い
機
を
使
用
し

出
題
の
中
心
は
、
生
活
と
関
連
し
た
問
題
、

高
校
数
学
の
基
礎
事
項
、
義
務
教
育
領
域
の
３
領
域

問
題
例
・
分
析
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※ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）の略称。語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教
材の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001 年に欧州評議会が発表。Ａ（基礎段階の言語使用者）、Ｂ（自
立した言語使用者）、Ｃ（熟達した言語使用者）ごとに 2 レベル、計６レベルが設定されている。

英語
Instructions
In this task, there is a picture and a set of instructions. The instructions 
ask you to write about three different things, using the picture as a guide. 
Read the instructions and write your text on the opposite page. Follow 
the instructions carefully.

Example task

Write your friend an email and send this picture from your holiday. Tell 
your friend about three things in the photo:

 ・where the people are
 ・the weather 
 ・what the people are doing.

Write 20-30 words.

My family is at the beach. My mum, dad and sister are playing in the sea 
with my dog. My little brother is sitting on the sand. It is sunny.

問題

解答例

問題例４
「書くこと」について技能統合型で問う出題形式と、

難易度のイメージを示すための問題例　CEFR（※）：Below A1-A1

＊高大接続システム改革会議（第 13 回）配布資料の資料２「『高等学校基礎学力テスト（仮称）』の問題作成イメージの例等」を基に編集部で一部改編して作
成。問題例１～３は同資料の P.28、30、31を、問題例５は同資料の P.33 を、それぞれ参照
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

た
も
の
だ
が
、英
語
で
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
理
解
す
る
と
い
う
基
本
的
な
英
語
力
が
、

問
題
を
解
く
上
で
も
必
須
だ
と
い
え
る
。

【
リ
ス
ニ
ン
グ
】
日
常
的
な
場
面
に
即
し
た

対
話
を
聞
い
て
、
概
要
や
要
点
を
捉
え
る

　
リ
ス
ニ
ン
グ
で
は
、
短
い
対
話
を
聞
い

て
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た
り
、
概

要
や
要
点
を
捉
え
た
り
す
る
問
題
例
が
示

さ
れ
た
。
対
話
の
内
容
は
、
高
校
生
に
と
っ

て
身
近
な
も
の
で
、
イ
ラ
ス
ト
で
示
さ
れ

た
選
択
肢
も
聴
解
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
た

だ
し
、
誤
答
選
択
肢
も
対
話
の
一
部
を
イ

ラ
ス
ト
化
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ

に
惑
わ
さ
れ
ず
に
解
答
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
た

上
で
音
声
を
聞
く
な
ど
、
問
題
に
応
じ
た

聴
解
ス
キ
ル
の
習
得
が
必
要
だ
。

【
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
】
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
題
材
を
読
み
、
概
要
や
要
点
を
捉
え
る

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
１
つ
め
の
問
題
例
は
、

英
語
の
注
意
書
き
を
見
て
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
場
面
で
用
い
ら
れ
る
も
の
か
を
選

ぶ
問
題
だ
。
注
意
書
き
の
中
に「W

A
T

ER

」

と
い
う
「
水
」
に
関
す
る
語
彙
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
正
解
は
「by a river

」
で
あ
る

と
推
測
し
て
解
く
必
要
が
あ
る
。
外
国
で

生
活
を
し
て
い
る
時
に
目
に
す
る
注
意
書

き
や
広
告
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
非
連
続
型
の

英
文
が
問
題
の
題
材
と
な
り
得
る
た
め
、

日
頃
か
ら
英
語
の
活
用
場
面
を
意
識
し
た

学
習
を
し
て
い
る
か
が
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
２
つ
め
の
問
題
例
は
、
記
事
を
読
み
、

情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た
り
、
概
要

や
要
点
を
捉
え
た
り
す
る
出
題
だ
。
語
数

は
２
３
０
語
程
度
で
、「
屋
外
で
泳
ぐ
こ
と
」

に
関
す
る
筆
者
の
体
験
談
を
中
心
と
し
た

読
み
や
す
い
内
容
だ
。
た
だ
、「w

ithout 
needing a break

（
休
憩
を
取
る
こ
と
な

し
に
）」
と
い
っ
た
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

英
語
表
現
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
よ

う
な
表
現
に
つ
ま
ず
か
ず
に
読
み
進
め
る

力
が
必
要
と
な
る
。

【
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
】
イ
ラ
ス
ト
を
基
に
、

友
人
に
メ
ー
ル
を
書
く

　
与
え
ら
れ
た
イ
ラ
ス
ト
を
基
に
、
友
人

に
メ
ー
ル
を
書
く
と
い
う
問
題
で
、「
説

明
の
描
写
や
表
現
を
工
夫
し
て
相
手
に
効

果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
」
に
即

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
場
所
や
天
気
、

イ
ラ
ス
ト
で
示
さ
れ
た
人
々
の
行
動
を
描

写
す
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
与
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
条
件
を
把
握
し
た
上
で
、

基
本
的
な
文
法
力
を
駆
使
し
、
相
手
に
伝

わ
る
英
文
を
構
成
す
る
力
が
必
要
と
な
る
。

【
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
】
受
検
生
自
身
に
つ
い

て
の
質
問
に
英
語
で
答
え
る

　
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
受
検
生
自
身
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
質
問
に
、
英
語
で
答

え
る
問
題
が
示
さ
れ
た
。「
話
す
こ
と
」
の

試
験
形
態
は
検
討
中
で
あ
り
、
こ
の
問
題

例
で
は
、
試
験
官
１
人
、
面
接
者
１
人
の

方
式
を
想
定
し
て
い
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
な
た
の
好
き
な
科
目
は
何
で
す
か
」
な

ど
、
高
校
生
に
と
っ
て
身
近
な
内
容
の
質

問
が
多
い
が
、
即
時
に
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
て
的
確
に
応
答
す
る
練
習
が
、
今
後

の
指
導
で
は
不
可
欠
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」

「
書
く
こ
と
」「
話
す
こ
と
」
の
４
技
能
を

総
合
的
に
育
む
た
め
に
、
実
践
的
な
英
語

の
活
用
場
面
を
意
識
し
た
指
導
が
、
今
後

一
層
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
問
題
例
は
、「
義
務
教
育
範
囲
」
と
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
」
の
範
囲
か

ら
出
題
さ
れ
た
。い
ず
れ
も
身
近
な
場
面
が

扱
わ
れ
、中
学
校
で
履
修
す
る
語
彙
が
多
く

使
わ
れ
て
お
り
、
一
見
、
易
し
い
問
題
が
多

い
。
し
か
し
、
音
声
情
報
や
読
解
情
報
の

中
に
は
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
英
語
表
現

が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
表
現
へ
の

対
応
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、問
題

例
に
は
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
力
や
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
力
を
測
る
内
容
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
聞

く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」
を
通
し
て
得
た
知

識
を
活
用
し
て
、「
話
す
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

を
通
し
て
発
信
す
る
と
い
う
、
４
技
能
の

総
合
的
な
育
成
を
目
指
す
新
学
習
指
導
要

領
の
内
容
に
即
し
た
出
題
と
い
え
る
。

　
問
題
指
示
が
全
て
英
語
で
あ
る
こ
と
も
、

特
筆
す
べ
き
点
だ
。「
生
徒
が
英
語
に
触
れ

る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
授
業
は

英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と
い

う
現
学
習
指
導
要
領
の
指
導
方
針
に
即
し

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
題
材
へ
の
対
応
力
の
育
成
が
、

今
後
の
指
導
で
は
一
層
重
要
に

問
題
例
・
分
析
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　「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト（
仮
称
）」

（
以
下
、
本
テ
ス
ト
）
は
、
高
校
卒
業
後

の
社
会
生
活
で
求
め
ら
れ
る
基
礎
学
力
の

定
着
を
確
認
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
で
す
。

大
学
入
試
の
よ
う
に
、
母
集
団
の
中
で
の

受
験
者
の
位
置
を
知
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
多
様
な
学
習
成
果
を
測
定
す
る

ツ
ー
ル
の
１
つ
で
あ
り
、
学
習
の
定
着
度

合
い
や
学
力
の
伸
び
を
示
す
こ
と
が
目
的

で
す
。

　
高
校
で
は
、
高
校
進
学
率
の
高
ま
り
を

受
け
、
多
様
な
方
法
で
入
学
者
選
抜
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生

徒
の
興
味
・
関
心
、
能
力
・
適
性
に
応
じ

て
、
学
校
や
学
科
、
教
育
課
程
の
多
様
化

が
進
み
ま
し
た
。
一
方
で
、
学
習
意
欲
が

低
い
こ
と
も
含
め
、
基
礎
学
力
が
不
足
し

て
い
る
生
徒
の
増
加
な
ど
の
課
題
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
課
題
を
持
つ
生
徒
が
、
本
テ

ス
ト
の
受
検
に
よ
っ
て
、
自
分
は
ど
こ
で

つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
そ
こ

に
立
ち
戻
っ
て
学
び
、理
解
す
る
こ
と
で
、

「
分
か
っ
た
」「
で
き
た
」
と
い
う
実
感
を

持
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
が
、

生
徒
の
学
習
意
欲
の
喚
起
や
学
習
改
善
に

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
各
校
や
教
育
委
員
会
で
は
、

本
テ
ス
ト
の
活
用
に
よ
っ
て
、
教
育
の
質

の
向
上
を
図
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
図
）

を
構
築
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
既
に
、
多
く
の
高
校
で
、
習
熟
度
別
学

習
や
義
務
教
育
段
階
の
学
び
直
し
な
ど
、

多
様
な
指
導
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
成
果
を
客
観
的
に
、
よ
り
広
い

視
点
で
把
握
す
る
た
め
に
、
本
テ
ス
ト
を

活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
規
模
の
テ
ス
ト
と
い
う
観
点
で
は
、

校
内
実
力
テ
ス
ト
の
代
替
と
し
て
も
活
用

で
き
ま
す
。
本
テ
ス
ト
に
よ
り
、
生
徒
の

基
礎
学
力
の
定
着
度
を
把
握
し
、
さ
ら
な

る
指
導
改
善
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、自
分
た
ち
の
目
標
・

計
画
に
基
づ
い
た
様
々
な
教
育
施
策
の
成

果
を
、
本
テ
ス
ト
の
各
校
の
デ
ー
タ
に
基

づ
き
検
証
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た

上
で
、
各
校
の
教
育
の
質
確
保
に
向
け
た

体
制
強
化
や
学
校
支
援
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
つ
な

が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
本
テ
ス
ト
は
、
学
校
単
位
で
の
受
検
を

基
本
と
し
ま
す
。
た
だ
、学
校
単
位
で
も
、

生
徒
全
員
が
受
検
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
定
の
ク
ラ
ス
、
希
望
者
の
み
と
す

る
な
ど
、
各
校
の
目
的
に
応
じ
た
受
検
も

可
能
で
す
。
ま
た
、
高
校
卒
業
者
を
含
め

た
個
人
で
の
受
検
も
可
能
と
し
ま
す
。

　
実
施
回
数
は
、
各
校
の
科
目
履
修
の
進

捗
状
況
や
学
校
行
事
等
に
応
じ
て
、
学
校

や
設
置
者
が
判
断
で
き
る
仕
組
み
と
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
高
校
、
高
校
生
は
多
様
化
し
て

い
る
の
で
、
同
一
問
題
・
一
斉
実
施
の
方

式
は
採
り
ま
せ
ん
。
複
数
段
階
の
問
題
を

用
意
し
、
自
校
の
実
態
や
本
テ
ス
ト
受
検

の
目
的
を
踏
ま
え
て
、
各
校
が
選
択
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
動

画
を
活
用
し
た
問
題
、
英
語
４
技
能
の
測

定
な
ど
、
様
々
な
内
容
や
形
式
の
問
題
を

設
け
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
本
テ
ス
ト
の
実
施
方
法
は
、
今
後
十

文
部
科
学
省
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高
校
教
育
の
質
向
上
に
向
け
た

施
策
の
１
つ
と
し
て
実
施

学
校
の
状
況
に
応
じ
て

柔
軟
に
選
べ
る
よ
う
な
形
式
に

基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
し
て
の
活
用
を

「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
は
、
高
校
段
階
に
お
け
る
生
徒
の
基
礎
学
力
の

定
着
度
合
い
を
把
握
、
及
び
提
示
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ
る
。

テ
ス
ト
の
活
用
方
法
や
実
施
要
項
の
概
要
、
出
題
内
容
の
意
図
な
ど
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の
今
井
裕
一
総
括
リ
ー
ダ
ー
に
聞
い
た
。

文
部
科
学
省

初
等
中
等
教
育
局

高
校
教
育
改
革
Ｐ
Ｔ

総
括
リ
ー
ダ
ー

今
井
裕
一
い
ま
い
・
ゆ
う
い
ち
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特
集
　
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る
　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

分
な
議
論
と
試
行
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
導
入
を
前
提
と
し
て
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
現
在
の
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
で
は
、

Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
実
施
は
難
し
い
」
と
い
っ
た
声

が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
は
非
常
に
速
く
、
数

年
後
に
は
学
校
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
大
き

く
進
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
整
備
・
構
築
に
は
一
定

の
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
今
か
ら
検

討
は
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
Ｃ
Ｂ

Ｔ
で
の
実
施
に
あ
た

り
、
学
校
に
過
剰
な

負
担
を
か
け
る
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
１
学
級

分
だ
け
の
パ
ソ
コ
ン

を
整
備
し
て
い
る
と

い
う
の
が
多
く
の
学

校
の
現
状
で
す
か

ら
、
実
施
当
初
は
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
を
使
用

し
て
行
う
と
い
っ
た

環
境
に
応
じ
た
実
施

方
法
や
、
紙
ベ
ー
ス

の
実
施
を
併
用
す
る

な
ど
、
様
々
な
方
法

を
模
索
し
て
い
き
ま

す
。

　
出
題
の
方
向
性
と
し
て
は
、
実
生
活
に

結
び
つ
く
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
学
習
意
欲
の
低
い
生
徒

の
多
く
は
、
学
習
の
意
義
を
あ
ま
り
理
解

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
今
、
授
業
で
学
ん
で
い

る
内
容
が
、
自
分
が
社
会
で
働
く
時
や
親

に
な
っ
た
時
に
ど
う
生
き
て
く
る
の
か
に

つ
い
て
気
づ
け
る
よ
う
な
問
題
も
取
り
入

れ
、
学
習
の
動
機
づ
け
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
問
題
を
出
題
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
以
降
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
実
施
方
法
も
含
め
て
、
問
題
内

容
の
検
討
に
際
し
て
は
、
多
様
な
関
係
者

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
民
間
事
業
者
の
知

見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
英
語
に
つ
い
て
は
、
４
技
能
を

測
る
た
め
の
検
定
試
験
が
民
間
に
複
数
あ

り
ま
す
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
や
面
接
方
式
な
ど
、
手

法
は
異
な
り
ま
す
が
、
実
績
を
積
ま
れ
た

試
験
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の

活
用
の
仕
方
も
含
め
て
、
今
後
の
検
討
に

な
り
ま
す
が
、
安
定
性
・
継
続
性
な
ど
の

確
保
を
前
提
に
、
民
間
事
業
者
と
も
連
携

し
な
が
ら
実
施
方
法
を
構
築
す
る
方
針
で

す
。

　
本
テ
ス
ト
は
、
国
と
し
て
は
初
め
て
の

試
み
で
あ
り
、
具
体
的
な
形
が
な
か
な

か
見
え
な
い
中
で
議
論
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
最
終
報
告
は
出
ま
し
た
が
、
多
く
の

面
で
ま
だ
ま
だ
検
討
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
２
０
１
６
年
度
、「
高
校
生
の
基

礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
学
習
改
善
の
た

め
の
研
究
開
発
事
業
」
で
、
本
テ
ス
ト
の

導
入
を
念
頭
に
置
い
た
基
礎
学
力
の
定
着

に
取
り
組
む
実
践
研
究
校
（
12
校
）
で
の

調
査
・
研
究
と
、
本
テ
ス
ト
の
実
施
手
法

の
開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
高
校
は
、
生
徒
が
社
会
的
に
自
立
し
、

社
会
に
参
画
す
る
力
を
共
通
し
て
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
最
後
の
教
育
機
関
で

す
。
生
徒
が
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
け
る

力
を
つ
け
る
仕
組
み
の
構
築
を
、
こ
れ
か

ら
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

図 「高等学校基礎学力テスト（仮称）」を活用したＰＤＣＡサイクルの構築

学
び
が
ど
う
社
会
で
活
用
で
き
る

の
か
を
実
感
で
き
る
問
題
に

＊文部科学省「高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のための研究開発事業」を基に編集部で作成

Plan
•基礎学力の定着に向けた学校ご

との事業計画の策定

•分析結果などに基づく事業計画
の修正・変更　など

Action
•学習評価やテスト等で把握された

分析結果による指導改善方策の
検討・実施

•指導改善に必要な指導体制、教材
研究、研修等の企画・実施　など

Do
•主担当の教員や支援スタッフ等

からなる指導体制の整備

•計画に基づく授業、補習等の学
習、活動の実施　など

Check
•指導要録等への適切な反映な

ど、多面的な学習評価の実施

•「高等学校基礎学力テスト（仮
称）」などを活用した生徒の基
礎学力の定着度の測定　など

学校現場でのPDCAサイクルの構築
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社
会
の
諸
問
題
の
解
決
策
を
高
校
生
が
考
え
、発
表
す

る
「
国
際
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
そ
の
参
加
の
た
め
、
学

校
代
表
に
立
候
補
し
た
２
年
生
の
５
人
は
、
３
つ
の
課
題

を
共
有
し
て
い
た
。
１
つ
め
は
地
域
の
高
齢
化
、
２
つ
め

は
国
際
文
化
観
光
都
市
・
松
江
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
発
信
、

３
つ
め
は
自
分
た
ち
の
課
題
と
し
て
、
高
校
で
の
学
習
と

社
会
と
の
結
び
つ
き
が
実
感
し
に
く
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ

れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
具
体
策
と
し
て
考
え
た

の
が
、
外
国
人
に
英
語
で
観
光
案
内
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
の
高
齢
者
に
高
校
生
が
英
語
を
教
え
る
英
語
教
室
だ
。

　「
高
齢
者
が
意
欲
的
に
参
加
で
き
る
活
動
に
し
て
、
地
域

の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
教
え
る
側
の
私
た

ち
高
校
生
は
、
授
業
で
の
学
び
が
社
会
に
役
立
つ
と
実
感

で
き
る
場
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」（
遠
藤
彩あ

也や

音ね

さ
ん
）

　
そ
う
し
て
、
２
０
１
５
年
７
月
に
英
語
教
室
を
開
催
。

そ
の
過
程
を
８
月
の
「
国
際
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
発

表
し
た
。
発
表
で
は
「
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
が
、
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
な
活
動
で
あ
る

た
め
、
実
現
へ
の
不
安
も
大
き
く
あ
っ
た
。
そ
ん
な
生
徒

た
ち
を
後
押
し
し
た
の
が
、
泉
雄
二
郎
校
長
の
「
続
け
て

み
な
さ
い
」
と
い
う
一
言
だ
っ
た
。

　「『
私
た
ち
に
だ
っ
て
で
き
る
。
や
っ
て
や
ろ
う
！
』
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」（
遠
藤
清さ

也や

音ね

さ
ん
）

　
早
速
、
準
備
を
開
始
し
た
。
年
度
末
ま
で
に
４
回
の
英

語
教
室
を
計
画
し
、
う
ち
最
終
回
は
実
践
編
と
し
て
、
松

江
市
内
の
名
所
で
の
模
擬
観
光
案
内
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
。
た
だ
、
そ
の
具
現
化
に
い
ざ
動
き
出
す
と
、
英
語

教
室
の
告
知
や
教
材
作
成
、
受
講
者
へ
の
応
対
、
観
光
案

内
の
ル
ー
ト
づ
く
り
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
の
多
さ
に
戸

惑
っ
た
と
、
リ
ー
ダ
ー
の
金か

な

井い

貴た

佳か

子こ

さ
ん
は
言
う
。

　
地
域
の
人
々
の
参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
で

し
た
か
ら
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
生
徒
だ
け

の
力
で
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
見
て
み
よ
う
」
と
い

う
気
持
ち
で
、
生
徒
を
信
頼
し
て
任
せ
ま
し
た
。

万
一
の
場
合
は
教
師
が
す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う
に

備
え
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
出
番
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
活
動
は
、
私
の
想
定
以
上
に
中
身
の
濃
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
最
後
に
実
践
の
場
と

し
て
模
擬
観
光
案
内
を
す
る
の
は
よ
い
案
だ
と
思

い
ま
し
た
が
、
受
講
者
と
一
緒
に
名
所
を
訪
れ
て
、

そ
こ
に
外
国
人
観
光
客
が
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の

ケ
ー
ス
に
気
づ
い
た
の
か
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
協
力
を
依

頼
し
、
事
前
に
外
国
人
で
あ
る
彼
ら
を
観
光
客
役

「
続
け
て
み
な
さ
い
」
と
い
う

校
長
先
生
の
一
言
に
発
奮

生
徒
を
信
頼
し
、

ど
こ
ま
で
で
き
る
か
を
見
守
っ
た

自
分
た
ち
で
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
る
か
ら
こ
そ
、

力
を
合
わ
せ
て
、
必
死
に
考
え
た

Vo l .08

島
根
県
立
松
江
北
高
校

高
齢
者
向
け
英
語
教
室

メ
ン
バ
ー
が
支
え
合
い

地
域
へ
の
思
い
を

カ
タ
チ
に
し
て
い
く

と
こ
と
ん
任
せ
る
こ
と
で

生
徒
は
主
体
的
に
な
り

ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
く
る

島
根
県
立
松
江
北
高
校

田
中
伸
洋 　

た
な
か
・
の
ぶ
ひ
ろ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

進
路
指
導
部
副
部
長
。２
学
年
主
任
。国
語
科
。
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　「
そ
れ
で
も
、
で
き
る
だ
け
先
生
に
頼
ら
ず
、
自
分
た
ち

の
力
で
や
り
き
ろ
う
と
必
死
で
考
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た

ら
、
意
外
と
前
に
進
む
こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で
す
」

　
最
初
は
衝
突
も
あ
っ
た
と
、
角つ

の

森も
り

匠た
く

己み

さ
ん
は
語
る
。

　「
誰
か
が
突
っ
走
っ
た
ら
皆
で
止
め
、
疑
問
は
曖あ

い

昧ま
い

に
せ

ず
話
し
合
う
う
ち
に
、
互
い
の
個
性
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
の
長
所
か
ら
学
ぼ
う
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
み
、
課
題
を
１
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
例
え
ば
、
模
擬
観
光
案
内
の
当
日
に
名
所
に
行
っ
て
も
、

外
国
人
観
光
客
が
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
同
校

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
相
談
し
、
県
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
協
力
を
依
頼
。

さ
ら
に
各
自
が
母
校
の
中
学
校
を
訪
れ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
直
接

協
力
を
求
め
た
。
ま
た
、
英
語
教
室
の
運
営
は
５
人
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
た
め
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
生
徒
に
指
導
役
を
お

願
い
し
た
り
、
受
講
者
が
来
校
し
た
時
の
駐
車
場
へ
の
誘

導
や
応
対
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
任
せ
た
り
、
ほ

か
の
生
徒
に
も
協
力
を
積
極
的
に
依
頼
し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
模
擬
観
光
案
内
当
日
。
参
加
し
て
く
れ

た
受
講
者
13
人
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
10
人
が
４
、５
人
ず
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
回
っ
た
。
終
了
後
に
は
、「
生
徒
の
フ
ォ
ロ
ー

が
あ
っ
た
の
で
、
外
国
人
と
楽
し
く
話
せ
た
」「
今
後
も
続

け
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　「
自
分
た
ち
に
こ
ん
な
大
き
な
活
動
を
実
現
で
き
る
力
が

あ
る
な
ん
て
、
び
っ
く
り
。
教
育
に
携
わ
る
仕
事
へ
の
思

い
が
一
層
強
ま
り
ま
し
た
」（
仲
井
慧け

い

悟ご

さ
ん
）

　
16
年
度
は
後
輩
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
地
域
活
性
化
の

活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

と
し
て
集
め
た
の
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
初
は
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
に
不
安
な
様
子

を
見
せ
て
い
た
生
徒
た
ち
で
し
た
が
、
一
歩
を
踏

み
出
し
た
ら
、
世
界
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
経
験
を

通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
姿
は
随
分
変
化
し
た
と
感

じ
ま
す
。
人
と
話
す
の
が
苦
手
と
言
っ
て
い
た
生

徒
は
、
地
域
の
人
と
接
す
る
う
ち
に
社
交
性
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。ま
た
、の
ん
び
り
と
考
え
る
タ
イ
プ
の
生
徒
が
、

常
に
先
を
読
ん
で
動
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て
自
分
の
課
題

を
自
覚
し
、
互
い
の
よ
さ
か
ら
学
び
合
う
姿
勢
が

成
長
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

勇
気
を
出
し
て
一
歩
を
踏
み
出
せ
ば

ど
ん
ど
ん
世
界
は
広
が
っ
て
い
く

模擬観光案内では、受講者、外国人観光客役のＡＬＴ、生徒
がグループになり、松江城や武家屋敷など、外国人観光客に
人気の高い名所を巡り、英語でその歴史や文化について説明
した。移動中のちょっとした雑談も、生徒にとっては英語で
コミュニケーションを取る絶好の機会となっていた。

島
根
県
立
松
江
北
高
校

◎
教
員
伝
習
校
変
則
中
学
科
と
し
て
始
ま
り
、
２
０
１
６
年
度
に
創

立
１
４
０
周
年
を
迎
え
る
。
校
訓
は
「
質
実
剛
健
」。
授
業
改
革
と
地

域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
鳥
取
大
、
島
根
大
、

島
根
県
立
大
な
ど
に
１
８
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど

に
延
べ
２
９
５
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.m
atsuekita.ed.jp

角
森
匠
己　
つ
の
も
り
・
た
く
み

２
年
生
。
実
務
を
担
当
。
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
苦
手

だ
っ
た
が
、
言
わ
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
と
気
づ
い
た
。

将
来
の
夢
は
、
海
外
の
過
疎
地
に
学
校
を
建
て
る
こ
と
。

遠
藤
清
也
音　
え
ん
ど
う
・
さ
や
ね

２
年
生
。
実
務
を
担
当
。
人
前
に
出
る
の
が
苦
手
だ
っ

た
が
、
活
動
を
機
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
気
持
ち
が
芽
生
え
た
。

遠
藤
彩
也
音　
え
ん
ど
う
・
あ
や
ね

２
年
生
。
実
務
を
担
当
。
活
動
を
通
し
て
強
い
達
成
感

を
得
て
、
周
囲
の
支
え
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
挑
戦

す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
。

仲
井
慧
悟　
な
か
い
・
け
い
ご

２
年
生
。
活
動
の
企
画
、
教
材
作
成
な
ど
を
担
当
。
将

来
は
教
育
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
井
貴
佳
子　
か
な
い
・
た
か
こ

２
年
生
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
引
っ
張
っ
た
。
メ
ン

バ
ー
を
ま
と
め
る
中
で
、
大
学
で
は
組
織
論
を
学
び
た

い
と
い
う
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
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２
０
１
５
年
９
月
か
ら
日
本
史
の
授
業
で
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
前
川
先
生
。

そ
れ
ま
で
、
教
師
に
よ
る
説
明
中
心
の
授
業
を
受
け
て

き
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
当
初
、
戸
惑
い
の
声
も
上
が
っ

た
と
い
う
。
だ
が
、
授
業
で
の
教
師
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ

ト
の
時
間
が
明
ら
か
に
減
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
模

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです
＊１　公益社団法人日本環境教育フォーラムの川嶋直氏が開発した思考整理とプレゼンテーションの手法

福
岡
県
・
私
立
明
光
学
園
中
学
校
・
高
校

◎
「
真
実
に
し
て
、
叡え
い

智ち

に
富
み
、
義
務
を
重
ん
ぜ
よ
」
を
校
訓
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に
基
づ
く
全
人
教
育
を
展
開
。
地
球
的
視
野
で

物
事
を
思
考
し
、
実
行
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
ま
た
、
様
々

な
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
実
践
的
な
語
学
力
を
育
む
。

◎
設
立
　
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
（
ソ
フ
ィ
ア
、
選
抜
英
語
、
総
合
進
学
、

総
合
音
楽
、
総
合
美
術
の
５
コ
ー
ス
を
設
置
）
／
女
子

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績（
現
浪
計
）　
国
公
立
大
は
、東
京
芸
術

大
、
九
州
大
、
佐
賀
大
、大
分
大
、
名
古
屋
市
立
大
な
ど
に
合
格
。私
立

大
は
、上
智
大
、法
政
大
、立
教
大
、同
志
社
大
、立
命
館
大
な
ど
に
合
格
。

◎U
R
L

　http://m
eiko.p-kit.com

/

福岡県・私立明光学園中学校・高校
前川修一　まえかわ・しゅういち　

教職歴 21年。
同校に赴任して 13 年目。進路指導部長。
高校では、日本史、倫理のほか、
学校設定科目の「キャンパスデザイン」（キャリア教育）を担当。
アクティブ・ラーニングの実践は２年目になる。

仲
間
と
普
遍
的
な
問
い
に
向
き
合
う
中
で

知
の
統
合
化
を
図
り
、

人
間
的
な
成
長
を
実
現
す
る

9: 50

授業開始の前に、前川先生が各グループに水性マーカー、模
造紙１枚、Ａ４サイズの白色用紙数枚、そして授業プリント
を配布。模造紙はポスター発表、白色用紙はKP法（紙芝居
プレゼンテーション法）（＊１）で使用する。学習の成果をど
ちらの手法で発表するかは、各グループが自由に選択できる。

●
２
年
生
「
日
本
史
」
の
授
業
に
は
、
志
望
進
路
が
異
な
る
複
数
の
コ
ー
ス
か

ら
生
徒
が
参
加
。
こ
の
日
は
元
禄
文
化
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、「
元
禄
期
の

文
学
」「
儒
学
の
興
隆
」「
諸
学
問
の
発
達
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
別
に
グ
ル
ー
プ

活
動
を
行
い
、
最
後
に
一
人
ひ
と
り
が
「
あ
な
た
が
元
禄
の
人
な
ら
、
文
化
と

ど
う
か
か
わ
っ
た
か
？
」
を
考
え
た
。（
P.
　35
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

日本史

実践

細
か
な
知
識
の
収
集
よ
り
も

「
思
考
の
ひ
っ
か
か
り
」
を
重
視

前
川
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

授業を進化！

思考を深化！授業開始
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試
や
校
内
テ
ス
ト
の
結
果
が
悪
化
す
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
記
述
式
の
問
題
に
最
後
ま
で
解
答
す
る
生
徒
が

増
え
る
な
ど
、
思
考
に
粘
り
強
さ
が
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
生
徒
も
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　「
授
業
で
の
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
減
っ
て
も
成
績

が
落
ち
な
い
の
は
、授
業
内
で
『
思
考
の
ひ
っ
か
か
り
』

が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
今
日
の
授
業
だ
け
で
『
元
禄
文
化
が
整
理
さ
れ

た
』
と
言
い
切
れ
る
生
徒
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
授
業
の
１
シ
ー
ン
や
誰
か
の
言
葉
な
ど
、
何
か
心

に
残
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
後
日
、
定
期
考
査
な
ど
の

勉
強
で
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
に
戻
っ
た
時
に
、
理
解
の

進
み
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
授
業
で
行
う
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、生
徒
は
授
業
の
中
で
も
、他
者
と
も
っ

と
知
的
に
、
密
接
に
つ
な
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
に
、
教
師
で
あ
る
自
分
自
身
が
気
づ
い
た
こ
と
も
大

き
な
成
果
だ
と
前
川
先
生
は
語
る
。

　「
ど
の
生
徒
も
学
び
た
が
っ
て
い
ま
す
し
、
自
分
の

考
え
を
話
し
た
が
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、授
業
の
ス
ピ
ー

ド
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
り
、
教
師
や
ほ
か
の
生
徒

の
目
を
気
に
し
た
り
し
て
、
思
う
よ
う
に
発
言
で
き
な

か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
に
慣
れ
た
今

で
は
、
生
徒
は
自
分
と
違
う
ペ
ー
ス
、
観
点
で
思
考
す

る
人
と
の
協
働
作
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
授
業
中
の

居
眠
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
壇
に
立
つ
私
も
、

生
徒
同
士
が
つ
な
が
っ
た
学
び
を
支
援
す
る
と
い
う
こ

れ
ま
で
に
は
な
い
喜
び
を
味
わ
え
て
い
ま
す
」

　
前
川
先
生
の
授
業
で
は
、「
個
別
で
の
知
識
の
収
集
」

よ
り
も
「
集
団
で
の
知
識
の
統
合
」
を
重
視
し
て
い
る
。

こ
の
日
も
、
前
川
先
生
に
よ
る
前
回
の
授
業
の
振
り
返

り
は
、
Ｋ
Ｐ
法
を
用
い
て
簡
潔
に
行
わ
れ
、
そ
の
分
、

グ
ル
ー
プ
で
の
ま
と
め
、
発
表
に
多
く
の
時
間
が
割
か

れ
た
。

　「
他
者
と
話
し
合
い
、
説
明
す
る
こ
と
で
、
知
が
統

合
さ
れ
、自
分
の
中
に
知
識
が
定
着
し
ま
す
。
だ
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
活
動
に
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
せ
た
い
の

で
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
一
番
重
要
な
こ

と
は
、
と
も
に
学
ぶ
他
者
が
存
在
す
る
こ
と
で
す
。
自

分
１
人
で
分
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る
の
で
は
な
く
、

誰
か
と
相
談
し
た
り
、誰
か
に
説
明
し
た
り
す
る
な
ど
、

他
者
と
の
関
係
の
中
で
学
び
が
成
立
す
る
こ
と
に
大
き

な
意
味
が
あ
り
ま
す
」

　
今
回
の
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
異
な
る
テ
ー

マ
を
深
め
て
い
っ
た
た
め
、
個
々
の
生
徒
が
理
解
す
る

の
は
、
基
本
的
に
は
自
分
が
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
担

当
テ
ー
マ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
担
当

テ
ー
マ
を
じ
っ
く
り
考
察
し
て
歴
史
の
捉
え
方
を
つ
か

む
こ
と
で
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
い
た
時
に

全
体
像
が
理
解
し
や
す
く
な
り
、
後
日
、
テ
ス
ト
勉
強

な
ど
で
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
に
戻
っ
た
時
の
全
体
理
解

が
一
気
に
深
ま
る
と
前
川
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
と
併
せ
て
、
発
表
に
対

生徒が４、５人ずつ、合計３つのグループに分かれて、各
グループが「元禄期の文学」「儒学の興隆」「諸学問の発達」
の中から１テーマを担当してまとめる。前川先生は机間巡
視しながら、「大枠をつかめばいいよ」「教科書の内容をそ
のまま写しても意味がないよ」と生徒に声をかける。

10: 02 9: 52

前回の授業時に生徒が10文字以内で記述した「中学社会」
の記憶に基づく「元禄の印象」を、前川先生が白色用紙に箇
条書きし、それを黒板に貼りながら前時の振り返りを行った。
その後、この日の授業での最終的な問いである「あなたが
元禄の人なら、文化とどうかかわったか？」を生徒に提示。

仲
間
と
、
そ
し
て
教
師
と

学
び
合
い
な
が
ら
知
を
統
合
す
る

グループ活動 前時の振り返りと本時の問いの提示
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す
る
私
の
質
問
を
聞
く
こ
と
で
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の

ま
と
め
た
内
容
が
理
解
で
き
た
り
、
全
体
像
に
関
心
を

持
っ
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
教
科
書
に
書

い
て
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
な
質
問
で
は
な
く
、

人
間
の
営
み
を
普
遍
的
に
考
え
る
よ
う
な
問
い
を
心
が

け
て
い
ま
す
」

　
授
業
の
成
果
と
し
て
、「
思
考
の
ひ
っ
か
か
り
」
を

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
川
先
生
は

「
10
文
字
以
内
で
の
記
述
」
を
し
ば
し
ば
生
徒
に
求
め

る
。
例
え
ば
、
今
回
の
授
業
の
冒
頭
で
行
わ
れ
た
前
回

の
授
業
の
振
り
返
り
で
は
、
元
禄
時
代
の
印
象
を
「
娯

楽
が
多
い
」「
学
問
が
発
達
」「
文
化
の
担
い
手
が
多
彩
」

な
ど
、
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
が
、
そ
れ
ら
は

全
て
、
前
回
の
授
業
後
に
生
徒
が
提
出
し
た
「
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
」
の
中
か
ら
前
川
先
生
が
抽
出
し
た

も
の
だ
。

　「
10
文
字
以
内
と
区
切
る
の
は
、
だ
ら
だ
ら
と
考
え

さ
せ
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
10
文
字
と
い
う
制
限
が
あ

る
こ
と
で
、
本
当
に
言
い
た
い
こ
と
、
大
切
な
こ
と
を

見
抜
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
ま
た
、
毎
回
の
授
業
で
提
示
す
る
「
問
い
」
も
、
生

徒
の
思
考
が
深
ま
る
も
の
で
あ
る
よ
う
、
十
分
配
慮
す

る
。
今
回
の
授
業
で
の
「
あ
な
た
が
元
禄
の
人
な
ら
、

文
化
と
ど
う
か
か
わ
っ
た
か
？
」
と
い
う
問
い
も
、「
深

く
考
え
た
く
な
る
よ
う
な
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
肝
心
」
と
前
川
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
歴
史
的
思
考
力
を
培
う
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、

現
代
的
な
視
点
で
す
。
だ
か
ら
、
私
は
『
自
分
だ
っ
た

ら
ど
う
す
る
か
』
を
よ
く
生
徒
に
問
い
ま
す
」

　
前
川
先
生
の
授
業
で
特
に
印
象
的
な
の
は
、
グ
ル
ー

プ
活
動
に
取
り
組
む
生
徒
が
盛
ん
に
声
を
か
け
合
う
こ

と
だ
。
活
動
の
終
盤
、
発
表
に
向
け
て
ま
と
め
を
行
う

実際に絵巻物を見ながら授業を行うこともある。「絵画資料
は、生徒が考えたくなる問いを立てるのに便利」という前
川先生。16年度は、絵画資料を生かしたアクティブ・ラー
ニングの研究を進めるという。

10: 20

深
く
考
え
た
く
な
る
問
い
を
投
げ
か
け

短
い
言
葉
で
ま
と
め
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

各グループ最大3分で発表を行う。ポスター発表を選んだの
は１グループ、KP 法を選んだのは 2グループ。グループの発
表が終わる度に、前川先生は間違いがあれば指摘し、さらに、

「なぜ、同じ儒学がこんなにいろいろな派に分かれたの？」な
どと、教科書には答えが載っていない質問を生徒にぶつけた。

10: 15

グループ活動開始から10分が過ぎた頃から、各グループで
の発表準備が佳境を迎える。各グループは、「あ、ごめん！」

「大丈夫、大丈夫！」、「やばい！」「ＯＫ、いけるよ！」な
どと声をかけ合いながら作業を進める。前川先生は「細か
いことは書かないでいいよ！」とさらに声をかける。

グ
ル
ー
プ
意
識
の
徹
底
で

安
心
・
安
全
な
学
び
の
場
が
で
き
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

各グループの発表 グループ活動が佳境に
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時
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
書
き
損
じ
た
生
徒
が
「
ご

め
ん
！
」
と
口
に
す
る
と
、ほ
か
の
生
徒
が
次
々
に
「
い

い
よ
！
」「
大
丈
夫
！
」
と
即
座
に
返
し
、別
の
グ
ル
ー

プ
で
は
、「
時
間
、
ま
だ
あ
る
よ
」
な
ど
と
互
い
に
励

ま
し
合
う
声
が
聞
こ
え
た
。

　「
短
時
間
で
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
下

書
き
を
し
て
い
る
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
と
書
き
進
め
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。最
初
は
、

な
か
な
か
手
が
動
か
ず
、
時
間
内
に
ま
と
め
ら
れ
な
い

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
で
協

力
し
て
１
つ
の
も
の
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
意
識
が
徹

底
し
て
く
る
と
、
作
業
が
は
か
ど
る
よ
う
に
な
り
、
声

か
け
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
授
業
で
は
、
自

分
の
力
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
力
で
問
い
に
向
き
合

え
ば
よ
い
の
だ
と
私
が
繰
り
返
し
説
明
す
る
こ
と
で
、

授
業
は
生
徒
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
場
へ
と
変
容
し

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
ご
め
ん
』『
大
丈
夫
』
と
い
っ

た
や
り
取
り
が
可
能
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
認

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ

た
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
よ
り
よ
い
意
見
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
も
、
生
徒
は
体
験
的
に
理
解
し
て
い
ま
す
」

　
教
科
の
学
び
と
社
会
で
生
き
る
た
め
の
力
の
育
成
が

並
行
し
て
い
る
こ
と
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
魅
力
で
あ
る
と
語
る
前
川
先
生
。

　「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
前
は
、

そ
れ
が
遠
回
り
の
指
導
の
よ
う
に
思
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
の
人
間
的
な
成
長
と
い
う
意
味

で
は
、一
番
の
近
道
な
の
だ
と
今
は
確
信
し
て
い
ま
す
」

授業デザインシート

【教科・科目】日本史Ｂ	
【分野・単元】幕藩体制の展開	
【テーマ・作品】元禄文化	

【設定時数】10 時間中の９時間目	
【本時全体の目標】元禄文化の特徴をつかむ

＊前川先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標（身に
つけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の

「学力の３要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための指導内容
教師による
発問・働きかけ
の内容

教師が特に
観察・配慮
すべき点

授業の目的と目標

この授業の目的、及
び目標を理解し、授
業の達成点をどこに
置くか確認する。

•技能
•主体性

【教師】この授業の目的、及び目標を理解できるよ
う、授業の達成点をどこに置くか分かりやすく提
示する。　
【生徒】この授業の目的、及び目標を理解し、授
業の達成点がどこか確認する。

短く端的に、分か
りやすく提示する。

先週の問いとその答え
を共有する

•振り返る力
•オープンクエスチョ
ンにより促される
歴史的思考力

•思考力

【教師】前時に考えたことを共有させ、元禄という
時代を「自分事」として考えさせ、歴史的思考力
を培う。
【生徒】自分以外の生徒がどう考えたのか認識す
ることにより、自分の考えをさらに深める。

前時の問いに
みんながどう
答えたか見て
みよう。

本時の導入につな
がっている点を共
有する。

元禄文化の特色
（講義）及び
本日の問い

•傾聴することによ
り思考を整理する
力

•オープンクエスチョ
ンにより促される
歴史的思考力

•知識
•思考力

【教師】KP 法（紙芝居プレゼンテーション法）を
用いて、元禄文化の特色について簡単に講義する。
本日の問いを投げかける。　　
【生徒】講義を傾聴し、疑問点を整理する。出さ
れた本日の問い（「あなたが元禄の人なら、文化
とどうかかわったか？」）を考え始める。

あなたが元禄
の人なら、文
化とどうかか
わったか？

KP 法を用いて、文
化全体の概観が次
の作業につながる
ように心がける。

元禄文化の諸要素　
「文学」「儒学」「諸学問」

について学ぶ①
【エキスパート活動】

仲間と協力して知識
を整理し、アウトプッ
トに努め、課題を解
決する力

•知識
•思考力
•判断力
•主体性
•多様性
•協働性

【教師】グループ学習・発表のやり方を説明し、机
間巡視とともに適宜介入して作業を促す。
【生徒】４人グループをつくり、元禄時代の「文学」
「儒学」「諸学問」についてまとめ、グループで発
表の準備をする。発表の仕方については、ポスター
または KP 法（紙芝居プレゼンテーション法）の
どちらかを選ぶ。

何を見てもよ
いです。時間
内に終わらせ
よう。図式化
大歓迎！

作業する人としな
い人に分かれない
ように、細かく分
担させる。

元禄文化の諸要素
「文学」「儒学」「諸学問」

について学ぶ②
【ポスターツアー
（KPPT）】

仲間と協力して知識
を整理し、課題に対
する答えを表現する
力

•表現力
•主体性
•多様性
•協働性

【生徒】４人グループでポスターまたは KPPT（KP
法によるポスターツアー）の方法で数分ずつ発表
する。発表しないグループは傾聴し、適宜質問す
る。
【教師】生徒からの質問が出ない場合は適宜、オー
プンクエスチョンによる質問を投げかけ、次時ま
でに考えさせる。

なぜ、儒学は
多くの学派に
分かれたの？

（などの質問
を適宜ぶつけ
思考を促す）

発表するグループ
と、聴く側のグルー
プが学び合えるよ
うに質問を促し、
思考がさらに深ま
るよう教師からも
質問する。

確認テスト

•知識を整理し、定
着する力

• 仲間と協力して、
問題を解決する力

•知識
•思考力
•判断力

【生徒】　
•まず個人で思考する。
•分からなかったら仲間に聞く。聞かれた生徒は
自分の考えを説明する。

•チームで満点を目指す。

チームで満点
を目指そう！

チームで満点を取
れるよう促し、達
成感を持たせる。

リフレクション
•課題を考える力
•全体を振り返り、
整理する力

•思考力
•主体性

【生徒】　
•全体を振り返り、知識の定着を図る　
•次時への課題・関心につなげる

「質より量」を意識
させ、なるべく多く
の言葉を記させる。
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.221

進路指導

高い志を育む面談と
若手教師の情熱で、
学校を活性化

◎町立田名部女子実業補習学校とし
て開校。２０１３年度から文部科学省「英
語によるコミュニケーション能力・論
理的思考力を強化する指導改善の取
組」拠点校、１４年度から青森県「進
学力を高める高校支援事業」の指定
を受けている。今年度、創立１００周
年を迎えた。スローガンは「未来へ
放て、ラウエの光」。

国公立大は、北海道教育大、弘前大、
岩手大、東北大、山形大、千葉大、電
気通信大、青森公立大などに74 人が合
格。私立大は、青山学院大、東海大、
立命館大などに延べ167人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現役のみ）

1917（大正６）年

全日制・定時制／普通科・英語科／共学

１学年約200人

住所
　

電話

Web Site

〒035-0054
青森県むつ市海老川町6-18

0175-22-1184

221
指導変革の

成果実践背景

◎生徒は真面目で素
直だが、主体性に課
題があった。また入試
方式の適性を自覚せ
ずに推薦・ＡＯ入試を
利用する者が多かった

変革のステップ

◎ワークショップを
開いて入試の適性を
認識させるとともに、
高い志を育む面談を
徹底。英語指導力を
担保する「TANABU 
Model」も確立

◎一般入試で、最後
まで頑張り抜く生徒が
増 加。2016 年 度 入
試では、５学級の体
制以降、最高の国公
立大学の合格実績を
上げる

http://www.tanabu-h.asn.ed.jp/

青森県立

田名部高校
た な ぶ

　
下
北
半
島
北
部
の
む
つ
市
中
心
部
に
位
置
す
る
青
森

県
立
田た

名な

部ぶ

高
校
は
、
下
北
地
方
を
代
表
す
る
進
学
校

の
１
つ
だ
。
地
域
の
人
口
減
少
と
少
子
化
が
急
速
に
進

ん
で
お
り
、同
校
も
現
在
は
１
学
年
５
学
級
と
な
っ
た
。

学
力
層
の
幅
は
他
地
域
の
進
学
校
に
比
べ
て
広
く
、
そ

の
中
で
次
代
の
下
北
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

が
、
同
校
の
使
命
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
度
に

赴
任
し
た
三さ

ん

戸の
へ

延の
ぶ

聖ま
さ

校
長
は
こ
う
語
る
。

　「下
北
地
方
は
、
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地

元
出
身
の
医
師
や
教
師
の
不
足
な
ど
、
青
森
県
全
体

が
抱
え
る
課
題
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

下
北
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
、
県
全
体
の
課
題
解
決

に
も
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
大
学
進
学
は

そ
の
解
決
策
の
第
一
歩
で
あ
り
、
下
北
を
代
表
す
る

進
学
校
で
あ
る
本
校
の
使
命
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
16
年
度
大
学
入

試
で
は
、
５
学
級
と
な
っ
て
以
降
、
最
高
の
国
公
立
大

学
合
格
者
数
を
出
し
た
。
第
１
志
望
校
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
後
期
日
程
ま
で
頑
張
り
抜
い
た
生
徒
が
多
く
、

東
北
大
学
受
験
者
数
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
粘
り
強
さ
で
実
績
を
残
し
た
生

徒
た
ち
だ
が
、
入
学
当
初
か
ら
そ
の
姿
勢
が
身
に
つ
い

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
学
年
以
外
に
も
言
え
る

こ
と
だ
が
、
教
師
の
目
か
ら
見
る
と
む
し
ろ
消
極
的
、

受
け
身
と
い
っ
た
「
線
の
細
さ
」
が
目
立
つ
生
徒
た
ち

少
子
化
、
医
師
・
教
師
不
足
│

下
北
の
課
題
は
青
森
県
全
体
の
課
題

36June 2016
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.221

進路指導

高い志を育む面談と
若手教師の情熱で、
学校を活性化

◎町立田名部女子実業補習学校とし
て開校。２０１３年度から文部科学省「英
語によるコミュニケーション能力・論
理的思考力を強化する指導改善の取
組」拠点校、１４年度から青森県「進
学力を高める高校支援事業」の指定
を受けている。今年度、創立１００周
年を迎えた。スローガンは「未来へ
放て、ラウエの光」。

国公立大は、北海道教育大、弘前大、
岩手大、東北大、山形大、千葉大、電
気通信大、青森公立大などに74 人が合
格。私立大は、青山学院大、東海大、
立命館大などに延べ167人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現役のみ）

1917（大正６）年

全日制・定時制／普通科・英語科／共学

１学年約200人

住所
　

電話

Web Site

〒035-0054
青森県むつ市海老川町6-18

0175-22-1184

指導変革の

成果実践背景

◎生徒は真面目で素
直だが、主体性に課
題があった。また入試
方式の適性を自覚せ
ずに推薦・ＡＯ入試を
利用する者が多かった

変革のステップ

◎ワークショップを
開いて入試の適性を
認識させるとともに、
高い志を育む面談を
徹底。英語指導力を
担保する「TANABU 
Model」も確立

◎一般入試で、最後
まで頑張り抜く生徒が
増 加。2016 年 度 入
試では、５学級の体
制以降、最高の国公
立大学の合格実績を
上げる

http://www.tanabu-h.asn.ed.jp/

青森県立

田名部高校
た な ぶ

だ
っ
た
。
同
校
出
身
で
、
15
年
度
卒
業
生
の
学
年
主
任

を
務
め
た
堤
孝
先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
本
校
に
赴
任
し
て
驚
い
た
の
は
、
生
徒
が
も
の

す
ご
く
穏
や
か
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
素
直
で
よ
い
生

徒
ば
か
り
で
す
が
、教
師
に
与
え
ら
れ
る
の
を
待
つ
、

受
け
身
の
姿
勢
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
欲

し
い
も
の
は
遠
慮
せ
ず
取
り
に
行
く
意
志
の
強
さ
、

自
分
で
道
を
開
く
た
く
ま
し
さ
を
育
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
」

　
生
徒
の
そ
う
し
た
気
質
が
端
的
に
表
れ
て
い
た
の

が
、
進
路
選
択
の
場
面
だ
っ
た
。
弘
前
大
学
・
岩
手
大

学
の
次
に
第
３
志
望
と
し
て
東
北
大
学
を
挙
げ
る
生
徒

や
、「
医
療
系
希
望
」
と
言
っ
て
看
護
師
・
理
学
療
法

士
を
挙
げ
、
医
師
志
望
の
気
持
ち
を
前
面
に
出
さ
な
い

生
徒
が
い
た
の
だ
。
控
え
め
な
目
標
し
か
語
ら
な
い
生

徒
た
ち
に
高
い
目
標
を
持
た
せ
、
隠
れ
た
力
を
引
き
出

し
た
い
と
い
う
の
が
、
教
師
の
共
通
の
思
い
だ
っ
た
。

　
主
体
的
な
進
路
選
択
の
た
め
に
15
年
度
卒
業
生
の
学

年
団
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
指
導

だ
。同
校
は
例
年
、推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
利
用
者
が
多
く
、

合
格
率
も
高
い
。
た
だ
、
志
望
理
由
書
や
小
論
文
が
苦

手
で
も
、保
護
者
の
勧
め
も
あ
っ
て
推
薦
入
試
に
挑
み
、

不
合
格
と
な
っ
て
調
子
を
落
と
し
、
一
般
入
試
で
も
第

１
志
望
校
に
届
か
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
へ
の
向
き
・
不
向
き
を

生
徒
自
身
に
見
極
め
さ
せ
る
た
め
に
、
２
年
生
12
月
に

希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
推
薦
・
Ａ
Ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
実
施
し
た
。
事
前
に
、
志
望
校
の
志
望
理
由
書

を
書
い
て
担
任
に
提
出
し
、
進
路
資
料
室
で
過
去
問
を

見
て
お
く
よ
う
に
指
導
。当
日
は
、志
望
大
学
・
学
部
が

近
い
３
〜
４
人
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
っ
た
（
図
）。志
望
理
由
書
の
作
成
、志
望
校

の
過
去
問
題
に
則
し
た
小
論
文
の
作
成
、そ
し
て
グ
ル

ー
プ
ご
と
の
模
擬
面
接
を
行
う
。
志
望
理
由
書
は
、
ほ

か
の
生
徒
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
や
模
擬
面
接
を
通
し
て
の

気
づ
き
を
生
か
し
て
書
き
直
し
、さ
ら
に
小
論
文
も
完

成
さ
せ
て
、年
明
け
ま
で
に
保
護
者
の
捺
印
を
も
ら
い
、

担
任
に
提
出
す
る
。

　
そ
の
一
連
の
活
動
を
通
し
て
、
志
望
理
由
書
の
作
成

や
面
接
が
苦
手
な
こ
と
に
気
づ
き
、
早
め
に
一
般
入
試

の
準
備
に
切
り
替
え
る
生
徒
も
出
て
き
た
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
活
動
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
以
外
の
生
徒
の
姿

勢
を
知
る
こ
と
も
ね
ら
い
の
１
つ
だ
っ
た
。

　「
友
人
は
真
剣
に
進
路
を
考
え
て
い
て
、
自
分
の

＊プロフィールは 2016 年３月時点のものです

「推薦・ＡＯワークショップ」（志望理由書作成の進め方）図

1　志望理由書の検討
３～４人で１グループとなり、自分以外の生徒の志望理由書を
熟読。最も優れた点１つと、質問事項２つをコメント記入用紙
に記入してほかの生徒に回す。次の生徒は前の人と重複しない
ように質問を考える。用紙は、最終的に本人に渡され、質問に
答える準備をする。
2　模擬面接
１人が受験生役、ほかの生徒は面接官役になり、模擬面接を行う。
最初の質問は、「本学を志望した理由をお話しください」。その後
は、志望理由書に対して深く突っ込んだ質問をする。受験生役の
回答が理解できなければ、理解できるまで何度も質問する。

3　志望理由書の改善
ほかの生徒からのアドバイスを基に、自分の志望理由書の改善ポ
イントを記入する。

＊学校資料を基に編集部で作成

青
森
県
立
田
名
部
高
校

武
川
真
樹
　
た
け
か
わ
・
ま
さ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
（
通
算
11
年

目
）。
前
進
路
指
導
主
事
。
現
１
学
年
主
任
。「
凡
事
徹
底
」

青
森
県
立
田
名
部
高
校

堤
　

孝
　
つ
つ
み
・
た
か
し

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
図
書
主
任
。

「
化
石
化
し
な
い
」

青
森
県
立
田
名
部
高
校

市
川
泰
斗
　

い
ち
か
わ
・
た
い
と

教
職
歴
４
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。３
学
年
担
任
。

「
授
業
を
通
し
て
、
数
学
の
本
当
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
」

「
推
薦
・
Ａ
Ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」で

生
徒
自
身
に
適
性
を
自
覚
さ
せ
る

青
森
県
立
田
名
部
高
校

千
葉
栄
美
　
ち
ば
・
え
み

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
（
通
算
12
年

目
）。
進
路
指
導
主
事
。「H

ave fun.

忙
し
け
れ
ば
忙

し
い
ほ
ど
、
状
況
が
困
難
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
」

青
森
県
立
田
名
部
高
校
校
長

三
戸
延
聖
　
さ
ん
の
へ
・
の
ぶ
ま
さ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」

37 June 2016
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１５年４月号指導変革の軌跡「大阪府立芥川高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

青森県立　田名部高校青森県立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

あくたがわ

志
望
は
安
易
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
志
望

校
や
入
試
方
式
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
生
徒
が
い
た

り
、
友
人
と
切
磋
琢
磨
し
、
と
も
に
合
格
を
勝
ち
取

っ
た
生
徒
も
い
た
り
し
ま
し
た
。
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
自
分
自
身
で
進
む
べ
き
道
を
選
ん
だ
こ
と
で
、
志

望
校
へ
の
意
欲
を
高
く
保
つ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
」（
堤
先
生
）

　
同
校
で
は
、
推
薦
入
試
合
格
者
も
必
ず
セ
ン
タ
ー
試

験
を
受
験
し
、
進
学
先
の
判
定
が
Ｄ
以
下
の
場
合
、
３

学
期
の
補
習
を
必
須
に
し
て
い
る
。
１
学
年
主
任
の
武

川
真ま

さ

樹き

先
生
は
言
う
。

　「
推
薦
入
試
で
合
格
し
、
入
学
後
に
大
学
の
学
び

に
つ
い
て
い
け
る
の
か
と
不
安
を
抱
え
る
生
徒
も
い

ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
ほ
ど
意
欲
的
に
補
習
に
取
り

組
む
た
め
、
進
学
後
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
＊
）
が
一
般
入
試

合
格
者
よ
り
高
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
学
ぶ

た
め
に
必
要
な
学
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
の

は
、
高
校
の
責
務
で
す
。
生
徒
が
胸
を
張
っ
て
進
学

で
き
る
よ
う
に
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
」

　
15
年
度
卒
業
生
の
学
年
団
は
、
高
い
志
を
育
む
面
談

に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
安
全
な
道
を
選
ぼ
う
と
す
る
生
徒

に
対
し
て
、
担
任
が
「
本
当
に
そ
れ
で
よ
い
の
か
」
と

徹
底
的
に
問
い
か
け
た
の
だ
。
担
任
を
受
け
持
っ
て
い

た
市
川
泰た

い

斗と

先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

　「
あ
る
先
生
は
厳
し
く
、
あ
る
先
生
は
噛
ん
で
含

め
る
よ
う
に
と
、教
師
の
個
性
が
出
て
い
ま
し
た
が
、

生
徒
の
思
い
を
本
気
で
受
け
止
め
る
姿
勢
は
同
じ
で

し
た
。
生
徒
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
自
分
の
選
択
は
甘

く
な
い
か
と
自
問
さ
せ
、『
行
け
る
大
学
』
で
は
な

く
『
行
き
た
い
大
学
』
に
こ
だ
わ
る
意
識
を
持
た
せ

る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
」

　
市
川
先
生
は
、
経
済
的
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
模
試

の
判
定
が
よ
い
大
学
は
第
１
志
望
に
さ
せ
な
い
方
針
を

貫
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
半
の
生
徒
は
第
１
志
望
が
Ｅ

判
定
だ
っ
た
が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
志
望
校
を
維
持

さ
せ
た
こ
と
で
、
多
く
の
生
徒
が
最
後
ま
で
頑
張
り
抜

い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
判
定
の
よ
い
大
学
を
第
１
志
望
に

さ
せ
た
い
と
い
う
保
護
者
も
い
た
。

　「
保
護
者
へ
の
説
明
で
は
、
あ
く
ま
で
も
生
徒
か

ら
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
あ
る
生
徒
は
泣
き
な
が
ら
『
挑
戦
さ
せ
て
ほ
し

い
』
と
保
護
者
に
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

試
験
の
自
己
採
点
結
果
で
は
合
格
が
厳
し
い
状
況
で

し
た
が
、
保
護
者
か
ら
『
頑
張
っ
て
き
た
姿
を
見
て

い
る
の
で
、
浪
人
さ
せ
て
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
た

い
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
理
解
し
合

え
た
と
思
い
、う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
」（
市
川
先
生
）

　
そ
の
生
徒
は
第
１
志
望
で
見
事
合
格
を
勝
ち
取
っ
た

と
い
う
。
進
路
指
導
主
事
の
千
葉
栄
美
先
生
は
語
る
。

　「
以
前
は
、
経
済
的
な
事
情
か
ら
国
公
立
大
学
が

無
理
な
ら
ば
就
職
す
る
と
い
う
生
徒
も
多
く
、
私
た

ち
も
確
実
に
合
格
で
き
る
国
公
立
大
学
を
目
指
す
指

導
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
奨
学
金
制
度

も
充
実
し
て
お
り
、
本
人
に
意
欲
が
あ
れ
ば
挑
戦
で

き
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
本
気
の
第
１
志
望

な
ら
リ
ス
ク
を
取
っ
て
で
も
挑
戦
さ
せ
よ
う
と
い
う

姿
勢
が
、
生
徒
・
教
師
・
保
護
者
の
間
で
共
有
で
き

る
学
校
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
」

　
若
手
教
師
が
存
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
校
内
環
境

も
、
同
校
に
躍
進
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
１
つ
だ
。
同

校
は
、
新
卒
教
師
の
最
初
の
赴
任
校
、
あ
る
い
は
若
手

教
師
の
２
番
目
の
赴
任
校
と
な
る
こ
と
が
多
い
。事
実
、

同
校
の
教
師
の
平
均
年
齢
は
35
歳
を
切
っ
て
い
る
。

　「
若
手
教
師
は
経
験
面
で
ベ
テ
ラ
ン
教
師
に
劣
る

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
若
さ
こ
そ
が
本
校
の

強
み
で
す
。
若
手
教
師
の
や
る
気
や
情
熱
を
ベ
テ
ラ

ン
教
師
が
受
け
止
め
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
若
手
教
師
の
情
熱
が
生
徒
た

ち
に
も
伝
わ
っ
た
こ
と
が
、
生
徒
の
意
欲
的
な
進
路

選
択
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

（
堤
先
生
）

　
15
年
度
、３
年
生
の
夏
合
宿
を
初
め
て
実
施
し
た
が
、

そ
れ
は
若
手
教
師
の
発
案
だ
っ
た
。
予
算
や
人
的
配
置

の
点
で
容
易
な
取
り
組
み
で
は
な
か
っ
た
が
、
進
路
指

導
部
が
積
極
的
に
動
い
て
実
現
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
若
手
教
師
を
積
極
的
に
県
内
外
の
先
進
校
視

よ
い
と
思
え
ば
即
実
行
、

若
手
教
師
の
情
熱
を
生
か
す

第
１
志
望
が
Ｅ
判
定
で
も

最
後
ま
で
諦
め
さ
せ
な
い

＊ Grade Point Average の略。各科目の成績を数値化して算出する学生の単位あたりの
成績評価値のこと。
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あくたがわ

察
に
赴
か
せ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
さ
せ
て
い
る
。
持
ち

帰
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
職
員
会
議
で
共
有
し
、
よ
い
と
思

っ
た
取
り
組
み
は
す
ぐ
実
行
に
移
し
て
い
る
と
い
う
。

　
教
科
指
導
で
は
、
５
年
前
か
ら
協
働
学
習
の
研
修
を

行
い
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
国
語
、
数
学
、

英
語
で
順
次
取
り
入
れ
て
き
た
。
そ
の
牽
引
役
の
１
つ

が
英
語
だ
。
13
年
度
に
文
部
科
学
省
「
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
論
理
的
思
考
力
を
強
化
す

る
指
導
改
善
の
取
組
」
拠
点
校
の
指
定
を
受
け
、
教
科

指
導
力
の
向
上
、
質
の
担
保
の
た
め
の
「〝
持
続
可
能

な
〞
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
の
授
業
モ
デ
ル
：
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
　

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
　

２
０
１
３
」を
構
築
し
た
。

　
そ
の
特
徴
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
時
間

を
確
保
す
る
た
め
に
、
レ
ッ
ス
ン
の
内
容
に
応
じ
て
時

間
に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
点
だ
。
２
・
４
・
10
・
15
時

間
の
４
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
例
え
ば
、
２
時
間
の
授
業

で
は
、
1
時
間
目
に
１
レ
ッ
ス
ン
の
読
解
力
診
断
テ
ス

ト
を
行
い
、
そ
の
自
己
採
点
を
し
た
上
で
、
後
半
１
時

間
で
語
彙
・
表
現
の
定
着
を
図
る
。
10
時
間
の
授
業
で

は
、
内
容
理
解
、
語
彙
・
表
現
の
定
着
活
動
、
音
読
、

デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
最
後
に
ス
ト
ー
リ

ー
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
15
時
間
の
授

業
で
は
、
最
後
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
（
１
年
生

は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
２
年
生
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
３
年
生

は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
う
。

　「
各
レ
ッ
ス
ン
は
同
じ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て

指
導
す
る
た
め
、初
任
の
教
師
で
も
ほ
ぼ
同
じ
形
式
・

質
の
授
業
が
可
能
で
す
。
生
徒
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
に
触
れ
る
と

ま
ず
内
容
を
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま

し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
も
『
授
業
が
進
め
や
す
く

な
っ
た
』
と
言
っ
て
い
ま
す
」（
堤
先
生
）

　
本
モ
デ
ル
の
汎
用
性
も
実
証
済
み
だ
。

　「
最
初
の
１
年
間
で
、
あ
る
程
度
の
成
果
が
出
た

の
で
、
ど
の
教
科
書
に
も
『
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
　
Ｍ
ｏ

ｄ
ｅ
ｌ
』が
適
応
で
き
る
の
か
を
確
か
め
る
た
め
に
、

14
・
15
年
度
は
教
科
書
を
変
え
、
レ
ッ
ス
ン
ご
と
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
す
べ
て
作
り
直
し
ま
し
た
。
16
年

度
の
２
年
生
で
は
、
１
年
生
４
月
の
ス
タ
デ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
の
英
語
の
結
果
が
過
去
５
年
間
で
最
も
低
か

っ
た
の
で
す
が
、
１
月
の
進
研
模
試
は
５
年
間
で
最

も
よ
い
結
果
が
出
て
、
本
モ
デ
ル
が
持
続
可
能
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
で
き
ま
し
た
」（
武
川
先
生
）

　
高
い
目
標
を
持
た
せ
る
指
導
、
若
手
教
師
の
活
用
な

ど
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
田
名
部
高
校
。
今
後
の
課
題
は

増
え
続
け
る
仕
事
量
の
精
選
だ
と
、
千
葉
先
生
は
言
う
。

　「
先
生
方
が
生
徒
に
一
生
懸
命
手
を
か
け
て
き
た
こ

と
が
今
の
実
績
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
が
、
手
を
離

す
べ
き
と
こ
ろ
を
見
極
め
て
、
取
り
組
み
を
精
選
す

る
こ
と
で
、
教
師
の
多
忙
化
を
軽
減
す
る
余
地
は
あ

る
は
ず
で
す
。
内
容
を
さ
ら
に
精
査
し
、
成
果
を
出

し
続
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

若手教師が語る、指導変革への　　　　

提案が会議で受け入れられたことが
自信につながった
３学年担任　市川泰斗

　教師になって４年間、本校に勤務して感じるのは、
アイデアを即実行に移せる風通しのよさです。赴任し
た最初の年は、進路指導部の業務に慣れるのに必死で、
会議でも新人はあまり発言しない方がよいと思い、自
分らしい提案はできませんでした。
　自分らしさを出せるようになったのは、初めて担任
を持った２年目。学年主任を始め、ベテランの先生方
に「もっと発言してよいよ」と言われたのがきっかけ
です。私自身、「総合的な学習の時間」や進路学習の
進め方など、１年間の経験で課題に感じていたことが
ありました。それを会議で提案したところ、すぐに受
け入れられたことが大きな自信になりました。
　模試では、クラスの大半の生徒が第１志望でＥ判定
でしたが、「それがあたり前で、諦めずに頑張る」と
いう雰囲気を最後まで保てたのがよかったと思いま
す。状況が厳しくても、私よりも強気な生徒が多く、
逆に私の方が励まされました。
　2016年度は、前年度に続き３年生の担任となりま
した。１年生から指導してきた生徒たちではないので、
まずは現状把握から始め、これまでの指導の反省を踏
まえて、様々な手を打ちたいと考えています。進路指
導では、第１志望だけでなく、第２・３志望の大学に
ついてもしっかり考えさせること、授業では、数学の
本質まで深く理解させることを追求していきたいと思
います。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
　

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
」で

英
語
指
導
の
質
を
担
保
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.222

進学実績向上

英語の指導を軸に、
難関私立大学の
合格実績向上を図る

◎昭和女子商業学校として開校。建
学の精神「明敏謙譲」を校訓として、
「明朗にして健康で、自主性に富み、
謙虚で個性豊かな人間」の育成を実
践。文化系・運動系ともに全国レベ
ルで活躍する部活動が多く、日本代
表として世界大会に出場する選手も輩
出している。

国公立大は、茨城大、宇都宮大、千葉大、
千葉保健医療大に６人が合格。私立大
は、青山学院大、学習院大、中央大、
津田塾大、東京女子大、東京理科大、
法政大、明治大、立教大、早稲田大、
立命館大などに延べ 604人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1940（昭和15）年

全日制／普通科／共学

１学年約400人

住所
　

電話

Web Site

〒272-0823
千葉県市川市東菅野2-17-1

047-323-4171

222
指導変革の

成果実践背景

◎2003年度に女子校
から共学校に移行し
たが、入学生の学力
低下が目立つように
なる

変革のステップ

◎中学校１年生から
英語を軸とした学習
指導と、高い志を持た
せる進路指導を徹底。
模試の結果を教師間
で共有し、ぶれない指
導を実現

◎推薦入試に頼らず、
一般入試に挑戦する
生徒が増加。16 年度
入試で GMARCH の
合格者数が過去最高
に

http://www.showa-gkn.ed.jp/js/

千葉県・私立

昭和学院中学校・高校

　
昭
和
学
院
中
学
校
・
高
校
は
、
千
葉
県
市
川
市
に
位

置
す
る
私
立
の
共
学
校
だ
。
水
泳
や
新
体
操
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の
部
活
動
を
擁
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
も
輩
出
し
て
き
た
。
近
年
は
、

毎
年
２
桁
の
難
関
大
学
合
格
者
数
を
出
し
、
文
武
両
道

の
進
学
校
と
し
て
の
評
価
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

　
同
校
が
、
開
校
以
来
守
り
続
け
て
き
た
女
子
教
育
か

ら
、
共
学
教
育
に
移
行
し
た
の
は
２
０
０
３
年
度
の
こ

と
。
女
子
校
人
気
の
陰
り
か
ら
志
願
者
数
が
減
少
し
、

１
学
年
最
大
17
学
級
だ
っ
た
学
校
規
模
は
６
学
級
に
ま

で
縮
小
し
て
い
た
。
志
願
者
数
の
確
保
が
共
学
化
の
目

的
だ
っ
た
が
、
当
初
は
学
力
の
低
い
生
徒
が
少
な
か
ら

ず
い
た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
数
を
増
や
す
と
同
時
に
、

指
導
の
質
も
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

危
機
感
が
、
教
師
間
で
共
有
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
は
か

か
ら
な
か
っ
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
共
学
化
２
年
目
の
04
年
度
。

高
校
中
心
に
指
導
し
て
き
た
英
語
科
の
山
崎
直
子
先
生

が
中
学
校
１
学
年
主
任
と
な
り
、
特
進
ク
ラ
ス
を
中
心

に
指
導
の
て
こ
入
れ
が
図
ら
れ
た
。

　「女
子
校
時
代
か
ら
特
進
ク
ラ
ス
は
あ
り
ま
し
た

が
、
部
活
動
の
有
力
選
手
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
難

関
大
学
を
目
指
す
と
い
う
意
識
は
定
着
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
な
ど
で
難
関
大
学
に
合

格
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
継
続
的
に
実
績
を
上
げ

共
学
化
を
機
に
、
学
習
指
導
と

進
路
指
導
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
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進学実績向上

英語の指導を軸に、
難関私立大学の
合格実績向上を図る

◎昭和女子商業学校として開校。建
学の精神「明敏謙譲」を校訓として、
「明朗にして健康で、自主性に富み、
謙虚で個性豊かな人間」の育成を実
践。文化系・運動系ともに全国レベ
ルで活躍する部活動が多く、日本代
表として世界大会に出場する選手も輩
出している。

国公立大は、茨城大、宇都宮大、千葉大、
千葉保健医療大に６人が合格。私立大
は、青山学院大、学習院大、中央大、
津田塾大、東京女子大、東京理科大、
法政大、明治大、立教大、早稲田大、
立命館大などに延べ 604人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1940（昭和15）年

全日制／普通科／共学

１学年約400人

住所
　

電話

Web Site

〒272-0823
千葉県市川市東菅野2-17-1

047-323-4171

指導変革の

成果実践背景

◎2003年度に女子校
から共学校に移行し
たが、入学生の学力
低下が目立つように
なる

変革のステップ

◎中学校１年生から
英語を軸とした学習
指導と、高い志を持た
せる進路指導を徹底。
模試の結果を教師間
で共有し、ぶれない指
導を実現

◎推薦入試に頼らず、
一般入試に挑戦する
生徒が増加。16 年度
入試で GMARCH の
合格者数が過去最高
に

http://www.showa-gkn.ed.jp/js/

千葉県・私立

昭和学院中学校・高校

る
こ
と
は
で
き
ず
、
特
進
ク
ラ
ス
の
位
置
づ
け
そ
の

も
の
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」（
山
崎
先
生
）

　
04
年
度
、
学
年
主
任
と
し
て
山
崎
先
生
が
掲
げ
た
方

針
は
「
英
語
の
強
化
」
だ
っ
た
。

　「
中
学
校
１
学
年
主
任
、
特
進
ク
ラ
ス
の
担
任
と

し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
た
時
、
ま
ず
は
自
分

の
担
当
教
科
で
あ
る
英
語
の
学
力
を
上
げ
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。英
語
は
入
試
の
軸
と
な
る
教
科
で
す
し
、

英
語
が
で
き
れ
ば
首
都
圏
の
難
関
私
立
大
学
合
格
へ

の
足
が
か
り
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
英
語
力
を
伸

ば
し
て
、
そ
の
勢
い
を
他
教
科
に
波
及
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
で
す
」（
山
崎
先
生
）

　
中
学
校
１
年
生
か
ら
文
法
を
徹
底
的
に
指
導
し
、
長

文
の
内
容
把
握
や
文
構
造
の
理
解
な
ど
の
力
を
つ
け
さ

せ
た
。
山
崎
先
生
の
授
業
で
は
、
単
に
英
文
を
和
訳
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、「
下
線
部
の
文
章
に
つ
い
て
、
な

ぜ
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
」と
い
う
よ
う
に
、

よ
り
深
く
、
論
理
的
な
文
章
読
解
を
心
が
け
た
。

　
基
礎
・
基
本
の
徹
底
と
同
時
に
、
生
徒
の
主
体
性
や

興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な

授
業
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
英
語
が
好
き
で
な
け
れ
ば
学

力
は
伸
び
な
い
と
い
う
信
念
の
下
、
音
読
や
ペ
ア
ワ
ー

ク
な
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
時
間
を
多
く
取
り
、
英
語

を
使
う
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な
授
業
で
は
、
実
際
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
で
も
生
徒
が
物
怖
じ
し
な
い
姿

勢
を
養
う
こ
と
も
ね
ら
い
と
し
て
い
た
。

　「
厳
し
い
入
試
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
自
分

か
ら
先
生
に
弱
点
克
服
の
方
法
を
質
問
し
た
り
、
課

題
を
求
め
た
り
す
る
能
動
性
が
必
要
で
す
。
積
極
的

に
英
語
を
使
う
こ
と
で
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
、
望

む
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
の
主
体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
鍛
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
イ
エ

ス
や
ノ
ー
だ
け
で
も
い
い
。
授
業
で
は
と
に
か
く
英

語
を
使
い
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
意
識
を

持
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
山
崎
先
生
）

　
英
語
の
成
績
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、「
努
力
す
れ
ば

学
力
は
つ
く
」
と
い
う
自
信
が
生
徒
の
中
に
芽
生
え
、

他
教
科
の
学
習
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結

果
、
10
年
度
入
試
で
は
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
（
＊
）
の
合
格

者
数
が
初
め
て
20
人
を
超
え
、
最
難
関
の
私
立
大
学
合

格
者
数
も
合
計
９
人
と
躍
進
を
遂
げ
た
。
以
降
、
同
校

で
は
難
関
大
学
の
合
格
者
数
を
毎
年
２
桁
出
す
よ
う
に

な
っ
た
。
実
績
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
学
力
の
高

い
生
徒
が
入
学
す
る
よ
う
に
な
り
、
１
ク
ラ
ス
だ
っ
た

特
進
ク
ラ
ス
は
、14
年
度
に
は
３
ク
ラ
ス
体
制
と
し
た
。

　
よ
り
実
践
的
な
英
語
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
こ
数
年
は
、
英
語
力
を
測
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
、

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ（
以
下
、
Ｇ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
）を
活
用
し
て
い
る
。４
年
前
か
ら
毎
年
受
験
さ
せ
、

16
年
度
は
特
進
ク
ラ
ス
の
受
験
回
数
を
年
１
回
か
ら
２

回
に
増
や
し
た
。４
技
能
ご
と
の
力
を
ス
コ
ア
で
把
握

で
き
、継
続
し
て
受
験
す
る
こ
と
で
英
語
力
の
伸
び
も

実
感
で
き
る
た
め
、生
徒
の
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
受
験
へ
の
意
欲

は
高
い
と
い
う
。ま
た
、英
語
の
外
部
検
定
試
験
の
ス
コ

ア
を
、入
試
に
活
用
す
る
大
学
が
増
え
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、進
路
指
導
に
変
化
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

　「『
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
の
こ
の
ス
コ
ア
は
、
Ａ
大
学
Ｂ
学

部
の
入
試
で
○
点
取
っ
た
の
と
同
じ
だ
よ
』
と
い
う

昭
和
学
院
中
学
校
・
高
校

大
橋
和
也
　
お
お
は
し
・
か
ず
や

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。教
務
副
部
長
。

「
情
熱
あ
る
教
師
と
し
て
生
徒
に
接
し
、
最
後
ま
で
諦
め

な
い
心
を
持
た
せ
た
い
」

昭
和
学
院
中
学
校
・
高
校

倉
田
　

透
　
く
ら
た
・
と
お
る

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。
進
路
指
導

部
副
部
長
。
高
校
３
学
年
主
任
。「
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

意
欲
を
引
き
出
し
、
応
え
て
い
き
た
い
」

昭
和
学
院
中
学
校
・
高
校

三
部
陽
祐
　

み
べ
・
よ
う
す
け

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
進
路
指
導

部
副
部
長
。
中
学
校
１
学
年
主
任
。「
生
徒
の
可
能
性
を

信
じ
、
目
標
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
後
押
し
す
る
」

コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な
英
語
指
導
で

英
語
力
と
積
極
性
を
育
む

昭
和
学
院
中
学
校
・
高
校

山
崎
直
子
　
や
ま
ざ
き
・
な
お
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「W

here there's a w
ill, there's a w

ay.

高

い
志
に
向
か
っ
て
諦
め
ず
努
力
を
続
け
る
こ
と
」

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
４
技
能
を
ス
コ
ア
で
示
し
、

学
習
成
果
を
実
感
さ
せ
る

＊学習院大学、明治大学、青山学院大学、立教大学、中央大学、法政大学のこと。頭文字を取って GMARCH。
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よ
う
に
、
普
段
か
ら
生
徒
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

生
徒
も
入
試
と
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
関
連
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
英
語
が
得
意
な
生
徒
に
と
っ

て
は
セ
ン
タ
ー
試
験
よ
り
も
チ
ャ
ン
ス
は
大
き
い
は

ず
。
今
後
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
活
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
崎
先
生
）

　
低
学
年
時
か
ら
の
進
路
意
識
の
醸
成
も
、
共
学
化
２

期
生
の
躍
進
で
確
立
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
１
つ
だ
。
以

前
は
、
生
徒
の
志
望
校
の
合
格
可
能
性
を
検
討
し
、
学

力
と
の
差
が
あ
る
場
合
に
は
個
別
指
導
を
行
っ
て
い

た
。進
路
指
導
部
副
部
長
の
倉
田
透
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
共
学
化
２
期
生
は
、
低
学
年
時
か
ら
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
合
格
を
目
標
に
し
て
き
た
学
年
で
す
。
生
徒
も

『
こ
れ
だ
け
勉
強
し
て
い
る
の
だ
か
ら
志
望
大
学
に

入
り
た
い
、
入
れ
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
い
う
意
識

が
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
低
学
年
時
か
ら
明
確
な

進
路
意
識
を
持
た
せ
、
そ
の
目
標
に
向
け
て
し
っ
か

り
勉
強
さ
せ
れ
ば
、
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
以
上
も
十
分
ね

ら
え
る
と
い
う
認
識
を
教
師
が
共
有
で
き
た
と
い
う

意
味
で
も
、タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
少
な
か
ら
ず
い
る
公
立
高
校
の
併
願
校
と
し

て
入
学
し
た
生
徒
に
対
し
て
も
、
入
学
時
か
ら
高
い
進

路
意
識
を
持
た
せ
、
そ
の
志
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
を
重

視
し
た
。
山
崎
先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
頑
張
っ
て
成
績
を
上
げ
て
も
、
い
ざ
入
試
に
な

る
と
、
弱
音
を
吐
く
生
徒
も
い
ま
す
。
な
か
な
か
自

信
を
持
て
な
い
生
徒
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
と
す
る
意
欲
と
、
大
学
入
試
で
志
望
を
実
現
さ
せ

る
と
い
う
決
意
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
」

　
高
校
１
年
生
の
４
月
に
行
う
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ

ャ
ン
プ
」
で
は
、
講
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
校
歌

斉
唱
な
ど
を
通
し
て
、
高
校
生
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
や

昭
和
学
院
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
、
ク
ラ
ス
の
団

結
力
を
育
む
。
山
崎
先
生
が
行
う
進
路
講
話
は
、
特
進

ク
ラ
ス
と
そ
れ
以
外
の
総
合
進
学
ク
ラ
ス
で
時
間
を
分

け
、
特
進
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
は
、
先
輩
た
ち
が
頑
張
る

様
子
と
そ
の
実
績
を
伝
え
て
、
自
分
た
ち
に
も
で
き
る

の
だ
と
い
う
思
い
を
抱
か
せ
、「
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
以
上

の
合
格
を
目
指
す
」
と
い
う
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
。
総

合
進
学
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
は
、
日
常
の
授
業
や
予
習
・

復
習
の
大
切
さ
を
説
く
と
い
う
。

　
一
般
入
試
に
挑
戦
さ
せ
る
と
い
う
の
も
、
共
学
化
２

期
生
以
来
の
特
進
ク
ラ
ス
の
不
文
律
だ
。
３
年
生
も
半

ば
を
過
ぎ
、
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
の
合
格
者
が
出
始

め
る
と
、
特
進
ク
ラ
ス
の
生
徒
か
ら
推
薦
入
試
を
受
け

た
い
と
い
う
者
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
保
護
者
が
そ
れ

を
望
む
場
合
も
少
な
く
な
い
。
教
務
副
部
長
の
大
橋
和

也
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
難
易
度
の
低
い
志
望
校
に
変
え
て
そ
の
大
学
の

推
薦
入
試
を
受
け
た
い
と
い
う
生
徒
に
対
し
て
は
、

教
師
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
説
得
し
ま
す
。努
力
し
て
積

み
上
げ
て
き
た
学
力
が
あ
る
の
だ
か
ら
、そ
の
ま
ま
し

っ
か
り
学
習
し
て
一
般
入
試
に
挑
戦
し
た
方
が
可
能

性
は
広
が
る
こ
と
を
、担
任
だ
け
で
な
く
教
科
の
先
生

方
か
ら
も
話
し
て
も
ら
い
、生
徒
が
自
信
を
持
っ
て
一

般
入
試
に
向
か
え
る
よ
う
に
鼓
舞
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
の
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
上
で
重
要
な
の
は
、

教
師
自
身
が
ぶ
れ
な
い
こ
と
だ
と
、倉
田
先
生
は
語
る
。

　「『
今
の
努
力
を
続
け
て
い
れ
ば
絶
対
に
大
丈
夫
』

と
太
鼓
判
を
押
し
て
あ
げ
れ
ば
、
生
徒
は
必
ず
つ
い

て
来
て
く
れ
ま
す
。
内
心
は
不
安
だ
と
し
て
も
、
教

師
が
授
業
や
補
習
な
ど
で
熱
心
に
指
導
す
れ
ば
、
た

と
え
不
合
格
だ
っ
た
と
し
て
も
、
生
徒
は
力
を
出
し

尽
く
し
た
と
納
得
し
て
、
最
終
的
に
自
分
が
選
ん
だ

大
学
に
進
ん
で
い
き
ま
す
」

　
こ
こ
数
年
、
特
進
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
指
定
校
推
薦
入

試
を
希
望
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
１
年
生
か
ら
高

い
志
望
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
と
い
う
自
負
と
、
一

般
入
試
で
合
格
で
き
る
と
い
う
確
信
を
持
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
み
ん
な
で
高
み
を
目
指
す
「
団
体
戦
」
の
意
識

が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
強
く
し
て
い
る
。

　
進
路
意
識
の
向
上
の
た
め
に
、
模
試
が
果
た
す
役
割

＊１　ベネッセ教材の受験結果をパソコンで管理・活用できる指導支援ツール。　
＊２　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「Ｓ１」から「Ｄ３」の15 段階で評価される。　

模
試
の
デ
ー
タ
を
共
有
し

ど
の
教
師
も
同
じ
目
線
で
ア
ド
バ
イ
ス

教
師
の
ぶ
れ
な
い
気
持
ち
が

生
徒
の
意
志
を
強
く
す
る

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
」
で

前
向
き
な
進
路
意
識
に
転
換
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１０月号指導変革の軌跡「石川県・私立北陸学院中学・高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

千葉県・私立　昭和学院中学校・高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

も
大
き
い
。
模
試
の
前
に
は
必
ず
過
去
問
題
を
解
か

せ
、
各
教
科
の
授
業
で
２
、３
時
間
か
け
て
解
説
す
る
。

試
験
は
全
て
万
全
の
対
策
を
し
て
か
ら
臨
む
も
の
で
あ

り
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
大
学
入
試
が
あ
る
と
、
生
徒

と
教
師
と
の
間
で
意
識
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
模
試
の
後
に
は
、
各
学
年
の
模
試
担
当
の
教
師
が
、

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ（
＊
１
）を
使
っ
て
各
教
科
・

学
級
の
成
績
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
２
）
の
一
覧
表
を
作
成
し
、

教
科
会
や
学
年
会
議
で
共
有
す
る
。
成
績
が
芳
し
く
な

か
っ
た
教
科
や
学
級
が
あ
れ
ば
、
教
科
担
任
や
学
級
担

任
に
対
策
を
求
め
、
正
答
率
の
低
か
っ
た
分
野
・
単
元

は
、
教
科
担
任
が
授
業
や
補
習
で
事
後
指
導
を
す
る
。

　
生
徒
と
の
面
談
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

の
デ
ー
タ
を
見
せ
な
が
ら
、「
あ
と
○
点
取
れ
て
い
れ

ば
Ａ
ゾ
ー
ン
に
な
っ
た
」「
こ
の
問
題
が
解
け
て
い
れ

ば
達
成
で
き
た
」
な
ど
、具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

デ
ー
タ
の
共
有
に
よ
っ
て
教
師
間
の
目
線
が
そ
ろ
い
、

ど
の
教
師
も
同
じ
内
容
の
助
言
に
な
る
た
め
、
生
徒
は

安
心
し
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
進
路

指
導
部
副
部
長
の
三み

部べ

陽よ
う

祐す
け

先
生
は
こ
う
話
す
。

　「
教
師
が
た
だ
頑
張
れ
と
言
っ
て
も
、
生
徒
は
何

を
ど
う
頑
張
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ど
こ

を
改
善
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
デ
ー
タ
を
基
に
解
説
す

る
こ
と
で
、
生
徒
は
解
決
の
具
体
的
な
道
筋
を
描
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
は
教
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
生
徒
自
身
が
模
試
の
分
析

表
を
参
考
に
し
て
、
対
策
を
考
え
る
よ
う
な
自
主
性

を
養
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
16
年
５
月
に
は
「C

lassi

」（
＊
３
）
を
導
入
し
、
模

試
の
結
果
か
ら
部
活
動
や
課
外
活
動
ま
で
、
学
校
生
活

全
般
の
生
徒
把
握
の
徹
底
を
進
め
て
い
る
。

　
共
学
化
２
期
生
が
卒
業
し
て
か
ら
６
年
。
大
橋
先
生

が
学
年
主
任
を
務
め
た
15
年
度
卒
業
生
か
ら
は
、
過
去

最
高
の
67
人
の
G
M
A
R
C
H
合
格
者
を
出
し
た
。
今

後
は
、国
公
立
大
学
の
進
学
実
績
向
上
が
課
題
と
な
る
。

　「
国
公
立
大
学
志
望
者
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、

個
別
に
対
応
し
て
い
る
状
況
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
改
編
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
５
教
科
７
科
目
に

対
応
で
き
る
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
生
徒
の
幅

広
い
進
路
希
望
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
崎
先
生
）

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育で
の ICT 活用を総合的に支援するサービス。

進研模試の結果を詳細に分析し、教師の指導改善に生かすとともに、生徒へ
の具体的なアドバイスにも結びつけている。
＊学校資料を基に編集部で作成した画面見本

FINE SYSTEM の度数分布・科目間の表図

若手教師が語る、指導変革への　　　　

チャレンジすることの
大切さを伝えていきたい

進路指導部副部長　三部陽祐

　本校では11年間、高校での指導を受け持っていま
したが、今年初めて中学校の配属となり、中学校１学
年主任と学級担任、進路指導部副部長を務めることに
なりました。これまで高校の担任として１～３年生を
持ち上がりで２度、卒業生を送り出しました。高校で
の経験を踏まえ、中学校１年生から６年間を見据えた
指導を展開していくことが、私の役目です。
　本校の生徒は素直で、言われたことにはしっかり取
り組みますが、それ以上のことはしない受け身な姿勢
が課題です。また、失敗を恐れ、自分ができる以上の
ことをしたがらない傾向もあります。しかし、それでは、
生徒は、まだ気づいていない自分の能力に気づいたり、
人間性を広げたりすることはできません。そこで、学
年の目標に「挑戦」を掲げました。自分の枠から飛び
出す勇気を与え、チャレンジして失敗するのはあたり
前で、失敗から学ぶという姿勢そのものが大切なのだ
という意識を浸透させていきたいと考えています。
　科学技術の発展やグローバル化がますます進むこれ
からの社会では、他者とコミュニケーションを取りな
がら既知の事柄を組み合わせて新しいものを創造する
力、異なる背景を持つ人とも協働できる力などが求め
られます。失敗を生かして自分を高め、未知の領域に
踏み出していけるような経験を生徒たちにたくさん積
ませ、新しい時代を生き抜く力を養いたいと思ってい
ます。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱
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AfAfA terfterf

BBBeforeeforeBeforeBBeforeB

　
群
馬
県
立
太
田
高
校
は
、
２
年
生
12
月
か
ら

実
施
す
る
志
望
校
勉
強
会
で
入
試
科
目
な
ど
を

調
べ
さ
せ
、
３
年
生
９
月
か
ら
の
志
望
校
別
過

去
問
研
究
会
で
は
、
実
際
の
過
去
問
題
を
グ
ル
ー

プ
研
究
さ
せ
て
い
る
。
受
験
勉
強
が
本
格
化
す

る
３
年
生
２
学
期
、
同
じ
大
学
（
あ
る
い
は
大

学
群
）
を
目
指
す
仲
間
と
過
去
問
研
究
会
を
通

し
て
切
磋
琢
磨
さ
せ
る
こ
と
で
、
入
試
本
番
ま

で
頑
張
れ
る
集
団
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

だ
が
、
同
校
の
過
去
問
研
究
会
は
基
本
的
に
は

生
徒
の
自
主
的
な
集
ま
り
で
あ
り
、
ま
た
、
受

験
勉
強
の
進
み
具
合
に
お
い
て
個
人
差
が
出
る

時
期
で
も
あ
る
た
め
、
全
て
の
グ
ル
ー
プ
が
活

動
を
継
続
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
が
実

情
だ
。
過
去
に
は
グ
ル
ー
プ
学
習
の
継
続
が
難

関
大
合
格
者
の
増
加
の
一
因
と
推
察
さ
れ
る
年

度
も
あ
っ
た
た
め
、
よ
り
よ
い
形
で
そ
の
取
り

組
み
を
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ね
ら
い
と
機
能

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

グ
ル
ー
プ
内
で
切
磋
琢
磨
さ
せ
る

検
討
会
メ
ン
バ
ー

群馬県立太田高校　新井高広先生　「志望校別過去問研究会（報告用紙）」

AfAfAfterf
３
年
生
夏
休
み

志
望
校
別
過
去
問
研
究

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
と
も
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、３
年
生
２
学
期
か
ら
の
入
試
対
策
を
集
団
の
力
を
生
か
し
て
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
「
志
望
校
別
過
去
問
研
究
会
（
報
告
用
紙
）」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

改良！指導ツール

過去問題の中からグループで研
究できそうなものを生徒が選
び、記録を残す。

１週間程度で各自が過去問題
を解き、それぞれの解答を持ち
寄って、最良の解答を検討し、
グループの解答として清書する。

模範解答を見て、グループで採
点し、完成答案とともに担当の
教師に提出する。この活動は、
基本的に生徒の自主性に任され
ている。

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指
導
部
。

「
正
し
い
道
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
選
ん
だ
道
を
正
し
く
で

き
る
生
徒
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
進
路
指
導
部
。

３
学
年
担
任
。「
１
日
１
日
を
生
徒
と
本
気
で
歩
ん
で
い
き

た
い
」

群
馬
県
立

太
田
高
校

新
井
高
広

　

あ
ら
い
・
た
か
ひ
ろ

福
井
県
立

高こ

志し

高
校

　

西
　繁
寿

　

に
し
・
し
げ
ひ
さ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
人
間
創
造
コ
ー

ス
長
。
１
学
年
副
主
任
。「
生
徒
の
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る

着
火
剤
を
目
指
す
燃
焼
系
教
師
で
あ
り
た
い
」

兵
庫
県
立

北
条
高
校

衣
川
顕
子

　

き
ぬ
が
わ
・
あ
き
こ
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検討

BeforeBeforeB AfAfA terfterf

新
井
　
志
望
校
別
過
去
問

研
究
会
は
、
グ
ル
ー
プ
で

同
じ
過
去
問
題
を
解
く
こ

と
で
、
答
え
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
貴
重
な
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
同
士
が
学
び

合
う
こ
と
で
、
個
別
試
験
の
指
導
に
お
け

る
教
師
の
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
の
存
在
は
、

一
人
ひ
と
り
の
志
望
校
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
入
試
本
番
ま
で
高
め
続
け
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
時
期
か
ら
の
グ
ル
ー

プ
化
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

衣
川
　
勉
強
に
対
す
る
前

向
き
な
姿
勢
を
、
仲
間
と

共
有
で
き
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。本
校
で
は
昨
年
度
、

推
薦
入
試
を
希
望
す
る
生
徒
が
、
自
主
的

に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
面
接
の
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。「
も
っ
と
練
習
が
必
要

な
気
が
す
る
し
、
友
だ
ち
同
士
だ
と
ま
た

違
っ
た
角
度
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
」
と

い
う
理
由
で
始
め
た
の
で
す
。
自
主
的
に

学
ぶ
生
徒
を
見
な
が
ら
、「
こ
れ
を
も
っ

と
早
く
、
し
か
も
教
科
学
習
で
も
で
き
た

ら
い
い
な
あ
」
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

西
　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学

習
す
る
方
が
合
っ
て
い
る

生
徒
も
い
る
の
で
、グ
ル
ー

プ
に
縛
ら
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
の
生

徒
が
、
自
分
に
と
っ
て
適
切
な
頻
度
で
仲

間
と
学
び
合
い
、
成
長
で
き
る
グ
ル
ー
プ

学
習
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

新
井
　
生
徒
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
学
び

続
け
る
た
め
に
は
、
活
動
の
様
子
を
教
師

が
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

ま
た
、
時
期
に
つ
い
て
も
９
月
よ
り
前
に

始
め
て
も
よ
い
と
思
う
の
で
す
が
、
１
学

期
中
は
部
活
動
の
関
係
で
足
並
み
が
そ
ろ

い
に
く
い
で
す
。

西
　
本
校
で
は
今
年
度
、
夏
休
み
中
の
課

外
講
習
の
時
間
を
減
ら
そ
う
と
い
う
計
画

が
あ
り
ま
す
。
主
に
午
後
の
時
間
を
、
生

徒
た
ち
に
よ
る
自
主
的
な
学
習
に
充
て
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
徒
に
任
せ
る
部

分
と
、
教
師
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る

と
こ
ろ
を
明
確
に
し
た
上
で
の
試
み
で
す
。

衣
川
　
夏
休
み
中
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
、

生
徒
た
ち
に
よ
る
自
主
的
な
も
の
に
で
き

れ
ば
、
９
月
か
ら
の
個
々
の
学
習
に
勢
い

が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。
秋
以
降
、
私
た
ち

は
個
別
指
導
に
か
け
る
時
間
が
多
く
な
る

か
ら
こ
そ
、
教
師
の
目
が
離
れ
た
時
に
も

生
徒
が
学
び
合
え
る
集
団
づ
く
り
が
重
要

で
す
。
受
験
本
番
に
向
け
て
、
教
師
が
個

別
指
導
に
力
を
入
れ
る
ほ
ど
、
生
徒
が
受

け
身
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。

「
教
師
で
あ
る
自
分
が
教
え
な
け
れ
ば
」
と

い
っ
た
考
え
に
と
ら
わ
れ
ず
、
生
徒
の
自

力
走
行
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
い
で
す
。

新
井
　
自
力
走
行
の
き
っ
か
け
を
夏
休
み

に
つ
く
り
、
学
習
の
様
子
を
把
握
し
な
が

ら
も
、学
習
は
生
徒
に
任
せ
ら
れ
る
よ
う
、

少
し
ず
つ
生
徒
の
手
を
離
し
て
い
く
よ
う

な
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。

課題と解決策

グ
ル
ー
プ
学
習
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
徒
が
実
感
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
。

グ
ル
ー
プ
学
習
で
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
、教
師
が
活
動
の
様
子
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

９
月
以
降
の
自
力
走
行
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、

夏
休
み
の
講
習
期
間
を
活
用
し
て
グ
ル
ー
プ
学
習
を

行
う
。

検討会で明らかになった課題を踏まえ
「志望校別過去問研究会（報告用紙）」を改良！

次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

グ
ル
ー
プ
学
習
を
通
し
て
個
々
の

自
力
走
行
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い

群
馬
県
立
太
田
高
校

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校
／
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
群
馬
大
、
東

京
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
３
６
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
慶
應
義
塾
大
、
中
央
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延

べ
４
９
４
人
が
合
格
。

福
井
県
立
高
志
高
校

◎
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
５
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／

国
公
立
大
は
、
金
沢
大
、
福
井
大
、
名
古
屋
大
、
大

阪
大
、神
戸
大
な
ど
に
２
３
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大

な
ど
に
延
べ
３
７
６
人
が
合
格
。

兵
庫
県
立
北
条
高
校

◎
全
日
制
／
普
通
科
・
人
間
創
造
コ
ー
ス
／
共
学
／

１
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
和
歌
山
大
、
鳥
取
大
、
岡
山
大
、
徳
島
大
、

高
知
大
な
ど
に
26
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、同
志
社
大
、

関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
な
ど
に

延
べ
１
７
３
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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夏
休
み
の
講
習
期
間
中
、
毎
日
１
コ
マ

を
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
学
習
に
充
て
る
こ
と

を
想
定
し
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
通
し
て
気

づ
い
た
こ
と
を
個
人
が
日
々
記
入
し
て
い

く
シ
ー
ト
に
改
訂
し
た
。
全
て
の
研
究
会

の
振
り
返
り
を
１
枚
の
シ
ー
ト
に
ま
と
め

る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
学
習
で
の
気
づ
き

を
一
目
で
俯ふ
か
ん瞰
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
各

グ
ル
ー
プ
学
習
に
つ
い
て
の
記
入
ス
ペ
ー

ス
は
決
し
て
大
き
く
は
な
い
が
、
そ
れ
は

記
入
そ
の
も
の
に
時
間
を
か
け
さ
せ
た
く

な
い
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、
ど
の
過
去
問
題

を
研
究
す
る
か
は
各
グ
ル
ー
プ
の
判
断
に

委
ね
て
い
た
が
、
生
徒
の
議
論
が
深
ま
り

そ
う
な
問
題
や
、
別
解
を
示
す
こ
と
で
さ

ら
な
る
議
論
が
行
え
る
問
題
を
教
師
が
示

す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
提
案
も
出

さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
９
月
以
降
の
学
習
に
つ
な
が

る
よ
う
、
夏
休
み
の
講
習
期
間
が
終
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
通

し
て
分
か
っ
た
自
分
の
弱
点
、
課
題
を
踏

ま
え
て
、
９
月
以
降
の
学
習
に
つ
い
て
の

決
意
表
明
を
記
入
さ
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
最

後
に
設
け
た
。

改
訂
後
の
ね
ら
い
と
機
能

他
者
と
比
較
し
、

自
分
の
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

「志望校別過去問研究会（報告用紙）」　改訂版

志望校別過去問研究会（報告用紙）
３年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　

■志望校
志望順位 大学 学部・学科
第１志望

第２志望

■グループの構成（班長に◎、副班長に○）
出席番号 氏名 出席番号 氏名

■第１回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

大学 氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

年度 教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

■第５回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

大学 氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

年度 教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

■第２回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

大学 氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

年度 教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

■第６回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

大学 氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

年度 教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

■第３回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

大学 氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

年度 教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

■第７回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

大学 氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

年度 教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

■第４回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

大学 氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

年度 教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

■第８回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

大学 氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

年度 教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

夏休みのグループ学習を通じて気づいたこと（自分のこと）
9月以降の決意

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

第４回研究会（　　月　　日　～　　月　　日）

氏名 学部・学科
（複数記入可能） 氏名

教科 科目 問題番号 分野
第　　問

グループ学習で気づいたこと（自分のこと） グループ学習で気づいたこと（仲間のこと）

毎回のグループ学習で気づいたことを記入す
る。ここでは新井先生のアイデアを生かして、
グループ学習を通して気がついた「今の自分
のこと」「グループの仲間のこと」を書かせ
るようにした。また、衣川先生のアイデアの
ように「この問題で、自分はここまでできた」
ということを書かせてもよいだろう。学校や
生徒の特性に応じて、グループ学習で気づか
せたいことを簡潔に書かせるようにする。

夏休みのグループ学習が終わったら、グループ学習を通じて気がついた
こと、９月からの学習の決意などを書かせる。担任が目を通して、２学
期以降の面談時の資料とすることも可能だ。
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新
井
　
学
び
合
い
で
は
、

問
題
が
解
け
た
人
と
解
け

な
か
っ
た
人
と
が
は
っ
き

り
と
分
か
れ
た
り
、
解
答
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
大
き
く
異
な
っ
た
り
し
た
時
が
、
自
分

を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。
自
分

が
で
き
な
か
っ
た
問
題
を
ほ
か
の
人
が
で

き
た
の
は
、
発
想
法
が
違
う
の
か
、
そ
れ

と
も
勉
強
法
が
違
う
の
か
、
気
づ
い
た
こ

と
を
箇
条
書
き
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
実
際

に
問
題
を
解
く
時
間
が
一
番
大
切
な
の

で
、
記
入
に
多
く
の
時
間
を
割
か
せ
た
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
書
か
せ
る
こ
と
で
本

人
の
気
づ
き
を
素
通
り
さ
せ
な
い
シ
ー
ト

に
し
た
い
で
す
。西

　
夏
休
み
の
グ
ル
ー
プ

学
習
を
通
し
て
、
グ
ル
ー

プ
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
、

つ
ま
り
今
の
自
分
に
足
り
て
い
な
い
こ
と

を
理
解
さ
せ
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
９
月

か
ら
の
学
習
へ
の
決
意
表
明
を
最
後
に
ま

と
め
さ
せ
る
と
、
秋
以
降
の
個
人
面
談
の

資
料
と
し
て
も
活
用
で
き
そ
う
で
す
。
そ

れ
に
加
え
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で「
み
ん
な

の
力
で
解
い
て
み
た
い
問
題
」「
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
が
課
題
と
感
じ
て
い
る
分
野

や
単
元
」を
教
師
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
シ
ー
ト

と
し
て
ま
と
め
さ
せ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
教
師
が
夏
休
み
の
講
習
や

９
月
か
ら
の
授
業
で
優
先
し
て
取
り
扱
う

べ
き
分
野
や
単
元
が
見
え
て
き
ま
す
。

衣
川
　
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、

現
時
点
で
で
き
て
い
る
こ
と
に
も
目
を
向

け
さ
せ
た
い
で
す
。
特
に
、
学
習
面
で
自

信
を
持
て
な
い
生
徒
が
多
い

学
校
ほ
ど
、
こ
こ
ま
で
は
粘

れ
た
、
こ
こ
が
前
よ
り
も
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ

た
こ
と
も
書
か
せ
て
、
教
師

が
し
っ
か
り
評
価
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最
近

は
鉛
筆
で
書
く
の
は
苦
手
だ

け
れ
ど
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
え
ば
自

分
の
思
い
を
比
較
的
伝
え
ら

れ
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
生
徒
の
思
い
を
、
紙
に

こ
だ
わ
ら
ず
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
つ
か
む

こ
と
も
、
今
後
は
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

時
代
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
　
グ
ル
ー
プ
学
習
の
時
間
は
、
少
な
く

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
一
緒
に

勉
強
し
た
い
と
思
う
生
徒
は
残
れ
ば
い
い

し
、
今
日
は
こ
こ
に
い
る
必
要
は
な
い
と

判
断
し
た
生
徒
は
帰
れ
ば
い
い
。
そ
う
し

た
中
で
グ
ル
ー
プ
で
の
学
び
に
納
得
感
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
生
徒
は
自
主

的
に
継
続
し
て
集
ま
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
９
月
以
降
、
模
試
の
結
果
が
よ

り
重
視
さ
れ
る
時
期
に
、
問
題
を
持
ち

寄
っ
て
自
主
的
に
勉
強
す
る
グ
ル
ー
プ
が

校
内
に
出
て
く
る
と
、
ほ
か
の
生
徒
の
心

に
も
火
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
が
理
想
で
す
よ
ね
。

衣
川
　
本
校
で
も
定
期
考
査
の
時
に
生
徒

が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
、
勉
強
が
得
意
な

生
徒
が
苦
手
な
生
徒
の
た
め
に
授
業
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学
び
に
向
か
う
の

が
苦
し
く
て
逃
げ
出
し
そ
う
に
な
っ
た
仲

間
を
助
け
合
う
人
間
関
係
は
、
生
徒
の
学

力
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
学
校
で
も
実
現

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

新
井
　
支
え
合
う
関
係
を
築
き
な
が
ら
、

９
月
か
ら
の
自
分
に
合
っ
た
学
習
ス
タ
イ

ル
を
一
人
ひ
と
り
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
今
日
の
検
討
結
果
を
生
か
し

て
、
８
月
、
９
月
の
指
導
を
校
内
で
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

2

3

志望校別グループで選んだ（または
教師が選んだ）問題を各自で解いた
上で、グループで解答を検討する。

グループで検討した時に気づいたこと
（今回のグループ学習でできたこと、

できなかったこと・課題）を
キーワードレベルで書かせる。

全ての活動が終了後、9月以降
どう学習していくかなど
決意表明をさせる。

個
人
の
学
び
の
課
題
を
把
握
さ
せ
、

グ
ル
ー
プ
で
の
学
び
に
納
得
感
を
持
た
せ
る

改良！指導ツール

活用の流れ
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明
治
大
学
の
「
世
界
へ
！
　

Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

８
０
０
０
」
は
、
２
０
１
４
年
度
、
文
部

科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援（
タ
イ
プ
Ｂ
）」に
採
択
さ
れ
た
。「
学

生
の
主
体
的
学
び
を
育
み
、
未
来
開
拓
力

に
優
れ
た
人
材
を
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、

全
学
で
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
、経
営
学
部
で
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
・

推
進
す
る
経
営
人
材
の
育
成
」
を
学
部
の

目
標
に
掲
げ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
人
材
」

と「
事
業
創
造
人
材
」の
育
成
に
力
を
注
ぐ
。

経
営
学
部
教
務
主
任
の
鈴
井
正
敏
教
授
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
今
や
大
企
業
で
あ
っ
て
も
、
方
向
性
を

読
み
誤
る
と
倒
産
し
て
し
ま
う
時
代
で
す
。

ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
や
リ
ー
マ
ン
・
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
が
そ
う
で
す
し
、
最
近
で
は
東

芝
や
シ
ャ
ー
プ
が
経
営
危
機
に
立
た
さ
れ

ま
し
た
。
先
の
読
み
に
く
い
社
会
の
中
で
、

経
営
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
未
来
に
向
か
っ
て

か
じ
取
り
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
、
本

学
部
で
は
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
具
体
的
に
育
成
す
べ
き
力
に
挙
げ
て
い

る
の
は
、自
分
で
課
題
を
解
決
で
き
る
力
、

ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
英
語
力
、未
来
を
読

み
解
く
力
と
そ
れ
に
必
要
な
経
営
の
基
礎

知
識
及
び
会
計
能
力
、そ
し
て
、情
報
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

な
ど
だ
。
そ
れ
ら
の
育
成
に
向
け
、
こ
こ

数
年
、
体
験
型
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
大
学
教
育
は
、『
知
識
を

与
え
る
場
』
と
し
て
の
役
割
が
中
心
で
し

た
が
、
本
学
部
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、

学
生
が
体
験
で
き
る
機
会
を
充
実
さ
せ
、

『
体
験
重
視
の
教
育
』
に
転
換
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
語
学
や
会
計
な
ど
の
力
は
学
習

を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
獲
得
で
き
ま
す
が
、

先
を
読
み
、
進
む
べ
き
方
向
を
決
め
る
力

は
、
知
識
の
習
得
だ
け
で
身
に
つ
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
課
題
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
り
、
失
敗

し
た
経
験
の
中
か
ら
次
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
を
考
え
た
り
、
そ
う
し
た
経
験
を
積

み
重
ね
て
い
く
中
で
も
磨
い
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鈴
井
教
授
）

明
治
大
学
経
営
学
部
教
授

鈴
井
正
敏

　す
ず
い
・
ま
さ
と
し

教
務
主
任
。
筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課

程
体
育
学
研
究
科
修
了
。博
士（
医
学
）。

１年次での体験型学習を充実させ、
４年間を主体的に過ごす
ための気づきを促す
明治大学経営学部 ●体験型学習の拡充

「グローバル経営人材」と「事業創造人材」の育成に力を注ぐ明治大学経営学部では、その実現に向け、知識・
技能の習得だけでなく、体験も重視した教育にシフトしつつある。１年次の段階で、英語力に関係なく参加で
きる海外でのフィールドワークや、企業人が「上司」として「部下」の学生に課題を出す産学協同の講座などを、
正課として設けている。そこでの体験も、グループでの協働学習としたり、事前学習や事後報告会を必ず組
み入れたりするなど、学生が様々な気づきを得て、その後の学習行動に結びつけられるように工夫している。

大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

知
識
注
入
型
か
ら
体
験
重
視
の
教
育
に
シ
フ
ト
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同
学
部
が
行
う
体
験
型
学
習
の
特
徴
の

１
つ
は
、
経
営
に
か
か
わ
る
内
容
と
し
な

が
ら
も
、
学
生
の
英
語
力
に
応
じ
た
海
外

体
験
の
場
を
、
卒
業
単
位
に
認
定
さ
れ
る

正
課
に
１
年
次
か
ら
組
み
込
ん
で
い
る
こ

と
だ
（
図
１
）。

　
ま
ず
、
英
語
力
に
関
係
な
く
、
１
年
次

か
ら
履
修
で
き
る
の
が
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

タ
デ
ィ
」
だ
。
調
査
や
資
料
収
集
、
調
査

対
象
へ
の
提
言
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
、

一
連
の
作
業
を
学
生
が
主
体
的
に
進
め
る

科
目
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
国
内
だ
け
で
は

な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
国
、
ロ
シ
ア

な
ど
も
あ
る
。

　
１
年
次
か
ら
履
修
で
き
る
科
目
に
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

も
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
を
訪
れ
、

現
地
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
解
決
策
を
探

る
た
め
の
社
会
貢
献
活
動
な
ど
を
行
う
も

の
で
、
15
年
度
に
新
設
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
科
目
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
主
目
的
で
あ
り
、
学
生
は
内
容
へ
の
興

味
か
ら
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

そ
こ
で
刺
激
を
受
け
て
、
海
外
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
な
り
、
英
語
学
習
に
力
を
入

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　「『
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
』
や
『
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
』、
短
期
語

学
留
学
の
『
Ｉ
Ｂ
Ｐ
　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
』
を
入

り
口
に
し
て
海
外
へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

次
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
英
語
で
学
ぶ
海
外
研

修
の
『
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
』
を
受

講
し
て
、
語
学
力
も
意
欲
も

徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、

最
終
的
に
は
長
期
留
学
に
挑

戦
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま

す
」（
鈴
井
教
授
）

　
そ
れ
ら
の
体
験
型
学
習
で

は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
必

ず
事
前
学
習
と
事
後
報
告
会

を
行
う
。

　「
体
験
は
そ
れ
自
体
に
も
価

値
が
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に

学
び
の
目
的
を
し
っ
か
り
持

た
せ
て
か
ら
体
験
さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
、
何
を
学
ん
だ
の
か

と
い
う
振
り
返
り
を
行
い
、

学
び
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」（
鈴
井
教
授
）

　
一
方
、
英
語
力
の
高
い
学
生
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
」
を
15

年
度
か
ら
始
め
た
。
こ
れ
は
、
少
人
数
制

ク
ラ
ス
で
実
践
的
な
英
語
ス
キ
ル
（
４
技

能
）
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
英
語
で
専
門

知
識
を
学
ぶ
と
い
う
４
年
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
だ
。
入
学
時
に
実
施
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
の
ス
コ
ア
上
位
60
人
を
対
象
と
し
、
該

当
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
履
修
し
て
い
る
。

　「
長
期
留
学
や
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

で
活
躍
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
多
様
な
ビ

ジ
ネ
ス
状
況
に
対
応
で
き
る
英
語
科
目
、

英
語
に
よ
る
専
門
科
目
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
通
常
よ
り
も
英
語
の
授
業
数
が
多
く
、

課
題
も
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
す
が
、
英
語

力
が
高
い
学
生
に
も
満
足
で
き
る
よ
う
な

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
鈴
井
教
授
）

科目・講座名 内容 開講時期・
参加条件等

フィールドスタディ

フィールドワークを通じて、資料収集、それに基づくレ
ポート作成、プレゼンテーションを中心とした実習科目。
2016年度の実習先は、インド、インドネシア、オランダ、
シンガポール、中国、ロシア、日本各地。

１～４年次の
選択科目

グローバル・
サービスラーニング

夏休みまたは春休みの約２週間、フィリピン・セブ島の
貧困層におけるボランティア活動を通じて、社会課題
の解決に取り組む。事前・事後学習も行う。

TOEIC400点
以上

IBP Plus
（ I n t e r n a t i o n a l 
Business Program 
Plus）

アメリカのポートランド州立大学またはサンノゼ州立大
学に約１か月間、ホームステイをしながら通い、英語研
修を行う。ビジネスの授業や現地企業訪問などもある。

TOEIC400点
以上

ISIBM
( I n t e r n a t i o n a l 
Summer Institute 
f o r  B u s i n e s s 
Management)

経営学部協定校のカナダ・ヴィクトリア大学で行われ
る３週間のビジネスマネジメントプログラム。ビジネス
に特化した実践的な英語、グループまたは個人による
ビジネスプランの策定・発表などを、世界各国から参
加する学生と一緒に学ぶ。

TOEIC600点
以上

学部間協定留学
経営学部が独自に協定を結ぶ海外の大学への留学。派
遣先大学で修得した単位は、明治大学の単位として認
定される。

派遣先により
異なる

GREAT
(Global Resources 
Eng l i sh  App l ied 
Track）

特別編成の少人数クラスで、英語で講義を受けるため
のリスニングやノートテイキングのスキル、ビジネス環
境における英語による表現力や交渉力などを学ぶとと
もに、英語による授業科目で専門知識を学ぶ。１～４年
生の４年間のカリキュラム。

入学時に実施
するTOEIC の
スコア上位60
人

経営総合講義 A（産学
協同就業力養成講座）

企業が出す課題に対して、少人数のチームでデータや
資料を集め、アイデアを練り、解決策を企業に提案する。

１年次前期の
選択科目

キャリア形成入門

企業や非営利組織に所属する講師によるオムニバス形
式の講義で、企業や非営利組織への理解を深め、仕事
やキャリアについて考える。グループワークやビジネス
マナー研修なども行う。

１・２年次の
選択科目

インターンシップ実習
夏休みに原則２週間、企業や非営利組織、行政の受け
入れ機関で、正社員と同様の仕事を体験する。事前学
習や事後報告会も行われる。

２・３年次の
選択科目

＊同大学の資料を基に編集部で作成

図１ 実習・調査などを行う科目・講座例

英
語
力
に
応
じ
た
海
外
体
験
を
１
年
次
か
ら
用
意
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も
う
１
点
、
同
学
部
の
体
験
型
学
習
の

特
徴
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
１

年
次
の
段
階
で
、
実
際
の
企
業
課
題
に
対

峙
し
、
そ
の
解
決
策
を
自
分
で
考
え
て
、

具
体
化
す
る
実
習
も
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
先
に
挙
げ
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

デ
ィ
」
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
が
、
最

も
特
色
の
あ
る
科
目
が
、Ｆ
Ｓ
Ｐ
講
座
（
＊

１
）
を
採
用
し
た
「
経
営
総
合
講
義
Ａ
」

だ
。
こ
れ
は
、
１
年
次
前
期
の
選
択
科
目

で
、
企
業
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
に
対
し
て
、

学
生
６
人
の
チ
ー
ム
で
調
査
・
検
討
を
し

て
解
決
策
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
企
業

に
提
案
す
る
と
い
う
授
業
だ
（
図
２
）。

　
授
業
の
大
き
な
ね
ら
い
は
、
学
生
に
入

学
初
期
の
段
階
で
４
年
間
の
学
習
の
動
機

づ
け
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

担
当
教
員
の
石
川
公
彦
助
教
は
こ
う
語
る
。

　「
教
員
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
徹
し
、

学
生
が
考
え
る
提
案
内
容
に
は
一
切
、
口

を
出
し
ま
せ
ん
。
学
生
が
主
体
的
に
取
り

組
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
す
る
わ
け
で

す
。
す
る
と
、
チ
ー
ム
で
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
企
業
へ
の

提
案
を
つ
く
り
始
め
ま
す
。
そ
の
中
で
、

今
の
自
分
に
何
が
足
り
な
い
の
か
、
嫌
で

も
気
づ
か
さ
れ
、
残
り
の
大
学
生
活
で
何

を
す
べ
き
な
の
か
を
、
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」

　
同
大
学
の
商
学
部
で
は
以
前
か
ら
Ｆ
Ｓ

Ｐ
講
座
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
担
当
教
員

か
ら
、
科
目
受
講
者
が
そ
の
後
の
学
び
に

積
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
、
経
営
学

部
で
も
行
う
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。
　

　
学
生
に
と
っ
て
有
効
な
学
び
の
場
と
な

る
よ
う
、
授
業
に
は
い
く
つ
か
の
工
夫
点

が
あ
る
。
そ
の
１
つ
は
、
１
次
・
最
終
提

案
と
、
１
企
業
に
つ
き
２
回
提
案
す
る
機

会
が
あ
り
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
を
変
え
て
２

つ
の
企
業
を
扱
う
こ
と
だ
。
１
次
提
案
で

企
業
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
修
正
し
て
最

終
提
案
を
行
う
、
ま
た
、
１
つ
め
の
企
業

で
の
失
敗
を
２
つ
め
の
企
業
で
の
取
り
組

み
で
改
善
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
反
省
し

た
こ
と
を
す
ぐ
に
生
か
し
、
挽ば

ん

回か
い

で
き
る

場
を
設
け
て
い
る
。

　
リ
ア
ル
に
徹
す
る
こ
と
も
工
夫
点
の
１

つ
だ
。
協
力
企
業
は
、
学
生
が
よ
く
利
用
す

る
京
王
電
鉄
、
東
京
都
心
部
に
位
置
す
る

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
と
い
っ
た
、
学

生
が
就
職
先
に
考
え
る
よ
う
な
企
業
で
あ

＊１　一般社団法人 Future Skills Project 研究会による、主体的な学びを育むための体験と気づきを重視した産学連携の授業。　＊２　2016 年４月、広島国際大学
に異動。

る
。
各
企
業
に
は
、
実
際
に
社
内
で
挙
が
っ

て
い
る
課
題
を
そ
の
ま
ま
出
し
て
も
ら
う
。

ま
た
、
授
業
に
来
る
企
業
担
当
者
は
「
上

司
」
で
あ
り
、
学
生
は
「
部
下
」。
つ
ま
り
、

部
下
が
上
司
に
新
企
画
を
提
案
す
る
と
い

う
設
定
で
課
題
に
取
り
組
む
。
最
後
に
、

企
業
は
全
チ
ー
ム
の
提
案
の
中
か
ら
採
用

し
た
い
と
思
う
企
画
を
１
つ
選
ぶ
。

　「
実
社
会
に
近
い
学
び
の
場
を
提
供
し
、

明
治
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
２
年

松
崎
友
咲

　ま
つ
ざ
き
・
ゆ
さ

２
０
１
５
年
度
、「
経
営
総
合
講
義
Ａ
」

を
履
修
。
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校

卒
業
。

明
治
大
学
経
営
学
部
助
教
（
＊
２
）

石
川
公
彦

　い
し
か
わ
・
き
み
ひ
こ

明
治
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
経
営
学
）。

１
年
次
か
ら
企
業
の
課
題
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
む

図２ 「経営総合講義Ａ」概要（2015年度実施分）

●授業期間：１年次前期（４～７月）、全 15 回（選択科目）
●受講者：経営学部１年 36 人（6 人×６チーム）
　ガイダンス参加者約 210 人のうち応募者 127 人で、抽選で受講者を決定
●ファシリテーター：担当教員１人
●協力企業及び課題：
　京王電鉄株式会社　（２つの団地内商店街に位置するいずれかの不動産を選択して）「沿線の

一大人口集積地であり、少子高齢化が進行している多摩ニュータウンでの、域外からの流入
を誘引する施設の企画・策定」
　株式会社ホテルグランドパレス　「ホテルグランドパレスの産直市場『ホテ市』の集客増加策」

回 授業内容 具体的な活動

1 オリエンテーション、マインドセット 講座の全体像、グランドルールを説明。

2 大学生としての学び方、チーム結成
身につけさせたい考え方、チーム活動の進め方などを
説明。１つめの企業課題に向けてチームを結成。

3 課題への取り組み方の説明
目的を確認し、計画の立て方、研究成果の整理の仕方、
プレゼンテーションの方法などを説明。

4

京王電鉄

課題提示 企業の担当者が事例を説明し、課題を提示。

5 チーム活動 チームごとに情報収集をし、議論。

6 １次提案 課題解決プランの提案と、企業からの講評。

7 チーム活動 講評を受けて、再度チーム活動。

8 最終提案 課題解決プランの最終提案と、企業からの講評。

9 １つめの企業課題の振り返り、 新チー
ム結成

１つめの企業課題を振り返り、２つめの企業課題に向
けて、新たなチームを結成。

10

ホテルグランドパレス

課題提示 企業の担当者が事例を説明し、課題を提示。

11 チーム活動 チームごとに情報収集をし、議論。

12 １次提案 課題解決プランの提案と、企業からの講評。

13 チーム活動 講評を受けて、再度チーム活動。

14 最終提案 課題解決プランの最終提案と、企業からの講評。

15 授業のまとめ 授業を振り返って自己評価を行う。

赤字の回は企業担当者が参加。　　　　　　　　　　　　　　 ＊同大学の資料、取材を基に編集部で作成
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自
分
が
社
会
に
出
た
時
の
働
く
様
子
を
、

実
感
を
持
っ
て
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」（
石
川
助
教
）

　
15
年
度
に
こ
の
科
目
を
履
修
し
た
松
崎

友ゆ

咲さ

さ
ん
は
、
京
王
電
鉄
の
課
題
で
提
示

さ
れ
た
２
か
所
の
不
動
産
を
チ
ー
ム
全
員

で
見
に
行
き
、
周
辺
を
歩
い
て
住
民
層
を

分
析
し
、提
案
に
生
か
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
関
心
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
案
を
考
え
て
積
極
的
に
発
言
。
チ
ー

ム
内
で
は
意
見
が
よ
く
ぶ
つ
か
っ
た
が
、

企
業
に
選
ば
れ
る
た
め
に
最
適
な
案
に
す

る
と
い
う
目
標
が
共
有
さ
れ
て
い
た
た
め
、

納
得
い
く
ま
で
議
論
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
よ
い
案
と
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
意

見
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
得
で

き
れ
ば
、
相
手
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
こ

と
も
必
要
だ
と
学
び
ま
し
た
」（
松
崎
さ
ん
）

　
議
論
の
結
果
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト

ラ
ン
を
提
案
す
る
こ
と
に
決
定
。
営
業
時

間
や
店
内
の
配
置
、
人
件
費
や
材
料
費
な

ど
の
必
要
経
費
、
売
り
上
げ
目
標
な
ど
、

事
業
展
開
に
必
要
な
要
素
は
何
か
も
自
分

た
ち
で
考
え
、
そ
し
て
調
べ
て
、
提
案
書

を
完
成
さ
せ
た
。
授
業
以
外
で
も
活
動
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
交
換
な
ど
も
し

た
が
、
最
終
提
案
の
結
果
、
企
業
に
は
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　「
ほ
か
の
チ
ー
ム
と
違
う
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
で
あ
れ
ば
、
企
業
か
ら
評
価
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ア
イ
デ
ア
を
支
え

る
だ
け
の
収
支
予
測
が
で
き
て
い
な
け
れ

ば
、
よ
い
案
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
」（
松
崎
さ
ん
）　

　
最
終
回
の
振
り
返
り
で
学
生
か
ら
最
も

多
く
挙
が
っ
た
の
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
に
気
づ
い
た
と
い
う
声
だ（
図
３
）。

　「
何
か
を
つ
く
る
た
め
に
は
周
り
の
空
気

ば
か
り
を
読
ん
で
い
て
も
駄
目
で
、
自
分

が
チ
ー
ム
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
を
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、
多
く

の
学
生
が
自
分
の
言
葉
で
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、『
消
費
者
で
は
な
く
、
企

画
し
、
商
品
化
す
る
立
場
で
物
事
を
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
う
声
も
あ
り
、

企
業
担
当
者
も
授
業
に
協
力
し
た
か
い
が

あ
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
」（
石
川
助
教
）

　
予
想
以
上
に
学
生
の
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
16
年
度
は
、
本
科
目
を
１
ク
ラ

ス
か
ら
２
ク
ラ
ス
に
増
や
し
、
卒
業
生
の

協
力
を
得
て
参
加
企
業
も
拡
大
さ
せ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
同
学
部
で
は
１
年
次
か

ら
様
々
な
体
験
型
学
習
を
用
意
し
て
い
る
。

た
だ
、
１
学
年
約
７
０
０
人
も
の
学
生
が
お

り
、そ
の
全
て
に
対
応
す
る
の
は
難
し
い
。

　「
大
学
受
験
を
終
え
た
ば
か
り
の
多
く
の

学
生
は
、
学
び
と
は
教
科
書
を
読
ん
で
正

解
に
た
ど
り
着
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
学
は
答
え
が
１
つ
と
は

限
ら
な
い
問
い
を
追
究
し
て
い
く
と
こ
ろ
。

早
い
段
階
で
そ
の
意
識
を
切
り
替
え
ら
れ

る
何
か
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
学
部
が
用
意
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
け
で
は
な
く
、
部
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、何
で
も
よ
い
の
で
す
」（
鈴
井
教
授
）

　
松
崎
さ
ん
は
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
さ
ら

に
深
く
考
え
よ
う
と
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
実
習
」
を
２
年
次
で
履
修
す
る
予
定
だ
。

　「
経
営
学
部
は
学
生
数
が
多
い
で
す
が
、

『
経
営
総
合
講
義
Ａ
』
の
よ
う
な
少
人
数
制

の
科
目
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
授
業
で
は
、先
生
と
の
距
離
が
近
く
、質

問
も
気
軽
に
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

履
修
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
情
報
を
集
め
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
、
履
修
を
申
し
込

む
と
い
う
行
動
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ

う
な
主
体
性
は
、
大
学
の
学
び
に
お
い
て

不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
松
崎
さ
ん
）

メンバーは皆、初対面だったが、目の前に課題があるため、必然
的に結束。最初はとにかく意見を出し合い、その過程で人柄を知
り、役割分担が自然と決まっていったと松崎さんは言う。

•企画し、提案するためには、熱意が重要であること。
•データの重要性（収集方法、分析方法、活用方法）。
•どのようなアイデアでもデータで根拠を示すことが重要。
•自分の「個」があってこそ全体に貢献でき、チームが成立

する。
•自分の意見を発信し、相手の意見を受容することが大切。
•まずは相手の話をしっかり聞き、本当に伝えようとしてい

ることを理解する。
•発信力や説得力など、プレゼンテーションの技術の重要性。
•消費者ではなく、企画し、商品化する立場で物事を見られ

るようになった。

＊同大学の資料を基に編集部で作成

明治大学経営学部 ●体験型学習の拡充
大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

図３ 受講者の気づき

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
で
き
る
主
体
性
が
必
要
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策
定
し
、人
口
の
自
然
減
の
歯
止
め
と
、人

口
の
流
出
入
の
均
衡
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
同
戦
略
に
お
い
て
教
育
分
野
が
担
う
役

割
は
大
き
く
、
15
年
度
に
「
愛
媛
県
教
育

振
興
に
関
す
る
大
綱
」
を
策
定
し
、「
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
教
育
の
推
進
」「
安

全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
」「
未
来
を

拓
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
」
な
ど
６
つ
の

振
興
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
地
学
地
就
」
で
す
。
地
域
で

学
ん
だ
子
ど
も
が
、大
人
に
な
っ
て
地
域
の

産
業
に
従
事
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す

る
。
そ
し
て
、
今
度
は
自
分
が
地
域
を
担

う
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
。
そ
う
し
た
好

循
環
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
学
地
就
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
、
郷

土
愛
で
す
。
地
域
の
よ
さ
を
知
り
、
地
域

に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
と
、
小
中
高
の

全
て
の
学
校
段
階
に
お
い
て
、
地
域
と
連

携
し
た
様
々
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
愛
媛
県
の
人
口
は
、
１
９
８
５
年
の
約

１
５
３
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
り
続
け
て
お

り
、２
０
６
０
年
に
は
約
81
・
４
万
人
に
ま

で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。大
幅

な
人
口
減
は
地
域
社
会
の
存
続
に
か
か
わ

る
課
題
で
あ
り
、本
県
で
は
「
愛
媛
県
版
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

そ
れ
ら
の
活
動
は
、
地
域
の
み
な
ら
ず
、

学
校
の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。
特
に
高
校
で
は
、
特
色
あ
る
活
動

が
学
校
の
魅
力
化
に
つ
な
が
り
、
入
学
者

数
が
増
え
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
地
学
地
就
に
向
け
、
高
校
段
階
で
は
、

地
域
で
即
戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
策
の
１
つ

と
し
て
、
16
年
度
、
愛
媛
県
立
今い

ま

治ば
り

工
業

高
校
の
機
械
科
を
再
編
し
て
、
機
械
造
船

科
を
新
し
く
設
置
し
ま
し
た
。
同
市
は
全

国
に
誇
る
造
船
の
町
で
す
が
、
技
術
者
の

多
く
が
高
齢
化
し
、
若
手
の
育
成
が
課
題

教育長の
ビジョン

地
域
活
性
化
を
支
え
る
た
め

「
地
学
地
就
」を
推
進

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に

立
っ
た
I
C
T
活
用
で
、「
心
お
ど
る

学
び
合
い
の
旅
」へ
生
徒
を
い
ざ
な
う

愛
媛
県
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
他
者
感
覚
を
備
え
た
、
地
域
で
即
戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
地
域
連
携
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
深
化
を
図
る
鍵
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
着
目
し
た
同
県
で
は
、

全
県
立
高
校
・
中
等
教
育
学
校
が
参
加
し
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
生
徒
・
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
便
性
を
体
感
し
た
。

◎人口　約138万人　◎面積　約5,676㎢
◎高校数　国立１校、公立53校、私立15校
◎高校生数　3万5543人
◎電話　089-912-2950（教育委員会）
◎URL　http://ehime-c.esnet.ed.jp

意
欲
、他
者
感
覚
、協
働
性
を

育
む
鍵
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

愛媛県 Data

地
域
の
た
め
に
行
動
す
る
力
の
育
成
を
目
指
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
授
業
改
善
を
図
る

愛
媛
県
教
育
委
員
会
　

教
育
長
　
井
上
　

正た
だ
し

次代の教育を
形づくる

愛媛県

形づくる

教委の一
手
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と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
か
つ
て
20
校

あ
っ
た
造
船
関
連
の
高
校
は
３
校
に
ま
で

減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
て
も
、
今
治
の
地
場
産
業
を
支

え
る
た
め
に
学
科
設
置
を
決
め
ま
し
た
。

　
同
科
に
は
国
か
ら
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、

設
置
と
同
時
に
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
・

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
専
門
的
な
職
業

人
の
育
成
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
そ
れ
を
ほ

か
の
専
門
高
校
に
も
広
め
て
、
地
域
を
支

え
る
人
材
を
育
て
る
職
業
教
育
の
復
権
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
の
柱
と
な
る
施
策
は
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）の

推
進
と
、
そ
の
充
実
の
鍵
を
握
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
で
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

今
や
社
会
情
勢
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、

先
の
見
通
し
を
持
ち
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
本
県
の
主
力
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
で
は
、
就
業
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
＊
）の
問
題
が
絡

み
、
先
行
き
は
不
透
明
で
す
。
子
ど
も
た

ち
に
は
、そ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
て
地

域
社
会
を
築
い
て
い
く
、
た
く
ま
し
い
力

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
む
姿

勢
や
解
決
策
を
見
い
だ
し
て
い
く
力
を
育

む
た
め
に
は
、
知
識
・
技
能
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
自
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
そ
の

解
決
に
取
り
組
む
と
い
う
、
Ａ
Ｌ
の
経
験

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
Ａ
Ｌ
で
学
び
を
深
め
る
ポ
イ
ン
ト

の
１
つ
は
、自
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
「
意

欲
」
を
高
め
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。「
意

欲
」
は
、
学
ぶ
楽
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
他

者
か
ら
認
め
ら
れ
る
喜
び
、
自
分
の
世
界

が
広
が
る
面
白
さ
な
ど
か
ら
も
生
ま
れ
る

も
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
課
題
解
決
に
向
け
て
重
要
に

な
る
の
は
多
様
性
で
す
。
自
分
の
考
え
に

と
ら
わ
れ
ず
、
様
々
な
価
値
観
や
意
見
に

学
ん
で
こ
そ
、
他
者
の
立
場
で
物
事
を
考

え
ら
れ
る
「
他
者
感
覚
」
が
備
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、他
者
を
認
め
る
寛
容
性

を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
他
者
と
協
力
し

て
物
事
を
進
め
て
い
く
協
働
性
も
身
に
つ

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
を
進
め
て
い
く
に
あ
た

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
大
い
に
力
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
他
者
と
意
見
を
共
有
し
や
す
く
、

一
度
に
大
勢
の
意
見
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
し
か
も
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、
図
や

画
像
で
も
表
現
で
き
ま
す
。
そ
の
過
程
に

お
い
て
、
他
者
に
伝
え
る
表
現
力
が
磨
か

れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
県
教
委
で
は
、そ
う
し
た
考
え
か
ら
、
地

域
連
携
、
Ａ
Ｌ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
施
策
を

連
動
さ
せ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
課

題
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
で
す
。
本
県
で

は
、
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
も
未
整
備
で
あ
る
た
め
、

両
者
の
シ
ス
テ
ム
と
、既
に
運
用
中
の
教
育

専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
愛
媛
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ

ト
」
を
連
携
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

教
育
の
質
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
県
で
は
公
立
高
校
の
校
舎
の
耐
震

化
率
が
全
国
45
位
（
15
年
度
調
査
）
で
あ
り
、

ま
ず
は
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
人
は
一
生
学
び
続
け
る
存
在
で
す
。
そ

う
し
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た

め
に
も
、
教
師
自
身
が
新
し
い
世
界
を
知

り
、
そ
の
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
Ａ
Ｌ
を
新
し
い
指
導
方
法
と
捉
え
、

実
施
を
た
め
ら
う
教
師
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
Ａ
Ｌ
は
生
徒
同
士
だ
け
で

の
学
び
合
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
が

学
ぶ
姿
を
見
せ
る
た
め
に
も
、
生
徒
と
教

師
が
学
び
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。

心
お
ど
る
、
学
び
合
い
の
旅
に
い
ざ
な
う

よ
う
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
全
力

で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊Trans-Pacific Strategic Economic Partnership Agreement の略。環太平洋戦略的経済連携協定のこと。

いのうえ・ただし　1980 年愛媛県庁に入庁後、保健福
祉部介護保険課長補佐、県民環境部ＮＰＯ・ボランティ
ア推進監、保健福祉部生きがい推進局長寿介護課長、経
済労働部管理局産業政策課長、企画情報部秘書広報局長、
総務部行財政改革局長、教育委員会事務局副教育長など
を経て、2015 年から現職。

学
び
合
い
の
旅
に

い
ざ
な
う
よ
う
な
教
育
を
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連
携
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
プ
ラ

ン
を
募
る
「
地
域
に
生
き
地
域
と
と
も
に

歩
む
高
校
生
育
成
事
業
」
を
、
Ａ
Ｌ
で
は
、

拠
点
校
10
校
が
研
究
実
践
を
行
う
「
高
校

生
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
事
業
」

な
ど
を
進
め
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５

年
度
、
県
教
委
、
校
長
・
教
頭
・
情
報
科

教
師
の
代
表
者
、
そ
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
研
究
者
か
ら
成
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進

委
員
会
」
を
設
置
し
、
全
７
回
の
会
合
を

開
い
て
県
立
学
校
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
を

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
は
、
愛
媛

県
立
伊
予
高
校
と
同
松
山
商
業
高
校
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
研
究
実
践
校
（
15
年
度
か
ら
）

に
指
定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
践
研
究
を

始
め
る
こ
と
と
し
た
。

　「
県
全
体
で
一
斉
に
動
け
ば
教
育
力
向
上

へ
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
が
、一
方
で
、

導
入
に
向
け
て
の
慎
重
な
判
断
が
必
要
で

あ
り
、
予
算
確
保
も
大
き
な
課
題
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
活
用
方
法
と
成
果
の
実

績
を
積
む
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
」（
長
井

課
長
）

　
両
校
に
そ
れ
ぞ
れ
電
子
黒
板
機
能
つ
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
40

台
、無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

も
配
置
し
、
活
用
方
法
の
指
導
や
授
業
時

の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
、
教
師
が
安
心
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

　「
当
初
は
活
用
を
た
め
ら
っ
て
い
た
教
師

も
、
使
い
始
め
て
操
作
に
慣
れ
て
い
く
に

つ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
放
せ
な
く
な
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
生
徒
が
発
表
資
料
な

ど
を
簡
単
に
作
成
で
き
る
た
め
、
話
し
合

い
が
ス
ム
ー
ズ
に
、
か
つ
活
発
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
、
両
校
か
ら
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
」（
長
井
課
長
）

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
伊
予
高
校
に
ｉ

Ｏ
Ｓ
、
松
山
商
業
高
校
に
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
を
、
そ
し
て
、
愛
媛
県
総
合
教
育
セ
ン

　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
で
は
、
地
学
地
就

に
向
け
た
教
育
力
向
上
を
目
指
し
、
地
域

連
携
、
Ａ
Ｌ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
連
動
さ
せ

て
進
め
て
い
る
。
高
校
教
育
課
の
長
井
俊

朗
課
長
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
よ
う

と
す
る
時
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
も

学
び
の
場
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

課
題
解
決
に
は
主
体
性
や
協
働
性
が
求
め

ら
れ
、
そ
れ
を
育
む
活
動
と
し
て
Ａ
Ｌ
が

有
効
で
す
。さ
ら
に
、Ａ
Ｌ
の
推
進
で
は
、教

師
が
一
方
的
に
教
え
る
授
業
か
ら
、
生
徒

た
ち
が
学
び
合
い
、
教
え
合
う
授
業
へ
の

転
換
が
重
要
で
す
が
、
そ
の
手
段
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
が
必
要
で
す
。

そ
の
よ
う
に
、
教
育
は
何
か
が
単
独
で
動

く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
策
も
連
動

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
地
域
連
携
で
は
、
高
校
生
か
ら
地
域
と

タ
ー
に
は
、
そ
の
両
方
の
Ｏ
Ｓ
（
＊
１
）

を
配
備
し
て
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　「
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
よ
り
よ
い
活
用
方
法
を

探
る
た
め
に
、
あ
え
て
異
な
る
Ｏ
Ｓ
を
導

入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
教
師
に
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
授
業
に
役
立
つ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
、
実

践
事
例
を
蓄
積
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
長
井
課
長
）

　
愛
媛
県
で
は
、
団
塊
世
代
の
退
職
が
進

み
、
若
手
教
師
が
増
え
て
い
る
。
先
輩
教

師
の
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
に
も
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
の
縦
の
つ
な
が
り
だ

け
で
は
な
く
、
学
校
間
や
教
科
間
を
超
え

た
、
横
の
つ
な
が
り
も
し
や
す
く
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
長
井
課
長
）

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
向
け
て
、
現
場
の
意
識

改
革
に
も
努
め
て
い
る
。
県
立
高
校
・
中

等
教
育
学
校
の
校
長
・
教
頭
が
集
ま
る
会

合
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
の
顧

問
を
務
め
る
鳴な

る

門と

教
育
大
学
の
藤
村
裕ゆ

う

一い
ち

准
教
授
ら
の
講
演
を
行
い
、
学
校
教
育
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
利
点
を
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
６
年
３
月
に
は
、
民

＊１　Operating System の略。コンピューターのシステム全体を管理、制御するソフトウエアのこと。タブレットの主な OS には、アップル社の iOS、Microsoft 社
の Windows 、グーグル社の Android がある。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
向
け
て

推
進
委
員
会
を
設
置

研
究
実
践
校
２
校
で

活
用
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

現場の
ミッション

研
究
実
践
校
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
フ
ェ
ス
タ
」を
起
点
に

県
内
全
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
広
め
る

総
勢
１
６
３
人
が
参
加
し
た

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
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間
企
業
と
連
携
し
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
。
全
て
の
県
立
高
校
・
中
等

教
育
学
校
か
ら
代
表
の
生
徒
（
１
０
７
人
）

と
教
師
（
56
人
）
が
参
加
し
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
１
人
１
台
持
ち
、
３
人
１
組
と
な
っ

て
「Classi

」（
＊
２
）
を
活
用
し
な
が
ら
、

愛
媛
県
の
魅
力
を
紹
介
す
る
作
品
を
作
る

授
業
な
ど
を
体
験
し
た
（
写
真
）。

　「
目
的
は
、
生
徒
や
教
師
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
教
育
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
県
下
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
の
機
運
を

高
め
る
こ
と
で
す
。
全
て
の
参
加
者
に
実

際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
も
ら
い
、
そ

こ
で
感
じ
た
こ
と
を
各
校
内
に
広
め
て
も

ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
」（
長
井
課
長
）

　
生
徒
の
振
り
返
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
今
日
の
体
験
を
通
し
て
愛
媛
の
魅
力
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？
」
の
肯
定

率
（
大
変
そ
う
思
う
＋
ま
あ
そ
う
思
う
）

は
94
％
、「
周
り
の
人
の
考
え
や
ヒ
ン
ト
か

ら
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
か
？
」
の
肯
定
率
が
95
％
と
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
学
習
効
果
を
生
徒

自
身
も
感
じ
て
い
る
回
答
と
な
っ
た
。
ま

た
、
自
由
回
答
で
は
、
ほ
か
の
生
徒
の
意

見
を
閲
覧
で
き
る
点
や
、
履
歴
が
残
っ
て

振
り
返
り
や
す
い
点
な
ど
を
利
点
に
挙
げ

る
生
徒
が
目
立
っ
た
。

　「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
え
ば
、挙
手
が
苦
手

な
生
徒
で
も
意
見
が
出
し
や
す
い
こ
と
、そ

し
て
、
よ
り
多
様
な
意
見
に
触
れ
ら
れ
る

こ
と
を
、
参
加
者
に
伝
え
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。何
よ
り
、教
師
は
、楽
し
そ
う
に
授

業
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿
に
刺
激
を
受
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
長
井
課
長
）

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
民
間
企

業
と
連
携
し
て
開
い
た
こ
と
も
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
だ
。
今
回
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
、

Ｗ
ｉ
│

Ｆ
ｉ
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
が
な

く
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

セ
ル
ラ
ー
モ
デ
ル
（
＊
３
）
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
参
加
者
全
員
分
、
用
意
し
た
。

　「
予
算
も
人
員
も
限
ら
れ
る
中
で
最
高
の

結
果
を
出
す
た
め
に
は
、
地
域
や
民
間
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。今
回
は
、本
気
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ

け
る
た
め
に
も
、
全
校
が
参
加
し
、
参
加

者
全
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
体
験
す
る
こ
と

が
必
須
で
し
た
。
そ
の
た
め
の
最
善
の
方

法
を
採
っ
た
の
で
す
」（
長
井
課
長
）

　
県
の
動
き
と
連
動
す
る
よ
う
に
、
学
校

独
自
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
整
備
し
、
授
業
改
善
を

進
め
る
高
校
も
あ
る
。
県
教
委
で
は
、
そ

う
し
た
学
校
と
も
連
携
し
、
県
全
体
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
促
進
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
研
究
実
践
校
で
の
成
果
と
課

題
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
各
校
の
校
長

や
市
町
の
教
育
委
員
会
、
関
係
機
関
と
も

密
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
推
進
委
員
会
で
十
分
検
討
を
重
ね
、
県

立
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
て
い
く

考
え
だ
。

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。
＊３　電話回線を利用してインターネットにつなぐモデルのこと。

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

次代の教育を形づくる 愛媛県教委の一手

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局

指
導
部
高
校
教
育
課
課
長

長
井
俊
朗

な
が
い
・
と
し
ろ
う

愛
媛
県
教
育
委
員
会
指
導
部
高
校

教
育
課
教
職
員
係
長
、
愛
媛
県
立

野
村
高
校
校
長
等
を
経
て
現
職
。

地
域
や
民
間
と
も
連
携
し
、

効
果
的
に
事
業
を
推
進

　瀬戸内海の島しょ部に位置する愛媛県立弓削高校は、全
校生徒62人の小規模校だ。少子化とともに入学者数も減
少しており、入学者数維持のため、学校の魅力を強化して
きた。中でも、小規模校の利点を生かし、生徒一人ひとり
に応じたきめ細かい指導は、同校の最大の特色だ。それを
さらに推し進めるため、2015年度、「Classi」を導入した。
　まず、放課後や休日にパソコン教室を自習室として開放
し、生徒が自分のレベルに合わせて問題を選べる「Webド
リル」を使って自学自習を行えるようにした。さらに、「Web
テスト」を朝学習や授業の最後に行い、学習の振り返りに
活用。生徒の解答は自動的に採点され、その結果は教師用
のパソコン画面に表示される。誤答率の高い内容は授業で
再び指導したり、生徒個別にアドバイスしたりと、テスト
から間を置かずに指導できるため、生徒は効果的な復習が
できるようになった。また、生徒所有のスマートフォンで
も「Classi」にアクセスできるため、生徒はいつでもどこ
でも自由に学習できる。例えば、船で通学する生徒は、登
下校時の隙間時間を「Classi」で有効活用しているという。
　今後は、生徒自身で自分のスケジュールを管理し、家庭
学習時間や学校活動を記録する機能を通じて、生徒一人ひ
とりの学習の自立を促していく予定だ。

ＩＣＴ活用で生徒に学習の自立を促す
愛媛県立弓

ゆ

削
げ

高校

島しょ部で地域創生を目指す高校の挑戦

写真　「ICT教育フェスタ」でのタブレット体験授業の
様子。愛媛県の魅力を紹介する作品を作り、タブレッ
トを通じて会場内で共有。ほかの生徒の作品に「いいね」
を押したり、コメントを書いたりした。
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し
て
学
ぶ
態
度
」（
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改

革
会
議
「
最
終
報
告
」
よ
り
）
が
求
め
ら

れ
る
中
、
主
体
的
・
協
働
的
な
問
題
発
見
・

解
決
の
場
面
を
、
教
科
学
習
に
と
ど
ま
ら

ず
、
様
々
な
教
育
活
動
で
生
徒
に
体
験
さ

せ
る
こ
と
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
も
今
後
よ
り
一
層
重

要
に
な
る
。
言
わ
ば
、
教
科
学
習
外
活
動

の
Ａ
Ｌ
化
で
あ
る
。

　
進
路
講
演
会
を
例
に
考
え
て
み
る
。
多

く
の
高
校
で
は
、
大
学
教
授
や
社
会
人
を

招
い
た
進
路
講
演
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

各
校
の
教
育
目
標
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
講
演
テ
ー
マ
な
ど
が
選
定
さ
れ
る
が
、

生
徒
は
講
話
を
聞
く
だ
け
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。
普
段
は
接
す
る
機
会

の
少
な
い
学
校
外
の
人
の
考
え
や
思
い
を

知
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
一
方
向
の
イ
ン

プ
ッ
ト
は
、
気
づ
き
や
感
動
が
生
徒
の
中

に
芽
生
え
に
く
い
と
い
う
面
も
あ
る
。

　
教
科
学
習
で
あ
れ
、
教
科
学
習
外
で
あ

れ
、
他
者
と
の
対
話
や
協
働
は
、
学
ん

だ
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を
構
造
化
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
。
進
路
講
演
会
を
始
め

と
す
る
教
科
学
習
外
活
動
を
よ
り
主
体
的
・

協
働
的
な
も
の
と
す
る
上
で
有
効
な
対
話

の
手
法
が
、「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」で
あ
る
。

　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
、
１
９
９
５
年

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）
で
は
、
他
者
と
の
対
話
や
協
働
を

通
し
て
学
ん
だ
知
識
を
構
造
化
す
る
こ
と

が
学
習
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
の
た

め
、各
授
業
で
は
ペ
ア
（
グ
ル
ー
プ
）
ワ
ー

ク
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
、
生
徒
が
学
習

内
容
を
複
眼
的
に
捉
え
な
が
ら
構
造
化
し

て
い
く
が
、
同
時
に
、
対
話
や
協
働
の
ル
ー

ル
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
対
話
や

協
働
が
一
層
重
要
に
な
る
と
い
う
「
価
値
」

の
確
認
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
。

　「
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働

＊アメリカの組織開発学者であるアニータ・ブラウン氏、デイビッド・アイザックス氏が開発

に
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
対
話
の
手
法

で
あ
る
（
＊
）。
お
互
い
の
意
見
を
否
定
し

な
い
と
い
う
安
心
・
安
全
が
保
障
さ
れ
た
、

文
字
通
り
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
で
、
答
え
が
１
つ
と
は
限

ら
な
い
問
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
最
近

は
地
方
創
生
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
正

解
が
決
ま
っ
て
い
な
い
テ
ー
マ
、
意
見
が

対
立
し
や
す
い
テ
ー
マ
で
の
ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
が
、自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
企
業
で
も
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
テ
ー

マ
に
し
た
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
が
よ
く
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
が
異
な
る
価
値
観
を
衝
突
さ
せ
る
こ

教
科
学
習
外
活
動
で

主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
の
力
を
育
む

環
境
づ
く
り
と
活
動
設
計
で

自
由
な
対
話
を
促
進
す
る

56June 2016

｜
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」
の
進
め
方
と
実
践
事
例
｜

教
科
学
習
外
活
動
に
お
け
る

ア
ク
ティ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

現
在
、
各
校
で
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
か
ら
の
さ
ら
な
る
授
業
改
善
の
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

高
校
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
が
目
指
す
も
の
は
、
生
徒
に
よ
る
主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
で
あ
る
が
、
学
校
に
お
け
る
全
て
の
教
育
活
動
で
主
体
的
・
協
働
的
な
学
習
態
度
を
育
も
う
と
す
る
時
、

教
科
学
習
外
活
動
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
対
話
の
一
手
法
で
あ
る
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」
を
軸
に
考
え
る
。
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と
な
く
、
む
し
ろ
古
い
価
値
観
に
縛
ら
れ

な
い
新
し
い
考
え
方
を
創
出
す
る
機
会
に

な
る
か
ら
だ
。

　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
は
、
参
加
者
が

一
定
時
間
の
中
で
た
く
さ
ん
の
人
と
話
し

合
い
、
あ
た
か
も
世
界
を
旅
す
る
よ
う
に

見
聞
を
広
め
、
自
分
に
は
な
か
っ
た
気
づ

き
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
独
特
の
進
め
方
が

設
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
で
自
由
に
話
し
合
え
る
よ
う
、
環

境
づ
く
り
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
そ
し

て
、
対
話
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
自

分
と
異
な
る
意
見
を
否
定
し
な
い
」「
常
識

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
意
見
を

述
べ
る
」
と
い
っ
た
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
の

明
示
も
大
切
に
な
る
（
図
）。

　
参
加
者
が
知
識
や
経
験
を
共
有
し
、
創

造
性
の
あ
る
対
話
を
楽
し
む
ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
を
教
科
学
習
外
活
動
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
参
加
者
で
あ
る
生
徒
は
、
主

体
的
・
協
働
的
に
活
動
す
る
楽
し
さ
や
喜

び
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
教
科
学
習
に
お

け
る
Ａ
Ｌ
の
素
地
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

教
師
に
と
っ
て
も
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
教
科
学
習
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
上
で
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
独
力
で
解
決

で
き
な
い
課
題
に
、
他
者
の
知
識
や
経
験

か
ら
も
学
び
な
が
ら
向
き
合
う
姿
勢
が
ま

す
ま
す
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本

誌
２
０
１
５
年
10
月
号
で
大
谷
大
教
授
の

荒あ
ら

瀬せ

克か
つ

己み

氏
は
、「
そ
の
過
程
で
は
、
意
見

の
異
な
る
第
三
者
の
主
張
に
納
得
す
れ
ば
、

自
分
自
身
の
考
え
を
変
え
て
い
く
、
あ
る

種
の
勇
気
も
求
め
ら
れ
る
」
と
説
明
し
、

対
話
的
精
神
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　
多
く
の
生
徒
が
体
験
す
る
よ
う
に
な
っ

た
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
競
技
の
形
で
行
わ
れ

る
論
争
で
あ
り
、
試
合
の
中
で
割
り
当
て

ら
れ
た
自
説
を
曲
げ
る
こ
と
は
「
敗
北
」

を
意
味
す
る
。
だ
が
、
相
手
を
尊
重
し
つ

つ
自
身
の
考
え
を
率
直
に
出
し
合
う
ワ
ー

ル
ド
・
カ
フ
ェ
に
お
い
て
は
、
自
説
が
変

容
す
る
こ
と
は
「
成
長
」
を
意
味
す
る
。

社
会
で
求
め
ら
れ
る
主
体
性
や
協
働
性
を

養
う
Ａ
Ｌ
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
そ
の
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
教
師
は
少
な
く
な
い
が
、

他
者
と
の
対
話
を
土
壌
と
し
て
自
身
を
成

長
さ
せ
る
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
手
法
と
し
て
も
学
校
現
場

で
運
用
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

❶４、５人用のテーブルを作り、テーブルにクラフトペーパーを
かける。テーブル上には色違いのサインペンを人数分置く。
❷音楽をかけたり、飲み物やお菓子を用意したりして、カフェの

ような雰囲気をつくる。

❶テーマについて、グループごとに対話を
行う。テーマは正解が誰にも分からない
もの、答えが１つとは限らないオープン
エンドなものを選ぶ。

❷ 15 分～ 20 分経ったら、各テーブル１
人のメンバーだけを残し、ほかのメン
バーは別のテーブルに移動する。

❸移動した後、各テーブルに残っていたメンバーが、それまでに
自分のテーブルで話し合われた内容を新しいメンバーに説明す
る。また、ほかのテーブルから移動してきたメンバーは、移動
前にいたテーブルで話し合われた内容を説明する。ここでもク
ラフトペーパーに気づいたことを書き加える。

＊この時、前にいたテーブルで話し合われたことを正確に説明す
る必要はなく、あくまでも自分の心に残った話をすればよい。
❹ 15 分～ 20 分経ったら、最初から各テー

ブルにいたメンバー 1 人を残して、その
ほかのメンバーは再び別のテーブルに移
動する。それを何回か繰り返す。

❺全員が最初にいたテーブルに戻る。対話の旅を通して、自分が
見聞きしたことや、自分の中の変化・気づきを語り合う。

❶「これから話し合うテーマは、正解が誰にも分からないものであ
り、答えが１つとも限らない。そのため、間違いも存在しない。
だから、思ったことをどんどん口にしよう」
❷「ほかの人が自分と違う意見を言った時は、頭ごなしに否定せ

ずに、なぜそうした意見に至ったのかを考え、自分との違いを
楽しもう。固定観念や常識、今日までの自分にとらわれないこ
とが大切だ」
❸「同じグループの人の意見を聞いて、心に残った言葉や、それを

きっかけに思いついた自分の考えをサインペンでクラフトペー
パーにメモしよう。文章にまとまらない時は、単語や図、絵で
も構わないので、とにかくどんどんメモしよう」

＊上記のほか、以下のようなことをルールとして説明してもよい。
　・「グループの１人が話している時は、その人の顔をしっかり見

て聞くようにしよう」
　・「静かに考えることで思いがけない気づきに出合えることがあ

る。グループに沈黙が訪れた時は、新たな発見のチャンスだと
考えて、焦らずに沈思黙考を歓迎しよう」

ワールド・カフェの基本的な進め方図

リラックスして対話できる環境づくりを行う1 グループ単位で対話を行う3

誰もが自由に対話できるようにグランドルールを説明する2

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
大
き
く
異
な
る

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
の
機
能
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長
崎
県
立
諫
早
高
校
で
は
、
２
０
１
５

年
度
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人

材
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
講

演
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

講
演
会
の
最
大
の
特
徴
は
、
ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
を
始
め
と
す
る
対
話
の
手
法
を
取

り
入
れ
て
、
生
徒
が
語
り
合
う
時
間
を
重

視
し
て
い
る
点
だ
。

　
き
っ
か
け
は
15
年
７
月
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

創
設
者
を
招
い
た
講
演
会
を
進
路
指
導
部

が
企
画
し
た
こ
と
だ
。
講
演
会
の
内
容
を

検
討
し
て
い
く
中
で
、「
た
だ
講
演
を
聞
い

て
終
わ
り
と
い
う
従
来
の
ス
タ
イ
ル
で
よ

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
課
題
意
識
が
生

ま
れ
て
き
た
と
、
進
路
指
導
主
事
の
後

う
し
ろ

田だ

康
蔵
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
日
々
の
学
習
に
も
部

活
動
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
毎
日
を
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る

分
、
今
の
学
習
が
将
来
に
ど
う
つ
な
が
る

の
か
を
実
感
す
る
機
会
は
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
教
師
の
言
葉
を
素
直
に
受

け
入
れ
る
半
面
、
自
分
の
考
え
を
率
直
に

相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
苦
手
で
す
。
さ
ら
に
、
地
方
で
暮
ら

す
生
徒
は
都
市
部
の
生
徒
に
比
べ
て
、
大

学
や
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
多
様
性
を
受

容
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
乏

し
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」（
後
田
先
生
）

　「
講
演
会
を
利
用
し
て
、
生
徒
が
よ
り
社

会
の
多
様
性
を
実
感
し
た
り
、
主
体
的
に

意
見
を
述
べ
た
り
す
る
機
会
を
つ
く
り
た

い
」「
こ
れ
か
ら
の
入
試
、
そ
し
て
社
会
で

求
め
ら
れ
る
表
現
力
、
協
働
す
る
力
を
養

う
場
に
も
し
た
い
」と
、後
田
先
生
は
校
長
、

教
頭
、
さ
ら
に
高
校
生
を
対
象
と
し
た
教

育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
外
部
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
協
議
を
開
始
し
た
。
そ
の

結
果
、講
演
を
聞
い
て
感
じ
た
こ
と
を
ワ
ー

ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
生
徒
同
士
が
話
し
合
う
、

「
講
演
＋
対
話
」の
ス
タ
イ
ル
を
考
案
。「
グ

ロ
ー
バ
ル
講
演
会
」と
命
名
し
た
。「
グ
ロ
ー

バ
ル
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
国
境
を
超
え

て
活
躍
す
る
ゲ
ス
ト
を
招
く
と
い
う
意
味

だ
け
で
な
く
、
同
じ
学
校
の
仲
間
の
多
様

性
と
、
自
分
の
内
面
に
あ
る
様
々
な
価
値

観
、
可
能
性
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
い
う

後
田
先
生
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
15
年
７
月
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会
」

で
は
、
全
校
生
徒
の
約
３
分
の
１
に
あ
た

る
５
０
０
人
が
聴
講
。
90
分
間
の
ゲ
ス
ト

の
講
演
を
聞
い
た
生
徒
の
中
か
ら
、
自
ら

希
望
し
た
お
よ
そ
50
人
の
生
徒
が
１
２
０

分
間
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
に
参
加
し
た
。

　
あ
ら
か
じ
め
生
徒
に
は
「
講
演
会
の
後
、

講
師
の
方
と
一
緒
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
」

と
告
知
さ
れ
て
い
た
が
、「
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
」
と
い
う
手
法
や
そ
の
進
め
方
な
ど

に
関
し
て
説
明
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
実
際
に
何
人
の
生
徒
が
参
加

を
希
望
す
る
の
か
、
当
日
に
な
る
ま
で
分

か
ら
な
か
っ
た
が
、「
そ
れ
ま
で
の
講
演
会

に
は
な
か
っ
た
高
揚
感
が
、
多
く
の
生
徒

に
参
加
を
決
意
さ
せ
た
」
と
、
国
語
科
の

髙た
か

比ひ

良ら

周
一
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
講
演
会
の
ゲ
ス
ト
が
若
く
、
親
し
み
を

感
じ
さ
せ
る
方
な
の
に
、
と
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
た
こ
と
、

講
演
会
を
聞
い
た
そ
の
場
で
５
０
０
人
の

生
徒
が
感
想
を
話
し
合
っ
た
こ
と
な
ど
、

生
徒
は
い
つ
も
の
講
演
会
と
は
全
く
異
な

る
雰
囲
気
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
か
ら
降
り
た

時
の
よ
う
な
ド
キ
ド
キ
感
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
午
後
の
語
り
合
い
の
場

に
も
、
急
き
ょ
部
活
動
を
休
ん
で
参
加
し

た
生
徒
が
何
人
も
い
ま
し
た
」（
髙
比
良
先

生
）

　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
は
、
４
、５
人
の

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
ま
ず
講
演
の
感
想

を
共
有
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
」
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
の

後
、「
10
年
後
、
世
界
を
今
よ
り
少
し
で
も

長
崎
県
立
諫
早
高
校

後
田
康
蔵

う
し
ろ
だ
・
こ
う
ぞ
う

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。
物

理
担
当
。

長
崎
県
立
諫
早
高
校

髙
比
良
周
一

た
か
ひ
ら
・
し
ゅ
う
い
ち

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
８
年
目
。
国
語
科
担
当
。

対
話
を
通
し
て
他
者
と

自
己
の
多
様
性
に
気
づ
か
せ
る

学
校
の
中
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
が

あ
る
こ
と
を
知
る
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ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
能
動
的
に
語
り
合
う
中
で
、

「
学
校
」
と
い
う
世
界
の
多
様
性
に
気
づ
か
せ
る

長
崎
県
立
諫い

さ

早は
や

高
校

実
例
事
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幸
せ
に
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
は
何
が

で
き
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
メ
ン
バ
ー

を
変
え
な
が
ら
対
話
を
行
っ
た
。
あ
え
て

抽
象
的
な
テ
ー
マ
、
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
な
問
い
に
し
た
の
は
、

ど
の
生
徒
に
と
っ
て
も
話
し
や
す
い
場
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
だ
。

　「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
は
、
気
に
な
っ

て
い
た
け
れ
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
、
話
し

や
す
い
け
れ
ど
実
際
に
話
し
始
め
る
と
予

想
以
上
に
話
が
広
が
る
テ
ー
マ
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。
社
会
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の

知
識
の
量
や
論
理
的
な
思
考
力
の
有
無
に

あ
ま
り
左
右
さ
れ
ず
、
ほ
か
の
人
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
素
直
に
聞
い

て
み
た
く
な
る
よ
う
な
問
い
を
立
て
る
こ

と
が
重
要
で
す
」（
後
田
先
生
）

　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
に
初
め
て
参
加
し

た
生
徒
た
ち
は
、「
同
じ
学
校
の
生
徒
が
実

は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」

に
一
様
に
驚
い
た
と
い
う
。

　「
テ
ー
ブ
ル
を
移
動
し
て
、
話
す
メ
ン

バ
ー
を
変
え
る
う
ち
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の

テ
ー
ブ
ル
が
国
の
よ
う
に
思
え
て
き
て
、

ま
る
で
世
界
を
旅
行
し
て
い
る
よ
う
な
感

覚
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
同
じ
学
校
の

中
で
も
自
分
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
小
さ
な
場
所
で

も
、
人
が
集
ま
れ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
」（
橋
本
さ
ん
）

　「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
、
自

分
は
こ
ん
な
に
話
せ
る
ん
だ
と
分
か
っ
て
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
最
初
は
す
ご
く
緊

張
し
た
け
れ
ど
、
会
場
は
音
楽
が
流
れ
て

全
く
堅
い
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

だ
ん
だ
ん
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
話
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
１
２
０
分
間
は
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
け
れ
ど
、
も
っ
と
長
い
時

ゲストの講演を聞く生徒たち。インプット
に徹する静かな時間も、これまでの講演会
同様に確保した。

講演後のワールド・カフェには、ゲスト、
そして教師も参加。普段は出会えない「グ
ローバル人材」と対話を重ねていった。

ワールド・カフェの最後には、「これからやって
みたいこと」をグループ内で発表し、今後の高
校生活での具体的な行動につなげていった。

通常の講演会はゲストの講演と質疑応答とい
う構成だが、グローバル講演会では、講演を
聞いた後、全生徒が短時間ながら語り合った。

対話を重ねることで、生徒の内に「言いた
いこと」が積み重なる。その結果、生徒は
公開討論にも自ら手を挙げて参加した。

ワールド・カフェの後も生徒はその場に残り、
ゲストと対話を続けた。リラックスした様子
で対話を楽しむ生徒の様子が印象的だった。

第１回　グローバル講演会

国際 NGO 創設者による90 分の講演を聞いた後、希望者が別室でワールド・
カフェに参加した。高校時代に社会貢献への志が生まれたというゲストの
体験を聞き、「世界の一員である自分」について考えるのが目的だ。

1

3

5

2

4

6

長
崎
県
立
諫
早
高
校
・
３
年
生

末
永
翔
太

す
え
な
が
・
し
ょ
う
た

長
崎
県
立
諫
早
高
校
・
３
年
生

田
﨑
颯
大

た
さ
き
・
そ
う
だ
い

長
崎
県
立
諫
早
高
校
・
３
年
生

豊
福
勇
樹

と
よ
ふ
く
・
ゆ
う
き

長
崎
県
立
諫
早
高
校
・
３
年
生

橋
本
真
依

は
し
も
と
・
ま
い

長
崎
県
立
諫
早
高
校
・
２
年
生

小
川
晴
香

お
が
わ
・
は
る
か
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間
語
り
合
っ
た
と
思
え
る
く
ら
い
、
自
分

の
考
え
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
」（
小
川
さ
ん
）

　
同
校
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
に
は
、
希

望
し
た
教
師
も
参
加
し
、
生
徒
と
の
対
話

を
楽
し
ん
だ
。
後
田
先
生
も
ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
に
参
加
し
た
が
、「
生
徒
と
の
対
話

は
教
師
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
体
験
だ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
は
、
教
師
も
生

徒
も
同
じ
一
参
加
者
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の

意
見
も
価
値
は
同
じ
で
す
。
い
つ
も
は
教

え
、
導
く
立
場
な
の
に
、
こ
の
時
は
同
じ

立
場
で
話
を
す
る
の
で
す
か
ら
、
最
初
は

と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
し
、『
教
師
と

し
て
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
よ
う
な
意
見

を
出
し
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
対
話
が
始
ま
っ
て
20
分

が
経
つ
頃
に
は
、『
生
徒
は
こ
こ
ま
で
話
せ

る
ん
だ
』『
こ
の
子
た
ち
は
す
ご
い
！
』
と
、

自
分
の
気
持
ち
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
実
際
、
生
徒
の

言
葉
か
ら
教
わ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

１
２
０
分
の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
自
分

自
身
の
生
徒
観
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
」

（
後
田
先
生
）

　「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
は
、
生
徒
は
い

つ
も
は
話
さ
な
い
よ
う
な
本
音
を
ど
ん
ど

ん
口
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒

の
言
葉
を
聞
く
う
ち
に
、『
私
も
本
音
を
言

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
！
』
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
」（
髙
比
良
先
生
）

　
と
は
言
え
、
全
て
の
生
徒
が
ス
ム
ー
ズ

に
対
話
を
楽
し
め
た
わ
け
で
は
な
い
。

　「
み
ん
な
た
く
さ
ん
話
し
て
い
る
の
に
、

自
分
は
あ
ま
り
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
み
ん
な
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
て
い
て
、
知
識
も
豊
富
だ
と
分
か
っ

て
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
の
後
は
正
直
、

少
し
焦
り
を
感
じ
ま
し
た
。
で
も
、
自
己

嫌
悪
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
や
社
会
に
出
た
ら
き
っ
と
こ
の
よ
う

な
力
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
と
分
か
り
ま
し

た
し
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ
た
機
会
が

あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
参
加
し
よ
う
と
思
い

講演後の質疑応答もゲストと横並びの対
話形式で実施。いつもとは違う会場の雰
囲気だからこそ、生徒の集中力も高まる。

「グローバル時代の教育」をテーマに、教
師による即興の公開討論も実施。筋書き
なしの議論に生徒は耳を傾ける。

話すのが苦手な生徒もいるため、「傾聴か
ら新たな発見が生まれることもある」と、
沈黙の価値を事前に説明することも重要。

話し合った内容を書いたクラフトペー
パーは、校内の廊下に掲示。参加できな
かった生徒の興味の喚起へとつなげる。

「自校の生徒像」と「講演
会で与えたい変化」を話し
合う生徒。ゲストに何を話
してほしいのか、その理由
とともに文書にまとめ、ゲ
ストに伝えた。

第3回グローバル講演会当
日の朝、講演会やワールド・
カフェの進行について最終
確認をする生徒と教師。

生
徒
の
主
体
的
な
対
話
力
を

引
き
出
す
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

第2回、第３回　グローバル講演会

グローバルに活躍するビジネスパーソン、発展途上国で活動してきた国
際 NGO 創設者の講演を聞き、ワールド・カフェを行った。

　
第
１
回
・
第
２
回
グ
ロ
ー
バ
ル
講
演
会

の
企
画
と
進
行
は
、
進
路
指
導
部
と
外
部

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
行
っ
た
が
、
第
３

回
は
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
の
面
白
さ
に

感
銘
を
受
け
た
生
徒
数
名
が
ゲ
ス
ト
の
人

選
や
登
壇
依
頼
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
の

進
行
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
有

志
の
生
徒
と
進
路
指
導
部
、
外
部
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
い

て
、
本
校
の
生
徒
は
ど
の
よ
う
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
か
」「
生
徒
に
ど
ん
な
刺
激
を

与
え
、
変
化
を
も
た
ら
し
た
い
か
」
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

テ
ー
マ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
て
い
っ
た
。

生
徒
が
企
画
・
運
営
に
参
加
し
、

活
動
は
よ
り
能
動
的
に
発
展

1

3

2

4
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ま
し
た
」（
豊
福
さ
ん
）

　
１
２
０
分
間
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
の
途

中
に
は
、「
諫
早
高
校
は
世
界
を
幸
せ
に
す

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
公
開
討
論
も
実
施
。
50

人
以
上
の
参
加
者
の
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
人
も
の
生
徒
が
「
自
分
に
意
見
を
言
わ

せ
て
ほ
し
い
」
と
自
ら
手
を
挙
げ
、
討
論

の
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
た
。

　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
を
主
体
と
し
た
生

徒
と
の
対
話
の
場
を
体
験
し
た
教
師
た
ち

は
、「
本
校
の
生
徒
の
潜
在
能
力
の
高
さ
に

驚
い
た
」「
生
徒
は
自
分
の
意
見
を
語
れ
な

い
の
で
は
な
く
、
我
々
が
そ
う
し
た
場
を

与
え
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
」
と
い
っ
た
感

想
を
口
に
し
た
。

　「
生
徒
は
こ
こ
ま
で
や
れ
る
の
だ
と
分

か
っ
た
こ
と
で
、
自
分
の
授
業
観
、
生
徒

観
に
も
変
化
が
起
き
ま
し
た
。
私
も
授
業

で
Ａ
Ｌ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
意
に
反
し

て
従
来
の
教
え
込
み
型
に
戻
っ
て
し
ま
う

時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
を
通
し
て
、『
生
徒
主
体
』
と
は
何

か
を
改
め
て
考
え
た
こ
と
で
、
教
科
学
習

に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
後
田
先
生
）

　
15
年
12
月
、
16
年
３
月
に
も
グ
ロ
ー
バ

ル
講
演
会
を
実
施
し
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

を
行
っ
た
同
校
。
教
科
学
習
外
活
動
に
お

い
て
対
話
の
場
を
学
校
内
に
意
図
的
に
つ

く
る
こ
と
で
、
教
科
学
習
に
も
必
要
と
さ

れ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
力
が
生
徒
に

は
身
に
つ
い
た
よ
う
だ
。

　「
一
人
ひ
と
り
が
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を

持
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
以
外
の
場
面
で
も
、

そ
の
人
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
の
か
、
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

友
人
と
も
今
ま
で
な
ら
話
さ
な
か
っ
た
よ

う
な
深
い
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

し
、
親
と
話
す
時
間
も
以
前
よ
り
も
増
え

た
と
思
い
ま
す
」（
田
﨑
さ
ん
）

　「
ニ
ュ
ー
ス
１
つ
取
っ
て
も
、
ほ
か
の
人

が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
な
ど
、
多
面
的

に
捉
え
る
習
慣
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
自

分
の
考
え
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
に
、
ほ
か

の
人
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
、
新
た
な
自

分
の
考
え
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
」（
末
永
さ
ん
）

　
髙
比
良
先
生
は
国
語
の
授
業
で
ワ
ー
ル

ド
・
カ
フ
ェ
を
取
り
入
れ
た
。
評
論
の
筆

者
の
主
張
を
足
が
か
り
に
、
髙
比
良
先
生

が
設
定
し
た
問
い
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
で
話

し
合
う
こ
と
で
、
生
徒
は
よ
り
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
に
筆
者
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
授
業
を
受
け
た

生
徒
も
、「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
人
は
意

見
が
違
っ
て
当
然
だ
と
分
か
っ
て
か
ら
、

筆
者
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
と
興
味
を

持
っ
て
評
論
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
教
科
学
習
と
の
密
接
な
関
連
性
を
語
る
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
教
科
で
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
な
ど
の
対
話
の
手
法
を
取
り
入
れ
始

め
る
な
ど
、
教
科
学
習
で
の
新
た
な
引
き

出
し
が
確
実
に
増
え
ま
し
た
。
公
民
と
国

語
で
合
同
で
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
む
な

ど
、
合
教
科
型
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
も
進
ん

で
い
ま
す
。
教
科
と
教
科
、
教
科
と
行
事
・

部
活
動
な
ど
、
学
校
の
全
て
の
活
動
が
対

話
を
軸
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
従
来
に
は
な
い
価
値
を
生
み
出

せ
れ
ば
よ
い
で
す
ね
」（
後
田
先
生
）

　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
他
者
の
価
値
観

に
接
す
る
こ
と
で
、
生
徒
も
教
師
も
自
分

の
中
の
常
識
や
殻
を
破
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

得
る
。
自
分
と
い
う
国
か
ら
一
歩
を
踏
み

出
し
、
新
た
な
世
界
に
出
て
行
く
ワ
ー
ル

ド
・
カ
フ
ェ
は
、
学
校
に
と
っ
て
は
学
び

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
す
る
た
め
の
有
効
な
手

法
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で

生
徒
の
学
び
方
が
豊
か
に
な
る

「問い」と「答え」を
生徒自らが生み出す場をつくる

　「グローバル社会を生きる力」「未来の理想の
田舎」「大人と子どもの境界線」。これまで様々
なテーマで中学生や高校生とワールド・カフェを
行いました。普通の中高生が大人をハッとさせる、
哲学者のような言葉を口にするのは、ワールド・
カフェで他者の価値観に触れながら、テーマを
その時の自分に引きつけ、自分なりの「問い」と「答
え」を生み出しているからです。そのため、ワー
ルド・カフェの後の参加者の感想、気づきは実
に多様です。
　ワールド・カフェに興味を持った先生には、一
度ご自身が参加者としてワールド・カフェを楽し
んでみることをお勧めします。ファシリテーター
のどんな言葉、所作が安心・安全な空間をつくり、
対話を促進させ、個々の思考を深めるかが体験
的に分かるはずです。それは、校内における主
体的・協働的な学びの場づくりとプログラム作成
において大いに役立つと思います。

「グローバル講演会」の企画・運営に参加した
外部ファシリテーター

「三四郎の学校」事務局長　日賀優一
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教
師
に
と
っ
て
も
、
指
導
の
検
証
と
次
年

度
に
向
け
た
指
導
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
事
業
が
始
ま
っ
た
背
景
に
は
、

世
界
的
な
教
育
改
革
の
潮
流
が
あ
る
。オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
主
催
者
代
表
と

し
て
登
壇
し
た
関
西
学
院
大
学
の
村
田
治

学
長
は
、
参
加
し
た
高
校
生
た
ち
に
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

　「
大
学
進
学
率
の
向
上
に
よ
る
大
学
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
化
に
よ
っ
て
、
大
学
に
求
め

ら
れ
る
役
割
は
、
知
識
・
技
能
の
伝
達
の

み
な
ら
ず
、
幅
広
い
経
験
の
提
供
へ
と
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
も
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
欧
米
で
は
大
学
卒
業
後
に
求
め
ら
れ

る
能
力
と
し
て
、
次
の
３
つ
が
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
①
社
会
に
出
た
後

も
学
習
し
続
け
る
能
力
、
②
知
識
を
実
践

に
応
用
す
る
能
力
、
③
分
析
力
で
す
。

　
そ
れ
ら
３
つ
の
能
力
こ
そ
、
高
校
生
の

皆
さ
ん
が
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
課
題

研
究
に
必
要
な
能
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、

大
学
卒
業
後
に
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
力
で
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
取
り
組

み
で
学
ん
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
本
日

の
発
表
会
を
通
じ
て
、
皆
で
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
大
学
で
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
、

何
を
目
標
に
人
生
を
送
る
べ
き
な
の
か
を

考
え
、
高
い
志
を
持
つ
重
要
性
に
気
づ
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　
そ
の
後
、
参
加
校
の
代
表
生
徒
が
１
分

　「
第
１
回
近
畿
地
区
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
校
・
Ｓ
Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ

イ
ト
校
課
題
研
究
発
表
会
」
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
高
校
の
支

援
を
目
的
に
、
関
西
学
院
大
学
と
大
阪
大

学
が
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
取
り
組
ん
で
き
た
課

題
研
究
の
成
果
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
高

校
生
に
課
題
解
決
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
大

学
進
学
の
意
味
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と

す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。
ま
た
、
担
当
の

● SGH 校 ［2014 年度採択］滋賀県立守山中学・高校、京都市立堀川高校、
大阪府立北野高校、大阪府立三

み

国
くに

丘
がおか

高校、関西大学高等部、神戸市立
葺
ふき

合
あい

高校、関西学院高等部、奈良県立畝
う ね び

傍高校　［2015年度採択］京都市立
西京高校、京都学園高校、大阪教育大学附属高校平野校舎、大阪府立豊
中高校、大阪府立千里高校、大阪府立泉

せん

北
ぼく

高校、関西学院千里国際高
等部、清風南海高校、神戸大学附属中等教育学校、兵庫県立兵庫高校、
兵庫県立伊

い

丹
たみ

高校、兵庫県立国際高校、啓明学院中学校・高校

● SGH アソシエイト校　清教学園中学・高校、高槻高校・中学校、兵庫県
立長

なが

田
た

高校、兵庫県立北
ほく

摂
せつ

三
さん

田
だ

高校、兵庫県立柏
かい

原
ばら

高校、和歌山信愛
中学校高校　

「第１回近畿地区スーパーグローバルハイスクール校・
SGH アソシエイト校課題研究発表会」参加校

図

課
題
研
究
の
発
表
を
通
し
て

大
学
で
学
ぶ
意
味
を
考
え
る
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ポ
ス
タ
ー
発
表
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
計
27
校
が
参
加

近
畿
地
区
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
校
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校
が

合
同
の
課
題
研
究
発
表
会
を
開
催

２
０
１
６
年
３
月
、
関
西
学
院
大
学
に
お
い
て
、
近
畿
地
区
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
︵
以
下
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
︶
校
と
Ｓ
Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校
が
一
堂
に
会
し
て

﹁
第
１
回
近
畿
地
区
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
校
・
Ｓ
Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校
課
題
研
究
発
表
会
﹂︵
主
催
・
関
西
学
院
大
学
、
共
催
・
大
阪
大
学
︶
が
開
か
れ
た
。

会
場
に
は
全
国
か
ら
学
校
関
係
者
が
訪
れ
、
各
校
の
取
り
組
み
に
対
す
る
注
目
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
発
表
会
の
様
子
と
参
加
者
の
声
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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間
ず
つ
、
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
や
進
め
方
、

自
校
の
学
校
紹
介
な
ど
を
思
い
思
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
発
表
会
へ
の
意
気
込
み
を
表

明
し
た
（
写
真
１
）。
そ
し
て
、
共
催
者

の
大
阪
大
学
教
育
担
当
筆
頭
副
理
事
の
進

藤
修
一
教
授
が
高
校
生
に
期
待
を
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
は
終
了
し
た
。

　
参
加
校
は
、
近
畿
地
区
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
校
21

校
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校
６
校
の
計

27
校
（
図
）
で
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
、ポ
ス
タ
ー
発
表
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
口
頭
発
表
）
が
行
わ
れ
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
は
、
24
校
84
グ
ル
ー

プ
が
参
加
。
１
つ
の
教
室
に
５
、
も
し
く

は
６
グ
ル
ー
プ
が
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

１
グ
ル
ー
プ
15
分
間
で
発
表
と
質
疑
応
答

を
行
っ
た
（
写
真
２
）。

　
見
学
者
は
他
地
区
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校
の
高
校
教
師
や
Ｓ
Ｇ
Ｈ

に
協
力
し
て
い
る
大
学
教
員
が
多
く
、
発

表
す
る
生
徒
に
と
っ
て
は
緊
張
し
か
ね
な

い
雰
囲
気
も
あ
る
中
で
、
ど
の
生
徒
も
自

身
の
研
究
に
対
す
る
自
信
と
学
校
代
表
と

し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
堂
々
と
発
表

し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
発
表
資

料
の
準
備
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。
京
都

府
の
高
校
か
ら
参
加
し
た
生
徒
は
、「
本
校

の
課
題
研
究
は
、
３
人
で
１
つ
の
論
文
に

ま
と
め
る
形
式
で
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表

用
に
長
い
論
文
か
ら
内
容
を
精
選
す
る
の

は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
学
校
代
表
と
し
て

参
加
す
る
以
上
、
レ
ベ
ル
の
高
い
発
表
を

見
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
臨
み
ま
し
た
。

全
国
か
ら
来
た
方
々
の
前
で
研
究
成
果
を

発
表
す
る
機
会
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
生
や
社
会
人
に
な
っ
た
時
に
も

生
か
せ
る
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
別
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
校
内
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
利
用
し

て
５
分
間
で
発
表
し
た
資
料
を
、
今
回
の

発
表
時
間
で
あ
る
10
分
間
の
内
容
に
膨
ら

ま
せ
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
と
い
う
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
４
つ
の
教
室

を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
き
に
来
て
い
た
関
西
学

目
指
す
は
自
分
の
研
究
の
実
現

　
本
校
で
は

「
売
り
手
よ
し
、

買
い
手
よ
し
、

世
間
よ
し
」
の

「
三
方
よ
し
」

を
課
題
研
究
の

キ
ー
コ
ン
セ
プ

ト
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
私
は
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
「
ふ

り
か
け
」
を
日
本
の
米
と
一
緒
に
輸
出
し
、

欧
米
で
新
た
な
需
要
を
掘
り
起
こ
す
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
研
究
・
発
表
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
他
校
の
レ
ベ
ル
が

高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
し
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
が
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
落
ち
着
い
て
楽
し

み
な
が
ら
発
表
で
き
ま
し
た
。

　
研
究
と
、
普
段
の
学
習
や
部
活
動
と
の

両
立
は
大
変
で
す
が
、
東
京
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
総
合
商
社
の
社
員
や

留
学
生
に
話
を
聞
く
な
ど
、
普
段
の
高
校

生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
に
取
り
組

め
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。
２
年
生
で
は
、

ふ
り
か
け
の
具
現
化
に
向
け
て
、
研
究
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

兵
庫
県
立
伊い

丹た
み

高
校
１
年
生

堀
越
み
の
り

　ほ
り
こ
し
・
み
の
り

ポ
ス
タ
ー
発
表
に
参
加

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

写真２　ポスター発表は、15の教室に分かれ、計84グループが実施。
どの教室も見学者が多く、発表後の質疑応答も盛んに行われていた。

写真１　オープニングセレモニーでは、参加校の代表者が登壇し、自
校の発表内容をアピールした。

84
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た

ポ
ス
タ
ー
発
表

海
外
へ
の
発
信
を
意
識
し
た

国
際
性
豊
か
な
口
頭
発
表

63 June 2016
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は
22
校
で
、
う
ち
6
校
は
英
語
で
発
表
を

行
っ
た
。
各
校
20
分
間
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
用
い
な
が
ら
発
表
し
た

後
、
大
学
教
員
や
大
学
院
生
と
の
質
疑
応

答
・
講
評
が
５
分
間
行
わ
れ
た
。

　
各
校
の
課
題
研
究
の
内
容
は
、「
中
国
の

大
気
汚
染
」「
発
展
途
上
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
」
な
ど

の
国
際
的
な
テ
ー
マ
か
ら
、「
日
本
農
業
の

発
展
」「
震
災
復
興
」「
国
内
の
感
染
症
問
題
」

と
い
っ
た
、
国
内
や
地
域
に
関
す
る
テ
ー

マ
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
た
。な
お
、国
内
や

地
域
に
関
す
る
課
題
研
究
で
も
、
日
本
と

海
外
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
内
容
で

あ
り
、ど
の
学
校
も
、将
来
、グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
い
と
い
う
思

い
を
感
じ
さ
せ
る
発
表
と
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
発
表
ス
タ
イ
ル
は
、
グ
ル
ー
プ

内
で
役
割
分
坦
を
し
て
発
表
す
る
学
校
、

１
人
の
生
徒
が
マ
イ
ク
を
片
手
に
熱
弁
を

ふ
る
う
学
校
な
ど
、
様
々
で
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
の
学
校
も
、
独
自
の
課
題
意
識
に

対
し
て
、
研
究
の
過
程
で
得
た
豊
富
な

デ
ー
タ
で
検
証
を
行
う
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
発
表
後
の
講
評
で
は
、「
分
析
力
が
素
晴

ら
し
く
、
分
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
し
た
」「
大
学
で
の
研
究
に
も
生

院
大
学
経
済
学
部
の
学
生
は
、「
高
校
生
は

ど
の
程
度
、
社
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

の
か
を
知
り
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
私
自
身
は
、
高
校
時
代
に
課
題
研
究

を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
入
学

後
に
、
高
校
時
代
に
課
題
研
究
に
取
り
組

ん
で
き
た
学
生
と
比
べ
て
、
研
究
の
着
眼

点
や
発
表
の
ス
キ
ル
な
ど
の
面
で
後
れ
を

取
っ
て
い
る
と
感
じ
る
場
面
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
今
日
の
発
表
で
は
、研
究
テ
ー

マ
と
検
証
内
容
が
首
尾
一
貫
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
期
待
を
語
っ
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
の

き
る
で
し
ょ
う
」
と
の
賛
辞
も
あ
っ
た
一

方
、「
こ
の
研
究
成
果
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
」「
科
学
技
術
の
面
を
深
掘
り
し
て
ほ

し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
質
問
や
要
望
も
寄

せ
ら
れ
た
（
写
真
３
）。

　
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
研
究
成
果
を
披

露
す
る
と
と
も
に
、
自
身
の
探
究
能
力
を

高
め
る
上
で
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
１
日

と
な
っ
た
は
ず
だ
。

　
関
西
学
院
大
学
に
よ
る
と
、
本
発
表
会

の
好
評
を
受
け
、
16
年
度
は
全
国
規
模
に

拡
大
し
、「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
甲
子
園
（
仮
称
）」
と

し
て
実
施
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

仮
想
投
資
で
社
会
の
動
き
を
ウ
ォ
ッ
チ

　
本
校
の
課
題

研
究
の
共
通

テ
ー
マ
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」で
、

私
た
ち
は
、
そ

こ
に
「
生
き
て

い
く
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
＝
娯

楽
」
と
い
う
観
点
を
加
え
、
航
空
機
産
業

を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。
研
究
で

は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ト
レ
ー
ド
を
利
用
し
て

航
空
機
産
業
関
連
の
銘
柄
の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
作
成
し
、
株
価
の
動
き
を
見
て
、

社
会
の
変
化
と
企
業
活
動
や
人
々
の
生
活

と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
表
は
、
準
備
期
間
が
１
週
間

ほ
ど
し
か
な
く
、
直
前
ま
で
発
表
ス
ラ
イ

ド
を
修
正
し
て
臨
み
ま
し
た
。
本
番
で
は

緊
張
し
過
ぎ
て
、
練
習
通
り
に
発
表
で
き

な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場

の
人
た
ち
が
私
た
ち
の
ユ
ー
モ
ア
に
反
応

し
、
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
２
年
生
で
は
、
シ
ナ
リ
オ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
う
手
法
を
用
い
て
研

究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
府
・
私
立
清
風
南
海
高
校

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
１
年
生
７
人

口
頭
発
表
に
参
加

写真３　プレゼンテーションでは、大学教員らが発表内容に関して講
評。生徒は真剣な面持ちでその言葉を聞いていた。

写真４　会場では留学生と高校生のワークショップも実施。カナダ・
インドネシア・ウガンダからの留学生が日本での経験を英語で発表し
た後、留学生を囲んで懇談会が行われた。
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課
題
研
究
で
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
理
解
を
深
め
る

　
本
校
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
、
特
に
日

本
と
関
係
の
深
い
ト
ル
コ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
を
、
共
通
の
研
究

テ
ー
マ
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
研
究
成
果
を
携
え
て
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
１

人
、
口
頭
発
表
１
グ
ル
ー
プ
で
発
表
会
に
臨

み
ま
し
た
。

　
課
題
研
究
の
指
導
で
難
し
か
っ
た
の
は
、

テ
ー
マ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
と
い
う
生
徒
に

な
じ
み
の
薄
い
も
の
だ
っ
た
た
め
、
導
入
部

分
で
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
づ
ら
か
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
研
究

テ
ー
マ
が
決
ま
る
と
、
生
徒
は
自
分
た
ち
で

資
料
を
探
し
た
り
、
文
献
を
読
ん
だ
り
と
、
主

体
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
研
究
は
ど

ん
ど
ん
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う

し
た
生
徒
の
変
化
を
見
る
こ
と
で
、
私
自
身

の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
は
、
研
究
開
発

委
員
会
の
副
委
員
長
を
務
め
ま
す
。
こ
の
１

年
間
の
経
験
を
生
か
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し

た
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
独
自
の
着
眼
点
に
関
心

　
本
校
は
、
２
０
１
５
年
度
に
Ｓ
Ｇ
Ｈ
ア
ソ

シ
エ
イ
ト
校
の
指
定
を
受
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。

13
年
度
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
取
り
組
ん
で
き
た
た

め
、
課
題
研
究
の
手
法
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

本
校
に
も
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
Ｓ
Ｇ

Ｈ
に
は
海
外
へ
の
発
信
と
い
う
目
標
が
あ
る

た
め
、
テ
ー
マ
設
定
で
は
世
界
に
目
を
向
け

つ
つ
も
地
域
や
日
本
に
密
着
し
た
課
題
を
掘

り
起
こ
す
な
ど
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
は
違
っ
た
視
点

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
先
生
方
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
取
り
組
み
を

負
担
に
感
じ
な
い
よ
う
、
多
様
な
切
り
口
や

視
点
を
学
ぼ
う
と
思
い
、
今
回
、
見
学
に
来

ま
し
た
。
実
際
、
様
々
な
学
校
の
発
表
を
聞

い
て
、
そ
の
着
眼
点
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た

り
、
日
本
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
り
し

た
上
で
、
課
題
意
識
を
具
体
的
な
提
案
に
つ

な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

自
分
で
情
報
の
真
偽
を
見
極
め
る
大
切
さ

　
課
題
研
究
で
は
、
地
域
創
生
の
観
点
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。
比
較
対
象
と
し
て
日
本
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
事
例
を
研
究
し
、
最
適
な
モ
デ

ル
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
現
地
に
赴
い
て
、
小
水
力

発
電
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

可
能
性
が
十
分
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　
研
究
前
は
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
影
響
で
イ

ス
ラ
ー
ム
国
家
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
訪
れ
て
、
そ
れ
が
誤
解
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
与
え
ら
れ
た
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、
本

当
に
正
し
い
か
ど
う
か
を
、
自
分
の
目
で
見

極
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
課
題
研
究
は
７
人
の
グ
ル
ー
プ
で
行
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
発
表
会
は
、
私
１
人
で
発

表
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
番
前
は

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
聴
衆
の
方
々
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
り
、
た
く
さ
ん

の
質
問
も
い
た
だ
け
て
、
楽
し
み
な
が
ら
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
間
交
流
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い

　
本
校
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
校
で

あ
り
、
全
校
で
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
自
然
科
学
や
医
療
、
政
治
・
経
済
な
ど
、

分
野
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
課
題
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
の
段
階
で
、
指
導
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
日
は
本
校
の
教
師

３
人
と
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
校
の
生
徒
の
課
題
研
究
の
内
容
を
見
る

と
、
独
自
の
仮
説
を
立
て
た
り
、
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
実
証
し
た
り
と
い
う
面
で
不
十
分

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
発
表
会
で

は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
も
含
め

て
、
テ
ー
マ
設
定
の
視
点
や
研
究
方
法
に
つ

い
て
学
び
、
生
徒
の
指
導
に
還
元
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
課
題
研
究
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
に
も
、
本
校
が
所
在
す
る
地
域
に
、
学
校

や
県
を
超
え
て
課
題
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
す
る
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
日
は
発
表
の
場
や
情
報
共
有

の
場
を
つ
く
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
も
学
ん
で
帰

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
校
の
声
●
大
阪
府
立
豊
中
高
校

見
学
者
の
声

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

Ｓ
Ｇ
Ｈ
研
究
開
発
委
員
会

志
方
洋
介

し
か
た
・
よ
う
す
け

千
葉
県
立
佐
倉
高
校
教
頭

越
川
　淳

こ
し
か
わ
・
あ
つ
し

（
２
０
１
６
年
４
月
に
千
葉
県
立
千

城
台
高
校
に
異
動
）

文
理
学
科
２
年
生

平
田
　爽

ひ
ら
た
・
さ
や
か

島
根
県
立
出
雲
高
校

飯
野
　卓

い
い
の
・
す
ぐ
る
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ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
、

従
来
型
の
指
導
の
重
要
性
を
再
認
識

　４
月
号
の
特
集
で
は
、
家
庭
学
習
時
間
の
増
加
、

教
科
に
対
す
る
意
識
の
改
善
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の

全
国
的
な
動
向
が
つ
か
め
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
、
従
来
型
の
授

業
形
態
の
支
持
が
高
い
こ
と
も
分
か
り
、
い
わ
ゆ
る

流
行
に
乗
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
た
。
座
談
会
も
興
味
深
く
読
ん
だ
。「
自
学
ノ
ー

ト
」
は
、
担
任
を
し
て
い
た
頃
、
中
学
校
1
年
生
か

ら
高
校
3
年
生
ま
で
ど
の
学
年
で
も
続
け
て
き
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
大
変
共
感
し
た
。
ま
た
、「
で
き
る

だ
け
教
え
な
い
」
指
導
は
、
学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ

ト
先
の
塾
長
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
も
あ
り
、
30
年

経
っ
た
今
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
だ
。

「
本
物
」
に
触
れ
る
経
験
が
印
象
的

　世
は
新
し
い
も
の
が
好
き
な
時
代
で
、
ネ
ッ
ト
や

近
未
来
関
係
の
事
項
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、

４
月
号
の
「
ハ
ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
は
、
古
典
の
世

界
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で
新
鮮
に
感
じ

た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
や
教
科
書
で
は

な
く
、
本
物
に
触
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
と
、
生
徒
が

諦
め
ず
に
俳
句
作
り
を
続
け
た
結
果
、
短
期
間
で
成

果
を
残
せ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の
成
果
は
す
ご
い
。

生
徒
の
沈
黙
を
大
切
に
し
、
授
業
に
取
り
組
む

　４
月
号
の
「
実
践

　ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

は
、
同
じ
数
学
科
担
当
と
し
て
興
味
深
く
読
ん
だ
。

沈
黙
の
重
要
性
は
ま
さ
に
そ
う
で
、
静
か
だ
と
教
師

は
話
し
た
く
な
る
。
し
か
し
、
沈
黙
と
い
う
こ
と
は
、

生
徒
は
考
え
て
い
た
り
、
計
算
し
て
い
た
り
と
、
誰

も
が
集
中
し
て
い
る
時
で
、
生
徒
は
我
々
の
話
す
こ

と
な
ど
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
聞
こ
え
て
い
な
い
。

群
馬
県
立
伊
勢
崎
工
業
高
校
の
莅
戸
貴
利
先
生
は
、

そ
の
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
授
業
を
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
の
指
導
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
。

教
育
の
場
の
理
想
形
と
し
て
参
考
に
し
た
い

　４
月
号
の
「
指
導
変
革
の
軌
跡
」
の
福
岡
県
立
八

幡
高
校
は
、
文
理
の
枠
を
超
え
る
と
い
う
、
恐
ら
く

最
終
的
に
教
育
の
場
で
求
め
ら
れ
る
形
を
意
識
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
点
に
、
深
く
感
動
し
た
。
教
育

の
場
の
理
想
形
と
し
て
大
い
に
参
考
に
し
た
い
。

高
校
生
と
大
学
が
つ
な
が
る
場
は
、

高
大
接
続
の
点
で
も
重
要

　４
月
号
の「
大
学
E
v
o
l
u
t
i
o
n
」を
読
み
、

大
学
で
の
初
年
次
教
育
が
ど
ん
な
形
で
行
わ
れ
て
い

る
か
よ
く
分
か
っ
た
。
課
題
を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
、

チ
ー
ム
で
つ
く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
手
法
も
参
考

に
な
っ
た
。
大
学
が
高
校
生
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
高
大
接
続
の
観
点

か
ら
も
と
て
も
よ
い
と
思
う
。

﹇
愛
知
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
静
岡
県
・
私
立
沼
津
中
央
高
校
・
後
藤
松
太
郎
﹈

﹇
東
京
都
・
私
立
東
京
農
業
大
学
第
一
高
校
・
小
堀
健
一
﹈

﹇
大
阪
府
・
私
立
城
南
学
園
中
学
校
・
高
校
・
北
川
真
﹈

﹇
静
岡
県
・
沼
津
市
立
沼
津
高
校
・
谷
野
公
彦
﹈

い

せ
さ
き

や

は
た

の
ぞ
き
ど
た
か
と
し
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◎４月から『VIEW21』高校版編集
部のメンバーとなりました、今枝と申
します。今号の表紙でご紹介した栃
木県立茂木高校の取材では、「阿久

津先生に出会えてよかった。恩師です」という生
徒の言葉に感動しました。阿久津先生と生徒の間
に強い信頼関係がなければ、この言葉は出てこな
かったと思います。こうした感動を読者である先生
方にお届けできるように、日々取り組んで参ります。
どうぞ、よろしくお願いいたします。（今枝）

2

教
師
川
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兵
庫
県
・
と
ん
ち
ん
か
ん
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ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
で公開しております。誌面の PDF や「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
図版もダウンロードできます。ぜひご活
用ください。
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〈ビュー21〉

2 0 1 6
J u n e

6 月

高 校 版
V o l u m e 2

6 K V O L 2

特
集
　
　

高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
２
つ
の
新
テ
ス
ト
に
見
る

　こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
で
育
む
べ
き
力
と
求
め
ら
れ
る
指
導

未来へとつなぐ

　進路指導室を訪れる生徒に、進路指導主事の阿久津功先生は「何を学びたいの？」「志望校は？」
と気さくに声をかける。そして、何度か顔を合わせるうちに、「学力が伸びない」「経済的に厳しい」
と生徒が悩みを語り始めたら、その解決へと動く。「自らここに来るわけですから、生徒は悩ん
だり、迷ったりしているはずです。その状況をさりげなく探り、解決につながるような情報を担
任や教科担当の教師に伝える。生徒と教師をつなげるのが、私の役目です」と、先生は言う。
　そんな先生も、赴任当初、進学型総合学科のこの学校で、商業科教師の自分に何ができるのか
と模索していた。校外の研修に積極的に足を運び、社会や教育の動向、大学入試の変化、他校の
指導状況などを知る中で、商業高校で培ってきたキャリア教育や多様な入試についての指導が、
今の生徒にも必要であることが見えてきた。先生は、自分の知っていることだけで進路を選ぼう
とする生徒に、自分の強みを生かせば、選べる道は多様にあることを気づかせる。「先生と話す
中で、当初の志望大学とは別の大学に進む選択肢もあるのだと分かりました。今はまだ学力的に
は厳しいけれども、できるところまで頑張りたい」と、生徒は力強く語る。
　２０１６年度、同校は探究学習を始めた。「産業社会と人間」や「総合的な学習の時間」と、各教
科が連携したカリキュラムを構築し、生徒に生きる力と独自の強みを育むことが目的だ。「生徒
の中にある宝を見つけるためには、まず教師自身が力をつけなければ」と、阿久津先生は職員会
議や校務委員会で、学校を取り巻く環境や取り組みの意図などの情報を発信し、教師間の連携を
強めている。生徒の未来へとつなげるために、教師たちも新たな一歩を踏み出す。

［フリーダイヤル］　0120 - 350455
受付時間　月～金8：00～19：00／土8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）
株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686 岡山市北区南方3-7-17

お客様
サービスセンター

教師と生徒の肖像

未来へとつなぐ
教師と生徒の肖像

Cov er  Story

先 生 方 と と も に 高 校 生 の 今 と 未 来 を つ な ぐ

特 集

すべては学力の3要素
育成のために

高大接続改革における２つの新テストに見る

これからの高校教育で
育むべき力と
求められる指導

授業を進化！　思考を深化！
実践　アクティブ・ラーニング
日本史
福岡県・私立明光学園中学校・高校
前川修一 

指導変革の軌跡

青森県立　田名部高校
千葉県・私立　
昭和学院中学校・高校

次代の教育を形づくる教委の一手
愛媛県

た な ぶ

表紙の学校　栃木県立茂木高校　阿久津　功先生
もて ぎ いさお

ビュー２１　高校版　Volume２　２０１6年６月号
２０１6年６月13日発行／通巻第３58号　発行人 山﨑昌樹　編集人 春名啓紀　発行所（株）ベネッセコーポレーション　ベネッセ教育総合研究所
© Benesse Corporation 2016　

新コーナー

2
0

1
6

 J
u

n
e

V
o

lu
m

e
2

ビ
ュ
ー
21
　●
　高
校
版
　

6
月
号

Q6-063-10 2016 年度 VIEW21 高校版 6 月号 web 用 PDF 作成
2016 年度 VIEW21 高校版 6 月号 表紙 1-4 流用 表 4 ＣＭ

ＹＫ
流
用

06/06
引寺

初
校

06/07
引寺 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
H1-4_view21koukou-6g-web.indd   2 16/06/07   10:14


